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表紙、図面リスト 共－０１ー

０１／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

－

－

建築改修工事特記仕様書(1)

建築改修工事特記仕様書(2)

建築改修工事特記仕様書(3)

建築改修工事特記仕様書(4)

外部・内部仕上表(1)

内部仕上表(2)

－

－

－

－

表紙，図面リスト

案内図，配置図
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1/50
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1/50

1/50 1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/1,000

改修前　1階平面図

改修後　1階平面図

改修前　2階平面図

改修後　2階平面図

改修前　R階平面図

改修後　R階平面図

改修前　北・西側立面図

改修後　北・西側立面図

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

改修前後　屋内階段詳細図

改修前後　1階平面詳細図(1)

改修前後　1階平面詳細図(2)

改修前後　1階平面詳細図(3)

改修前後　1階展開図(1)

改修前後　1階展開図(2)

改修前後　1階展開図(3)

改修前後　1階展開図(4)

改修前後　1階展開図(5)

改修前後　1階展開図(6)

改修前後　1階展開図(8)

改修前後　2階平面詳細図(1)

改修前後　1階展開図(9)

改修前後　1階展開図(10)

改修前後　2階展開図(2)

改修前後　2階展開図(3)

改修前後　2階展開図(4)

改修前後　2階展開図(1)

改修前後　2階平面詳細図(2)

改修前後　2階平面詳細図(3)

改修前後　2階平面詳細図(4)

改修前後　2階展開図(5)

改修前後　2階展開図(6)

改修前後　2階展開図(7)

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

改修前後　1階天井伏図

改修前後　2階天井伏図

1/100

1/200

1/200

1/100

改修前後　矩計図・屋外階段詳細図

改修前後　1階展開図(7)

改修前　南・東側立面図

改修前後　1階平面詳細図(4)

改修後　南・東側立面図

改修前　基礎伏図

改修後　R階梁伏図

改修前　軸組図-１

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

改修後　軸組図-２

改修前　軸組図-３

改修後　軸組図-３

枠付鉄骨ブレース取付要領図

枠付鉄骨ブレース架構詳細図 1/30

1/10・15・30

改修前　建具表

アルミ建具詳細図

平面ホワイトボード　詳細図 1/2・1/10

平面ホワイトボード＋掲示板，掲示板　詳細図 1/2・1/10

スライド黒板　詳細図

　1/5

 1/10部分詳細図(1)

部分詳細図(2)

部分詳細図(3)・撤去詳細図

1/2・1/10

1/20・1/30・1/50

改修前後　外構配置図

外構詳細図

1/200

 1/10

 1/10

1/100

1/100

新設･改修建具表(1)

新設･改修建具表(2)

雑　詳細図

炭素繊維シート接着工法標準仕様書

SR-CF工法特記仕様書

大梁補強詳細図

－
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－

1/20・30

1/10・60

改修前　2階梁伏図

改修後　基礎伏図

改修前　R階梁伏図

改修後　2階梁伏図

改修後　軸組図-１

改修前　軸組図-２
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案内図，配置図 共－０２1,000

０２／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

P(32台)

P(17台)

P(8台)

P(6台)
P(19台)

P(16台)

P(18台)

3.0

6.0

7.0

8.0

6.0

P(46台)

共同研究
推進ｾﾝﾀｰ

守衛室棟 車庫

池

民      家

員

弓道場

住宅地

電
子
情
報･

舎
宿

公園

職

工

学

科

第２体育館

柔道場

アピタ

野    球    場

課外活動施設

管理棟

生物応用化学科・教室

機械工学科

プール

マルチメディア棟

材料工学科電気電子工学科

プール
機械室

プール便所
陸上競技場（400mﾄﾗｯｸ)

池

第２青峰寮

青峰寮Ａ

鹿の湯 鈴の湯

寮管理棟

食堂

第３青峰寮

第４青峰寮

第１青峰寮

材料
分析室

体育器具庫

青峰会館

自転車置場

体育更衣室

体育器具庫

第１体育館

物品倉庫

仮 設

環境整備

ボイラー室

鈴鹿医療科学大学（薬学部薬学科）

住宅地

剣道場

女子便所

自転車置場

自
転
車
置
場

自
転
車
置
場

Ｂポンプ室

西廃水
処理施設

東廃水処理施設

Aポンプ室
消火ポンプ

脱水焼却炉棟

西廃水処理施設
機械室

機械室

自
転
車
置
場

自転車置場自転車置場 自転車置場

自転車置場

自転車置場

（幼稚園）

市立旭が丘小学校

専
攻
科
棟

化学科薬品庫

材料工学科薬品庫

Ｂヘッダー室

プール
女子更衣室

白

江

野

用

水

社宅

民  家

クリエーションセンター

倉庫Ａヘッダー

自動二輪置場

プール教官室

至 津 玉垣駅

鈴鹿駅

至 四日市

至 四日市
鈴

鹿

駅

鈴 
 鹿
  バ
  イ
  パ
  ス

至 四日市

柳
駅

近
畿
日
本
鉄
道
鈴
鹿
線

国

道

号

線

若松
駅

至 名
古屋

千代崎
駅

道 名
古 屋

線

鉄

富士電気

市

２

３

伊  勢  鉄  道

藤倉電線

市立
体育館

旭ケ丘

小学校

文

白子

中学
文

白子

高校

至 伊勢

文

白子駅

(鈴鹿高専下車駅)

近 畿 日 本

伊勢湾

バロー

鈴鹿医療科学大学

アピタ

Ｎ
ＵＨＦ

ＵＨＦ

冬季主風向

夏季主風向

申請地：鈴鹿工業高等専門学校

案内図　　　　noscale
 … クロスゲート(W=9,000・H=1,800)を示す。

 … 既設工事エリアを示す。

 … 仮設塀位置(養生シートH=3,000，北面：成形鋼板H=3,000)を示す。

凡　例

工業地域

第１種中高層住居専用地域

道路境界線

道
路
境
界
線

道路境界線

道路境界線

隣地境界線 隣地境界線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

既設建物

本工事建物

±0

±0

+200

-400

-300

-300

-200

+400
-500

-500

-500

22
,4
67

8,893

639

99,000
127,117

4,978 151,246

6,
94
4

4,156

6,
8
7
3

56,10097,657

1
6
8
,4
4
0

154,061151,2565,072

121,580

151,950

17
1,
98
7

119,494

5,
71
0

65
7

59
,9
59

441 14,803

7.0

8.0

1
2
.
0

7
.0

Ｎ
ＵＨＦ

ＵＨＦ

冬季主風向

夏季主風向

0 10 20 30 50 100M配置図　　　　　S=1/1000

S=1/1000

道路　法42条１項１号

道
路
　
法
4
2
条
１
項
１
号

道路　法42条１項１号

道
路
　
法
42
条
１
項
１
号

道路 法42条２項



平成25年7月

建築改修工事特記仕様書(1) 特－０１－

０３／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

休日等の施工可能時間：午前9:00～午後6:00まで

休日等に工事を行う場合は事前に監督職員に連絡の上、下記時間帯に施工すること

外壁関係の施工

第3種電気主任技術者以上の資格を有すること

軽量鉄骨天井下地及び軽量鉄骨壁下地

下地が完了した段階

外部足場を取り外す前の段階

下地が完了した段階

撤去が完了した段階

防水層の下地

・揮発性有機化合物等の室内濃度の測定

第1共有実験室

第9実験室

第3教員室

クラスルーム

仕上材の撤去

知事の許可を得ている再生資源化施設

コンクリートガラ、アスファルト、木材

建設汚泥,ガラス,タイル,畳,床敷物,張物,発生土,金属類,ボード類等

知事の許可を得ている処分場

　A1、A3

　各１

　紙媒体、CADデータ

　鈴鹿工業高専

　ＪＷＷ

　完成図、施工図のCADデータ、全ての書類(建具等一部除外)

製本、ＵＳＢメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ

工事の種類・規模等

完成期限

工事場所

工 事 概 要

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

一 般 特 記 事 項

総則

建築基準法に基づき

定められた区分等

施工中の環境保全等

低騒音型・低振動型

建設機械の使用

排出ガス対策型

建設機械

<1.3.11>

電気保安技術者

発生材の処理等

<1.3.8>

 <1.3.4>

工事用電力設備の
保安責任者

<1.3.3> 

施工条件
<1.3.5>

実施工程表

<1.2.1> 

１章　一般共通事項

ディーゼル車

排出ガス規制

に適合した車両

<1.6.2>

<1.4.4>

材料の検査等

<1.4.2>

材料の品質等

<1.6.4>

一工程の施工の確認

及び報告

<1.6.7>

施工の立会い等

<1.6.5>

施工の検査等

化学物質の濃度測定

<1.6.9>

工事名称

完成図

<1.8.2>

<1.8.3>

保全に関する資料

棟名称

工種

構造・階数

建築面積

延べ面積

改修延べ面積

延べ面積計

改修延べ面積計

測定室等

採取本数室名階棟名称

１階

２階

※上記の室の内の代表的な１室について、それぞれ１検体につき

２回採取を行い測定する。

測定物質、測定方法

種類 測定方法指針値

・その他（　　　　　　　　　　　）

トルエン ・次の内いずれかの測定方法とする。

キシレン

エチルベンゼン

スチレン

ホルムアルデヒド

模様替

建築基準法に基づき定められた区分等

風速

積雪区分

・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

100μg/m3

260μg/m3

870μg/m3

3800μg/m3

220μg/m3

以下

(0.08ppm)

以下

以下

以下

以下

(0.07ppm)

(0.20ppm)

(0.88ppm)

(0.05ppm)

試料採取方法

試料採取は室内及び外気の各１ヶ所を２回ずつとし、対象室内

を３０分換気後に対象室内を５時間以上密閉し、その後概ね３

０分間採取の濃度（μg／ｍ3）で表す。採取の時刻は揮発性有

機化合物濃度の日変動で最大となることが予想される午後２時

～３時頃に設定するのが望ましい。室外についても室内と同様

の条件で平行して採取する。試料採取は室の中央付近の少なく

とも壁から１ｍ以上離した高さ1.2ｍ～1.5ｍの位置を試料採取

位置として設定する。外気の試料採取は外壁及び空調排気口か

ら２～５ｍ離した、室内の測定高さと同等の高さの所を試料採

取位置として設定する。

測定結果が上回った場合の措置

※参考測定機関：

※両単位の換算は、25℃の場合による。

㎡

㎡

㎡

耐震改修

外部改修

外気 １検体

技能士

概成工期

・ジニトロフェニルヒドラジン誘導体

　固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

　高速液体クロマトグラフ法に

　よって行う。

固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

　行う。

固相吸着/加熱脱着法で採取し、

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　行う。

容器採取法で採取し、

・その他（　　　　　　　　　　　）

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　行う。

測定結果が指針値を上回った場合は、監督職員と協議する。

１．この工事の請負者は、独立行政法人国立高等専門学校機構発注工

事請負等規則別記第１号の工事請負契約基準、現場説明書、特記

基準)(建築工事編)(平成25年版)、文部科学省建築工事標準仕様

書(特記基準)(平成25年版)、公共建築改修工事標準仕様書(統一

基準)(建築工事編)(平成25年版)、文部科学省建築改修工事

基づき工事を施工する。

２．特記仕様書の適用方法

(1)・印で始まる事項及び表中の・印の事項は、○印の付した事

項のみ適用する。

(2)　　　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は、すべて

適用しない。

(3)表中の数字、文字又は記号を記入する事項は、記入してある

事項のみ適用する。

(4)特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱いは、

特記されたもの又は同等品以上のものとする。ただし、同等

以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

(5)左欄の (　)、((　))内の数値は、下記の各該当番号を示す。

左欄の〈　〉、《　》内の数値は、下記の各該当番号を示す。

(　)　－公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平

　　　　成25年版)

((　))－文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(平成25年

　　　　版)

〈　〉－公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編

　　　　)(平成25年版)

《　》－文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成

　　　　25年版)

標準仕様書(特記基準)(平成25年版)及び工事写真撮影要領に

本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊

自動車排出ガスの規則等に関する法律」（平成17年法律第51号）に

ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定」（平成18年3月17日

国土交通省告示第348号）もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械

指定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定さ

れた排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策

型建設機械を使用出来ない場合は、平成7年度建設技術評価制度公

械指定要領（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号）、「排出

募課題「建設機器の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等

の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業、

これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

この工事現場に下記いずれかの電気保安技術者及び、工事用電力設

備の保安責任者を選任する。

引渡しを要するもの

1)品名

2)

3)

引渡し先

集積場所

特別管理産業廃棄物

1)

2)

品名

処理方法

1)

2)

品名

使用箇所

再資源化を図るもの

1)品名

2)受入場所

3)

4)

搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督

職員に提出する。

5)工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりが

たい場合は、監督職員と協議する。

1)品名

2)受入場所

3)

4)

搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督

職員に提出する。

5)工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりが

たい場合は、監督職員と協議する。

る者

第３種電気主任技術者以上の資格を有す

高等学校又はこれらと同等以上の教育施

設において、電気事業法の規定に基づく

主任技術者の資格等に関する省令第７条

第１項各号の科目を修めて卒業した者

旧電気工事技術者検定規定規則による高

圧電気工事技術者の検定に合格した者

公益事業局長又は通商産業局長の指定を

受けた高圧試験に合格した者

第１種電気工事士の資格を有する者

の資格を有する者

第２種電気工事士（旧電気工事士）以上

短期大学若しくは高等専門学校又はこれ

らと同等以上の教育施設の電気工学以外

の工学に関する学科において一般電気工

学（実験を含む）に関する科目を修めて

卒業した者

技術者

電気保安項目名

1

2

3

4

5

6

8

１級電気工事工事施工管理技士の資格を

有する者

２級電気工事工事施工管理技士の資格を

有する者

この工事現場には、下記の資格を有する工事用電力設備の保安

責任者を選任する。

この工事現場では、次の施工条件による。

基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機

もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置

を装着することで、排出ガス対策型機械と同等とみなす。ただし、

程」（平成9年7月31日　建設省告示第1536号）に基づき国土交通大

臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するもの

とする。ただしこれにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要

書類を提出するものとする。

低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において

使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとす

る。

排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機

械を使用する場合、現場代理人は、施工現場において使用する建設

機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

ディーゼルエンジン（エ

ものに限る。

バックホウ

ブルドーザ

種類 備考

ホイールローダ

空気圧縮機（可搬式）

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ホイールクレーン(ラフテレーンクレーン)

ディーゼルエンジン（エ

ンジン出力7.5kW以上、

260kW以下）を搭載した

ものに限る。

ンジン出力8kW以上、

560kW以下）を搭載した

①

事関係車両という。）が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規

は、これに適合した車両を使用しなければならない。

制条例（以下「排出ガス規制条例」という。）の適用を受ける場合

②

車排出ガス規制に適合する車両の使用」について、排出ガス規制条

例の遵守を施工計画書に記載しなければならない。

③

④

には、直ちに監督職員に報告しなければならない。

⑤

制条例を遵守させるものとする。

受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下本工

受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル

受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車

受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合

受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規

検証のコピーを保管し、本工事関係車両を把握しなければならない。

再利用を図るものは、次による。

ついては、監督職員の立会いを受ける。

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項に

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工程については、

施工の確認及び報告を行う工程 備考

施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

材料名 備考

技能検定の職種

鉄筋工事

コンクリート工事

・鉄筋施工

・左官 ・型枠施工

鉄骨工事

ﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ工事

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根、とい工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

植栽工事

・ﾌﾞﾛｯｸ建築

・防水施工

・石材施工

・タイル張り

・建築大工

・建築板金

・内装仕上げ施工（鋼製下地）

・左官

・サッシ施工

・塗装

・造園

・ALCﾊﾟﾈﾙ施工

・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

・スレート施工

・ガラス施工

・内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等）・表装

仮設工事

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次について監督職員の検査

を受ける。

適用工事種別

・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

スチレン等の揮発性有機化合物の室内濃度の測定

工事施工完了後、引き渡しをするまでの間に、下表の測定室等

の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、指針値以下である

ことを確認し、報告する。
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

三重県鈴鹿市白子町（鈴鹿工業高等専門学校構内）

平成26年 3月 7日（金）

Ｒ２

（1,184.45）

（2,117.11）

　2,117.11　

2,117.11　㎡

　　－　　㎡

Ｖｏ＝　３４　ｍ／ｓ

建告示第1455号　別表（32）

9

7

現場において再利用を図るもの

関係法令に従い適切に処分するもの

・とび

・とび

機械工学科棟
機械工学科棟

内部改修

屋根改修

建具改修

塗装改修

模様替内容

工作物等

１検体

１検体

　〃

　〃

完成図の様式等は次による。

完成図の種類及び記入内容は次による。

完成図

・仮製本

・原図

・仮製本

・ＣＡＤデータ

各１部

１部

１部

１部

施工図

・ＣＡＤデータ

・製本（金文字黒表紙） １部

２部

・仮製本

２部

１部・朱書訂正図仮製本

・Ａ１・Ａ３

・Ａ３

・Ａ１

・Ａ１

・Ａ１

・Ａ１

・Ａ１

　作成方法

　原図サイズ

工事写真帳は(　・紙媒体　・電子媒体　)で　　　部提出する。

完成写真はキャビネ版とし黒表紙、工事名称等は金文字入りと

する。なお、完成写真には撮影方向等を明示した配置図、平面図

を添付する。

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：　　　

ファイル形式：

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は

提出方法：

完成図の作成のため以外に使用しないこと。

・原図

５部

保全に関する資料 提出部数 ・　２部

平成２６年　２月１４日（金）

仕様書　　４枚、図面　７３枚、公共建築工事標準仕様書(統一



平成25年7月

建築改修工事特記仕様書(2) 特－０２－

０４／７７

事

記

番号縮尺

総数日付工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

　　　　S4SI

　　充填工法

　カラー

　X-2

外壁腰壁:クラック部

（図示に依る）

　PU-2

　SI-F2

　庇,アゴ 他

　屋根,パラッペト

工事区分
項　　目

区　　分
備　　考

械気築

建 電 機 工事区分
項　　目

区　　分 建

築

電

気

機

械

Ｅ

Ｖ
備　　考

名　　称 概　要名　　称 概　要

２ 章 　 仮 設 工 事

足場その他

<2.2.1>

<3.1.4>

改修工法の種類

及び工程

<3.2.5>

ルーフドレン回り

の処理

<3.2.6>

既存下地の補修

及び処置

種別及び工程

<3.3.3>

種別及び工程

<3.4.3>

工法別使用材料

<4.2.2>

４章　外壁改修工事

種別及び工程

<3.5.3>

種別及び工程

<3.6.3>

<3.8.2>

<4.3.4>

樹脂注入工法

<4.4.4>

浮き部改修一般事項

ひび割れ概算数量

５章　建具改修工事

<5.2.2>

性能及び構造

形状及び仕上げ

<5.2.4>

<5.1.3>

改修工法

・吹付け

３章　防水改修工事

防水改修工法の種類 工法

シーリング改修工法の種類 工法

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 ・行う

・設ける

露出形器具取付用

水栓、電気温水器

室外機用鉄骨架台

ｽｲｯﾁ､配線は機械設備

コンクリート穴あけ 鉄骨工事鉄管スリーブ入れ 墨出し共

〃 梁、壁木製型枠入れ 墨出し、補修除く

〃 梁、壁スリーブ入れ ボイド等

〃 床スラブ木製型枠入れ 墨出し、補修除く

〃 床スリーブ入れ ボイド等

同上開口部補強 鉄筋切断及び補強筋入れ

既設コンクリート　床・壁　はつり穴あけ 墨出し共

既設コンクリート　床溝はつり・補修 鉄筋切断及び補強筋入れ 墨出し共

既設器具・配管・ダクト撤去後の穴埋め

天井改め口 改め口取付及び、開口部補強 ボード切込、墨出し共

天井開口を必要としないボード等の切開

軽量鉄骨下地開口補強 天井及び壁、ボード切開 照明器具、空調吹出口

給排気ガラリ等

軽鉄下地開口部墨出し 電気関係開口部

軽鉄下地開口部墨出し 機械設備関係開口部

盤等重量物の下地補強

床下改め口 改め口取付及び、開口部補強 墨出し共

流し台

〃

〃 陶器製

ルーフドレイン

立てどい 防露工事共

雨水排水管 第１桝から排水幹線までの配管 第１桝まで配管

〃 幹線の配管 第１桝を含む

生活排水、実験排水 建物及び第１桝までの配管

〃 第１桝から排水幹線までの配管

〃 幹線の配管

アスファルト舗装等　復旧

機械基礎

機械用アンカーボルト型枠入れ ボイラ、冷凍機等機械設備関係機器 墨出し共

機械用アンカーボルト型枠入れ 自家発電機その他電気関係機器 墨出し共

屋外貯油槽 地下式

共同溝 歩床コンクリート共

建物、共同溝接続トレンチ

同上接続部止水板

各種槽類 コンクリート類

〃 SUS、FRP製

換気扇取付 天井扇等・全熱交換器型

含む　フード共

同上用枠、取付板等 木製、アルミ製、鉄製

同上用配管配線

ベンドキャップは機械外壁取付ガラリ 給排気用

内壁取付ガラリ 遮光ガラリ共

ガラリへの給排気ダクト接続

ライニングバック

アスファルト舗装等　撤去

改修ドレン

種別 施工箇所

アスファルト防水層の種別

種別 施工箇所

改質アスファルトシート防水層の種別

種別

合成高分子系ルーフィングシート防水層の種別

仕上塗装 施工箇所

種別 施工箇所

塗膜防水の防水層の種別

材料 といの材種

・配管用鋼管 ・硬質塩化ビニル管

ルーフドレン

種別

・陸屋根用（・縦型　・横型）

・バルコニー用

・バルコニー中継用

防水下地、寸法等

耐酸被覆鋼板、ガルバリウム鋼板の製造所

鋼管製といの防露

施工箇所

ひび割れ部充てん材

種別 種類 寸法 施工箇所

可とう性エポキシ樹脂の製造所、製品名

タイルの形状、寸法、きじの質及び工法等

形状・寸法 きじ うわぐすり 役物 色 工法
施工箇所 製造所・製品名

（ｍｍ） 磁器 せっ器 陶器 施釉 あり なし 標準 特注 工法名無釉

注入併用工法の注入材料

種別 製造所、製品名 施工箇所

・エポキシ樹脂

・ポリマーセメントスラリ

欠損部充てん材

種別 製造所、製品名 施工箇所

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

塗膜はく離材

製造所、製品名

仕上塗材

種類 呼び名

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・防水形外装薄塗材E

・外装塗材S

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・内装薄塗材E

・内装薄塗材W

仕上げの形状・工法等

仕上げの形状

・砂壁状 ・ゆず肌状

・平たん状 ・凹凸状

・さざ波状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状じゅらく

・ローラー塗

・こて塗り

・京壁じゅらく

・厚付け仕上塗材 ・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

仕上げの形状

・平たん状 ・凹凸状

・吹放し ・凸部処理

・ひき起こし ・かき落とし

工法

・吹付け

・吹付け

・ローラー塗

・こて塗り

工法

・複層塗材CE・複層仕上塗材

・こて塗用軽量塗材

・複層塗材Si

・複層塗材E

・可とう形複層塗材CE

・複層塗材RE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材RS

仕上げの形状

・凹凸模様

工法

・ローラー塗

耐候性

・耐候形１種

・耐候形２種

上塗材の種類

樹脂

・アクリル系 ・シリカ

・凸部処理

・ゆず肌状

ひび割れ部の注入状況の検査方法

・コア抜取り

（抜取り個数　　　　個　　コア抜取り部補修方法　　　　　）

アンカーピンニングの工法種別

・単独工法 ・注入併用工法

・単独工法（注入口付） ・注入併用工法（注入口付）

クラック補修 (0.2～1mm)

エポキシ樹脂注入工法

クラック補修 (1mm以上)

Ｕカットシール材充填工法

モルタル欠損部処理

モルタル浮き部処理

エポキシ樹脂モルタル充填工法

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

m

m

ヵ所

㎡

外壁のクラック等の調査を行い、監督職員に報告すること。

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

性能等級 ・A種

・A-3　

枠の見込み寸法(mm)・70　 ・100

・S-4　

・B種

・S-5　

・C種

・S-6　

・A-4　

・W-5　

・100　

・W-4　

表面処理

建具

外部に面する建具

屋内の建具

・B-1種

・C-1種

・B-2種

・C-2種

(・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

(・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

種別

・かぶせ工法

・撤去工法　（・はつりによる撤去　・油圧工具等による撤去）

・ポリウレタン系

・アクリルシリコン系 ・ふっ素系

外観
・つやあり ・つやなし ・メタリック

触媒

・溶剤系 ・水系

・可とう形改修用
仕上げ塗材

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

仕上げの形状

・ゆず肌状

・平たん状

・さざ波状

工法

・吹付け ・ローラー塗

足場を設ける場合は、手すり据置き方式又はすり摺先行専用

の両方に手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置す

ることとし、幅木はメッシュシート、防音シート及び防網等の

足場方式とする。また、併せて、足場の外側及び内側（躯体側）

・シーリング材

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・薄付け仕上塗材

補強配筋が必要な穴埋は
建築工事

オールステンレス製

上記を除く流し台

水切り板、同穴あけ共

水切り板、同穴あけ共

制御盤

雷保護設備

道路側溝用排水 Ｌ型・U型と管布設

制御盤以降の配管、配線共

同上接続（一次側） 制御盤主開閉器までの配管配線 接地共

屋内消火栓 消火ポンプ、制御盤

屋内消火栓起動リレー

同上表示灯及び起動装置

自動火災報知器

連結送水口 座板共

独立煙突

同上煙道 鋼板製

同上避雷設備

配管配線ピット 蓋の切開共

二重床の配管、配線用開口 フリーアクセスフロア等

コンクリートシャフト点検口

機械室の防音遮音処理

保守点検用タラップ、はしご

室内テレビ用吊金物

防火区画貫通部補修 モルタル充てん等

機器・配管取付後の壁、床等の補修

テレビアンテナ 取付共

植栽

アルミパネルの穴あけ、補修

三方枠周囲の壁仕上

各階出入口用開口 敷居取付用持出し共

各種信号用制御線 停電用、火災用等

制御盤一次側

本体から制御盤まで〃

非常放送用スピーカ

同上用配線 シャフト外

〃 シャフト内

ピット内防水

動力、照明用電源、接地引込み

コンセント設置 ピット内、機械室内

インタホン配線 シャフト外

〃 シャフト内

点検用タラップ ピット内

防音対策を考慮すること。

有無に関わらず設置すること。尚、北・西・東面においては、

・弱溶剤系
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番号縮尺

総数日付工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

 64ｍｍ以上
ＪＮシリンダー

 64ｍｍ以上

　米栂

　額縁

 ＭＤＦ

　美和ロック㈱

　同上

　同上

　同上

　　　S-5

　　2.0 　 有 　　　図示

　図示

ｽﾐﾉｴ:LX-1000同等

 図示

　24

 各種ボックス

材料

<5.2.3>

材料

<5.3.3>

性能及び構造

形状及び仕上げ

<5.3.2>

<5.3.4>

性能及び構造

材料

<5.4.2>

<5.6.3>

材料

材質、形状及び寸法

形状及び仕上げ

工法

<5.6.4>

<5.6.5>

<5.7.2>

<5.7.4>

<5.13.2>

ガラス溝の寸法、

形状等

ガラスブロック積み

<5.13.3>

<5.13.5>

<6.2.2>

工法

<6.5.2>

木材

材料

６章　内装改修工事

防火シャッター

<6.8.2>

防虫処理

<6.10.2>

<6.12.2>

材料

<6.11.2>

材料

<6.9.2>

材料

<6.13.2>

材料

<6.14.2>

<6.16.3>

<6.16.4>

陶磁器質

タイル張り

・磨き板ガラス

　　　　　（・平滑・防滑）

日本農林規格品　　　・用いる　　・用いない

名称 種類 規格、区別等 厚さ(mm)

・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・12.5(不燃)　 ・15.0(不燃)

せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
製
品

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうボード(GB-S) ・12.5(不燃)　・12.5(準不燃)

・せっこうラスボード(GB-L) ・9.5

・12.5(不燃)　

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)模様なし ・9.5(不燃)

トラバーチン ・9.5(不燃)

・化粧せっこうボード(GB-D) 普通 ・トラバーチン・9.5(準不燃)　

・木目模様 ・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

特殊
・ロックウール吸音ボード(RW-B)1号 ・25

吸
音
材
料

・グラスウール吸音ボード(GW-B)2号　32K ・25(ガラスクロス包)

・ロックウール化粧吸音板(DR) 内部用 普通 ・9.0(不燃)　 

立体模様 ・12.0(不燃)　

軒天用 普通 ・9.0(不燃)　 

立体模様 ・12.0(不燃)　

繊

維

強

化

セ

メ

ン

ト

・0.8けい酸カルシウム板(0.8FK)

・天然木化粧合板 ・なら　・しおじ 化粧単板　・0.3未満　

特
殊
合
板

板　　　　・4.2　　　

・特殊加工化粧合板 ・メラミン化粧合板

合
板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板 ・4.0

難

燃

合

板

セ

メ

ン

ト

板

水

質

系

・木毛セメント板 ・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・15　　・20

・25　　・30

・12　 ・15 　・18 　・21・木片セメント板
・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・30

素

地

ハ

ー

ド

ボ

ー

ド

・スタンダードボード ・未研磨板 ・2.5　　・3.5
（

硬

質

繊

維

板

）

ハ

ー

ド

ボ

ー

ド

・研磨板 ・5　　　・7

・テーパードボード ・未研磨板 ・2.5　　・3.5

・研磨板 ・5　　　・7

・内装用化粧ハードボード ・2.5　・3.5　・5　・7

・外装用化粧ハードボード ・5　・7
イ

ン

シ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

ボ

ー

ド

(

軟

質

繊

維

板

)

・A級インシュレイションボード ・素板 ・9　　 ・12

・天井仕上げ材

・内装仕上げ材 ・15　　・18

・押入収納内装材

・シージングボード

・ＭＤＦ ・3  ・7  ・9 ・12 ・15 ・18

・21 ・24 ・30
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

・単板張りパーティクルボード ・無研磨板 ・10　・12　・15　・18　・20

・研磨板 ・30　・35　・40

・化粧パーティクルボード ・単板オーバレイ ・10（難燃）　・12（難燃）

・15（難燃）　・18（難燃）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・20（難燃）　・25（難燃）

・塗装 ・30（難燃）　・35（難燃）

・40（難燃）

壁紙及び接着剤は、ホルムアルデヒド放散量の少ないものとする。

壁紙張り

施工箇所 製造所・製品名 防火性能の級別

・1級　・2級

・1級　・2級

・1級　・2級

磁器 せっ器 陶器 施釉 無釉 あり なし 標準 特注 工法名

工法色役物うわぐすりきじ
施工箇所

形状・寸法

（ｍｍ）
製造所・製品名

防虫網

・合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製

線径(mm) ・0.25以上　

網目(メッシュ)・16～18　　

・ステンレス(SUS316)製

耐風圧性

気密性

水密性

性能等級 ・A種

・S-4　

・B種

・S-6　

・W-4　

外部に面する樹脂製建具の性能等級

・A-4　

・W-5　

枠の見込み寸法(mm)・60　 ・70    ・80   ・　

・S-5　・S-4　

外部に面する樹脂製建具の遮音性能等級

外部に面する樹脂製建具の断熱性能等級

種別

遮音性

・T-A種 ・T-B種

種別

遮熱性

・H-A種 ・H-B種

・H-4　 ・H-5　

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　

ステンレス鋼板

・SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1   　・SUS430

強化ガラス

材料板ガラスの種類

フロート強化ガラス

板強化ガラス

・フロートガラス

材料板ガラス

・熱線吸収フロートガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

材料板ガラスの種類

・熱線吸収フロート板ガラス

厚さ(mm)色調

・ブルー　・グレー

・ブロンズ　・グリーン

熱線吸収板ガラス

鍵

グランドマスター

マスターキー

マスターキーは既存グランドマスターに合わせること。

建具用金物

スイングドア、スイングサッシの金物の種類

・モノロック

・本締り付モノロック

・シリンダー箱錠

（レバーハンドルを含む）

・シリンダ本締り錠

・空錠

・押棒，押板 －

ﾊﾞｯｸｾｯﾄ(mm)製作所

表面仕上げ

・ＨＬ仕上げ　

曲げ加工

・普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

熱線反射板ガラス

・熱線反射ガラス

・高性能熱線反射

　ガラス

種類 材料板ガラス

の種類

・ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ

日射熱遮へい率

の区分

反射皮膜

の使い方

・行う

映像調整色調

・ブルー

・グレー

・ブロンズ

・シルバー

・外面

・内面・１種

・２種

・３種

素材が強化又は倍強度ガラスの場合の製作所

ガラス溝の寸法、形状等

種類

・強化ガラス

・倍強度ガラス

ガラス厚(mm)面クリアランスエッジクリアランス掛り代

ガラスブロック

寸法及び厚さ(mm)

・クリア

・乳白

化粧目地の色色調表面形状 シーリングの種類

工法

音声発生装置は、シャッターが降下を開始すると同時にスイッ

チが入り、閉鎖して停止するまで、継続して危険を知らせる音

声を発するものとする。なお、この装置は、防火シャッターに

接近して、柱、壁、天井等に設置する。

注意灯は、シャッターが降下を開始すると同時にスイッチが入

り、閉鎖して停止するまで、継続して注意灯を点灯するものと

する。また、点灯方式は点滅方式または回転方式とする。

シャッターへの危険表示は、シャッター両面の下部部分（全体

の高さの１/２以下の位置）に、降下中の危険を知らせる文字、

イラスト等を目立つように塗料による描き込み、またはシール

等の貼り付けを行う。

合成樹脂塗床材の除去

・機械的除去工法 ・目荒し工法

種類 性能 厚さ(mm)柄 施工箇所

種類

・コンポジションビニル床タイル(軟質)

厚さ(mm)寸法(mm)施工箇所

する。

ビニル床シート及びビニル床タイル用接着剤は、ホルムアルデヒ

ド不検出のもので、有機溶剤の含有の少ないものとする。

誘導用、注意喚起用床材　　視覚障害者用タイル

・20　

・30　

種類

・塩化ビニル系

・レジンコンクリート系 ・300×300　

・300×300　

寸法(mm) 厚さ(mm)

ゴム床タイル

寸法(mm) 厚さ(mm) 色柄 製造所・製品名

製材

施工箇所

樹種名

寸法

材面の品質

含水率

代用樹種の使用　　　・禁止する　　・禁止しない

下記以外のビニル床シートは、種類FS、柄は無地、厚さ2.0mmと

下記以外のビニル床タイルは、

厚さ2.0mmとする。

織じゅうたん

種別

・A種

・B種

・C種 ・ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

・ループパイル

・カットパイル

パイル形状 帯電性

・人体帯電圧

　3KV以下

製造所・製品名

タフテッドカーペット

抗菌加工の有無　　・有　・無

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

ﾊﾟｲﾙ長さ(mm)帯電性

・人体帯電圧

　3KV以下

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ

　工法

・全面接着

　工法

工法 製造所・製品名

ニードルパンチカーペット

厚さ(mm) 帯電性

・人体帯電圧

　3KV以下

製造所・製品名

抗菌加工の有無　　・有　・無

タイルカーペット

種別 パイル形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ種

種

寸法(mm)

・6.5

材料 合成樹脂塗床材

工法・仕上げの種類種別

・厚膜型塗床材

　　　樹脂系

・弾性ウレタン

　　　樹脂系

・エポキシ

・防滑仕上げ　

・つや消し仕上げ

・薄膜型塗床材

・薄膜流し展べ工法

　　　　　（・平滑・防滑）

・樹脂モルタル工法

・厚保膜流し展べ工法

　　　　　（・平滑・防滑）

フローリングの種別

単層フローリング 樹種 厚さ(mm)大きさ(mm)工法

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・なら

・なら

・15 ・303×303

・モルタル埋込工法

複合フローリング

・複合１種フローリング

・複合２種フローリング

・複合３種フローリング

樹種

・なら

種別

・A種

・B種

・C種 ・行う

防湿処理 工法

・モルタル埋込工法

・接着工法

・根太張り工法

・直張り工法

・接着工法

・根太張り工法

・直張り工法

材料 畳敷き

種別

・A種　　・B種　　・C種　　・D種

D種の場合の畳床

・KT-Ⅰ　　・KT-Ⅱ　　・KT-Ⅲ　　・KT-K　　・KT-N

タイルの形状、寸法、きじの質及び工法等

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

施工箇所

樹種名

寸法

含水率

造作用集成材

見付け材面の品質

施工箇所

造作用単板積層材

寸法

表面処理

防虫処理

・ＭＤＦ

その他のボード

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

・単板張りパーティクルボード

・化粧パーティクルボード

・21 ・24 ・30

・無研磨板

・研磨板

・単板オーバレイ ・10（難燃）　・12（難燃）

・15（難燃）　・18（難燃）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・20（難燃）　・25（難燃）

・塗装 ・30（難燃）　・35（難燃）

・40（難燃）

種類 規格，区分等 厚さ(mm)

工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

防腐・防蟻処理の方法

ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に

対し、現場にて防腐・防蟻を塗布することとする。

防蟻処理　・行う　　適用範囲　

防蟻処理は、非有機リン系とする。

防腐処理　・行う　　適用範囲　

防虫処理　・行う　　適用範囲　

・3  ・7  ・9 ・12 ・15 ・18

・C種

・10　・12　・15　・18　・20

・30　・35　・40

せっこうボード、その他ボード及び合板張り

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

・作製する　　・作製しない　　・既存グランドマスターキーに合わせる

・ホモニジアスビニル床タイル

・織布積層ビニル
　　　床シートFS

・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・6.0　・8.0　・適用しない・ 500×500

総厚さ(mm)電気抵抗(Ω)製造所・製品名

・作製する　　・作製しない　　・既存マスターキーに合わせる

・せっこうボード(GB-R)

・9.5(不燃)　　・12.5(不燃)・硬質せっこうボード(GB-R-H)

・強化せっこうボード(GB-F)

・S-5　
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事

記

番号縮尺

総数日付工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

雨水桝蓋

ボーダースリット

　T-6 　無　コンクリート製

オートグラフ室

　図示

　土間下

外壁

既存部分 ５～１０ ７５～１００

オートグラフ室

　SS400

　SS400

　ガッセトプレート

ブレース部

　　〃

　ブレース部

　SS400 　アングル他

　SS400 　機械基礎

７章　塗装改修工事

材料

<7.1.3>

コンクリートの品質

８章　耐震改修工事

溶接金網

<8.2.2>

型枠の材料

<8.2.6>

鉄骨製作工場

<8.1.5>

鉄筋

<8.2.1>

鋼材

継手及び定着

<8.3.4>

ガス圧接

耐火被覆材の種別

及び性能

<8.16.2>

<8.19.3>

<8.19.8>

既存部分の処理

コンクリートの

<8.21.5>

及び

溶接フープ巻き工法

溶接金網巻き工法

<8.2.8>

<8.3.8>

打込み

<9.1.1>

一般事項

<9.1.2>

除去工事共通事項

<9.1.3>

アスベスト含有

吹付け材の除去

９章　環境配慮改修工事

<9.1.4>

アスベスト含有

保温材等の除去

アスベスト含有

<9.1.5>

成形板の除去

<9.3.2>

材料

<9.5.2>

断熱材打込み工法

２１章　排　水　工　事

<21.2.2>

側塊、排水桝等

２２章　舗　装　工　事

<22.2.3>

<9.5.3>

断熱材現場発泡工法

<22.2.5>

<22.4.2>

<22.9.3>

<22.4.5>

配合その他

<22.4.4>

及び仕上り

舗装の構成

<22.4.6>

<22.5.3>

<22.5.6>

<22.7.6>

<22.8.3>

材料

試験

工法

試験

材料

試験

試験

材料

材料

編目の形状，寸法 鉄線の径

床型枠用鋼製デッキプレート

使用箇所 備考

塗料は、ホルマリン不検出のものとし、有機溶剤の含有の少ない

ものとする。

防火材料の指定

・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・次の箇所は防火材料とする。

アスベスト含有建材の処理の工事

工事種別

・除去処理

・封じ込め処理

・囲い込み処理

適用箇所

施工調査

目視又は設計図書による施工調査は、次の事項について行い、

調査結果をとりまとめ、図面等により記録し、監督職員に提出

する。

１．アスベスト含有建材使用部位の確認

２．アスベスト含有建材の厚さ等の確認

３．アスベスト含有建材使用数量の確認

４．施工範囲等の確認

分析によるアスベスト含有の調査

・行う

調査対象室

調査対象建材

分析によるアスベスト含有の調査は、「改訂　既存建築物の吹

付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術指針・同解説2006（日

本建築センター　H18.10）」（以下「センター指針」という。）

の「3.3.3資料採取による現地調査」に基づき行う。

ただし、アスベスト含有の分析方法は、JIS A 1481「建材製品

中のアスベスト含有率測定方法」による。それ以外の分析方法

とする場合は、監督職員と協議する。

アスベスト粉じん濃度測定

処理作業室、処理作業室以外の室内又は室外、負圧・除じん装

置の排出吹き出し口、敷地境界において、アスベスト粉じん濃

度の測定を行う。

１．アスベスト粉じん濃度の測定場所、測定点及び測定時期は

下表による。

測定時期 測定名称 測定場所 測定点

(各施工箇所毎)

処理作業中

測定２

測定３

測定４

処理作業室以外の室内又は室外

処理作業室内

負圧・除じん装置の排出吹出し口

測定５

敷地境界

処理作業室

測定６処理作業後

(ｼｰﾄ養生中)

測定７

処理作業室内

処理作業室内

測定８ 処理作業室以外の室内又は室外

作業終了後

ｼｰﾄ撤去後

１週間以内

出口吹出し風速

1m/sec以下の位置

処理作業室内測定１処理作業前

備考

大気

大気

各2点又は3点

計2点

各2点又は3点

各2点

４方向 各1点

(敷地境界)

各2点

各2点又は3点

計2点

※

※

２．アスベスト粉じん濃度の測定に当たっては、アスベスト粉

じん濃度測定計画書を作成し監督職員に提出する。

３．下記の内容に基づくアスベスト粉じん濃度測定結果報告書

を作成し、監督職員に提出する。

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

11)

工事名称

測定結果

測定時間

測定位置（測定高さと共に図示する。）

測定時の作業内容

サンプリング条件（ﾎﾙﾀﾞｰ直径、吸引時間、吸引空気量）

マウンティング方法

顕微鏡視野面積、計数視野数

計数アスベスト繊維について

測定時（各測定場所毎）の温度、湿度、風圧

その他必要な事項

アスベスト含有建材飛散防止処理施工計画書

施工調査の結果に基づき、アスベスト粉じんの飛散防止対策を

盛り込んだアスベスト含有建材飛散防止処理施工計画書を「セ

ンター指針」の「5.3.2施工計画書の作成」に基づき作成する。

施工におけるアスベスト粉じん飛散防止措置等

施工におけるアスベスト粉じん飛散防止措置等は、関係法令に

よるほか、<9.1.3>、<9.1.4>及び<9.1.5>に示すもののうち、

特に次の事項については「センター指針」の「5.2.4飛散防止

措置等」に基づき実施する。

1)

2)

3)

4)

粉じん飛散抑制剤の使用

粉じん飛散防止処理剤の使用

負圧・除じん装置の設置

隔離シートの撤去

処理工事

１．除去処理工事は、<9.1.3>及び<9.1.4>によるほか、「セン

ター指針」の「吹付けアスベスト処理工事マニュアル」の

「Ⅰ　除去処理工事」に定める「5.除去処理工事作業手順

」に基づいて行う。

２． 封じ込め処理工事は、「センター指針」の「吹付けアスベ

スト処理工事マニュアル」の「Ⅱ　封じ込め処理工事」に

定める「5.封じ込め処理作業手順」に基づいて行う。

３． 囲い込み処理工事は、「センター指針」の「吹付けアスベ

スト処理工事マニュアル」の「Ⅲ　囲い込み処理工事」に

定める「5.囲い込み処理作業手順」に基づいて行う。

なお、軽量鉄骨天井下地、つりボルト用彫込みアンカーの

取付けは<6.6.1>～<6.6.4>によることとし、アスベスト粉

じん飛散防止措置を講じたうえで行う。

４． アスベスト含有成形板の撤去工事は、<9.1.5>によるほか、

「非飛散性アスベスト廃棄物の適正処理について」（平成

17年3月30日付環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

産業廃棄物課適正処理・不法投棄対策室長　環廃産発第05

0330010）別添の「非飛散性アスベスト廃棄物の取扱いに

関する技術指針」（以下「技術指針」という。）の「第３

章　撤去」及び次の事項に基づき実施する。

５． 上記によるほか、処理作業に伴い発生する飛散性アスベス

トを含む廃棄物（以下、「アスベスト廃棄物」という。）

を作業当日に適切に処理可能となるよう作業手順を定める。

なお、一日の作業終了時には床等を高性能真空掃除機等に

より清掃する。

粉じん飛散防止処理剤、粉じん飛散抑制剤は散布特性、浸透

湿潤性、耐久性、防・耐火性、防音性などを考慮して適切なも

のを選定し、関係資料を監督職員に提出する。

アスベスト廃棄物の処理

１． 「アスベスト廃棄物」の処理に当たっては、関係法令、地

方公共団体・特定行政庁の指導等によるほか、「建設廃棄

物処理マニュアル（（財）日本産業廃棄物処理振興センタ

ーH13.7）」に基づいて実施する。

２． アスベスト廃棄物をやむを得ず一時的に構内に保管する場

合の保管場所等については、監督職員と協議する。

３． アスベスト廃棄物の構外搬出作業に当たって、作業実施予

定日時等を事前に監督職員と協議する。

アスベスト含有建材飛散防止処理施工記録

１． 施工記録報告書を作成し、監督職員に提出する。

２． 施工記録報告書は下記の事項により作成する。

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

11)

12)

13)

施工計画書

工事記録及び工事写真

産業廃棄物処理記録

施工調査等記録

作業者の作業記録

建物の使用に当たっての注意事項

異状があった場合の連絡先等

処理工事期間

処理工事業者名

処理工事の場所・部位

飛散防止処理剤の種類と使用量等

囲い込み材料の使用量等

その他必要な事項

工事管理者

１．処理工事に係る総合的技術管理者を選任する。

なお、工事管理者は、アスベスト含有建材飛散防止処理施工

等にかかわる指導、及び管理を行う能力を有し、建設業法で

規定する主任技術者又は監理技術者の資格を有する者とする。

２．工事管理者と現場代理人及び石綿作業主任者はこれを兼ねる

ことができる。

アスベスト含有吹付け材の処理を行う範囲は図示による。

室名 処理を行うアスベスト含有吹付け材の仕様

アスベスト含有吹付け材の処理

・密封処理（二重袋梱包）

・セメント固化

摘要
適用箇所

スランプ（㎝）

設計基準強度（N/㎜2）

種類

基礎(１F以下の部分)

普通コンクリート

左記以外の部分 耐震壁

１８

気乾単位容積質量(kg/m3)

工場性能評価グレード 　　　以上の工場

Ｄ１３　　Ｄ１６

・ＳＲ２３５

・ＳＤ３４５

径（ｍｍ）種類の記号

・ＳＤ２９５Ａ

適用箇所

製造所

・棒鋼

・平鋼

・形鋼（Ｈ形）

・形鋼（その他）

・鋼板（中・厚）

・鋼板（薄）

・軽量形鋼

種別 材質 備考

継手方法等
部位

柱、梁の主筋

径(mm)継手方法

・重ね継手その他

・ガス圧接

・溶接継手

主筋又は耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ　　・40d　・45d　・　

柱に取り付けるはりの引張り鉄筋の定着長さ・40d　・45d　・　

耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ　　　　　　・　

柱に取り付けるはりの引張り鉄筋以外鉄筋の定着長さ・　

・超音波探傷試験

圧接完了後の試験

種別

・ラス張りモルタル塗り

・耐火材吹付け

所要性能
所要性能 構造区分 適用箇所

目荒し

部位 平均深さ(mm) 打継ぎ面に対する目荒らし

面積の割合（％）

・圧入工法

・耐火板張り工法

（・乾式工法　・半乾式工法　・半湿式工法　・湿式工法）

・圧入工法

・流込み工法

打込の工法の種類

材料

室名

アスベスト含有保温材等の処理を行う範囲は図示による。

処理を行うアスベスト含有保温材等の仕様

室名

アスベスト含有成形板の処理を行う範囲は図示による。

処理を行うアスベスト含有成形板の仕様

アスベスト含有成形板の集積・運搬等

アスベスト含有成形板の集積・運搬等は、<9.1.5>によるほか、

「技術指針」の「第4章　収集運搬」及び次の事項に基づき実

施する。

アスベスト含有成形板の処分等

アスベスト含有成形板の処分等は、<9.1.5>によるほか、「技術

指針」の「第5章　中間処理」、「第6章　最終処分」及び次の

事項に基づき実施する。

種類 種別 厚さ(mm) 施工箇所

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ・保温板2種b

・保温板3種b・25　

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

種類 種別 厚さ(mm) 施工箇所

・保温板2種b・25　

・保温板3種b・25　

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

断熱材現場発泡工法

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

適用荷重（安全荷重kgf）鍵の有無 施工箇所

適用荷重 ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ

普通 細目

鋼製 ・受枠付

・溝ふた（側溝用）

・溝ふた（横断用）

・

・ますふた用

・Ｕ字溝用

・T-2用

・歩行用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

　排水桝ふた

　グレーチング

　種類 　　 形　　式

　種類 　形式 　　　用　途 　備考

路　床

　盛土用材料

　　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種

厚さ(mm)施工箇所種類

・Ａ種１

・Ａ種２

・Ａ種３

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験

　　・ 行う

　　・ 行う

路床締固め度の試験

　・表層に着色した加熱アスファルト混合物

　・表層の上に着色舗装又は樹脂系混合物

　・表層の上に常温塗布式舗装又はニート工法による樹脂系舗装

カラー舗装の種類

シールコート    　　　            　・ 行う

加熱アスファルト混合物の種類

・細粒度アスファルト混合物　・（13）　・（13F）

表層

　粗粒度アスファルト混合物(20）基層

インターロッキングブロック舗装

　　材質、種類 　　形状、寸法 　　 表面加工

アスファルト混合物の抽出試験　　　　・ 行う

早強セメント     　　　           　・ 使用する

コンクリート版厚さ試験　　　　　　  ・ 行う

透水性アスファルト混合物の抽出試験　・ 行う

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

　・ＰＫＲ－Ｔ１　・ＰＫＲ－Ｔ２

・25　・30　

・30

・25

２１

１８

２１

１８

２１

・流込み工法

・機械式継手

・樹脂アンカー

・角形鋼管

・アンカーボルト

Ｄ１９

 D19

・再生密粒度アスファルト混合物　・（13）　・（13F）



100

平成25年7月

外部・内部仕上表(1) Ａ－０１

０７／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

担当

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

 1. 改修にてウレタン防水を行う部分については樹脂モルタルにて下地処理のこと

 3. 軽量鉄骨間仕切(遮音壁)のボード張りは、梁下及びスラブ下までとする

 4. 塗装、吹付下地ボードはジョイント工法とし、その他は突付とする

 2. 壁撤去後はモルタル補修のこと

 5. 特記なき限り、天井廻縁は塩ビ製とする(コの字型)

 6. 特記なき限り、改修室内の木部・鉄部はSOP塗装とする

 8. 既設天井撤去部は、全て下地共撤去とする

 9. コンクリート面処理(A･B種)とある部分は下地調整材(C-2)全面塗とする

10. 床材張りに支障となる床クラック・欠損等はモルタル補修を行うこと

　　既設部に支障を与えないようにすること

11. モルタル・タイル等を撤去する場合、既設部との取合い部はカッター等により切断し、

12. 既設仕上が塗床の場合は目荒らし工法にて処理する

13. 既設仕上、岩綿吸音板・石膏ボードはアスベスト含有品とする

15. 既設壁を残す壁は、全て下地調整をすること

16. 既設木製カーテン・ブラインドボックスは、全て撤去とする

17. 既設人研石のクリーニング方法は、機械研磨の上石用WAX掛けとする

 7. 特記なき限り、ボード厚は、ロックウール化粧吸音板 t9･12、GB-S t12.5、GB-D t9.5とする

14. 水廻りに使用する石膏ボードは、シージング石膏ボードとする

アルミ製建具は特記なき限り、カバー工法にて新設

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上 外装薄塗材E

高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

外壁：高圧洗浄，扉：ケレンの上DP改修後

改修後

改修後

改修後改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

浮き部分調査及び補修 高圧洗浄の上 防水形複層塗材Ｅ

鉄骨部分：溶融亜鉛メッキの上 DP

ＧＢ－ＮＣ張り

ＧＢ－ＮＣ張り

ＧＢ－ＮＣ張り

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

60

60

60

 VH 新設

 VH 新設

 VH 新設

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 下地処理の上 VS張り

改修後

改修後

改修後 ±0

±0

±0

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ＧＢ－ＮＣ張りＳＭ60 VH 新設既設撤去 下地処理の上 VS張り改修後 ±0 Ｍ

改修後 ±0

 VH 新設 Ｍ60既設撤去 下地処理の上 VS張り改修後 ±0 Ｍ

 VH 新設 60 Ｍ

ＧＢ－ＮＣ張りＳ

既設撤去 下地処理の上 VS張り改修後 ±0 Ｍ  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

改修後 ±0 Ｍ  VH 新設 60 Ｍ Ｓ

改修後 ±0 Ｍ  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

改修後 ±0 Ｍ  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

Ｍ 既設撤去 下地処理の上 塗床

Ｍ 既設撤去 下地処理の上 塗床改修後 ±0

60 Ｍ

Ｍ

 VH 新設 60 Ｍ

ＧＢ－ＮＣ張りＳ

既設撤去 下地処理の上 VS張りＭ改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ

Ｍ

既設撤去 下地処理の上 VS張りＭ改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ Ｍ

Ｍ既設撤去 下地処理の上 VS張りＭ改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ

Ｓ

 VH 新設Ｍ改修後 ±0

ルーフドレイン：鋳鉄製φ100用 新設

ホワイトボード，画桟

画桟

流し台，ホワイトボード，画桟

ホワイトボード，画桟

画桟

2,900

ピット，画桟

2,900

2,900

排水桝･ピット，画桟

ピット，画桟

2,900 画桟

画桟

ＧＢ－ＮＣ張り 2,900 画桟

ＧＢ－ＮＣ張り 2,900 画桟

床：モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修 外部用防滑性塩ビシートt=2.5 張り
内外手摺壁：浮き部分調査及び補修 高圧洗浄の上 防水形複層塗材Ｅ，手摺：100×50×2.3 DP 新設，支柱:32×32×1.2 DP @2,000 新設

壁：浮き部分調査及び補修 高圧洗浄の上 防水形複層塗材Ｅ，手摺：100×50×2.3 DP 新設，支柱:32×32×1.2 DP @2,000 新設

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

既設撤去 下地処理の上 塗床

既設撤去 下地処理の上 塗床

既設撤去 下地処理の上 塗床

既設撤去 下地処理の上 塗床

Ｍ

Ｍ

既設下地処理の上 EPＭ

既設下地処理の上 EPＭ

2,900

2,900

2,900

2,900

2,900

既設下地処理の上 EP

既設下地処理の上 EP

蹴上げ・踏面・踊場:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修 階段用防滑性塩ビシートt=2.5(蹴込一体タイプ) 張り

全て撤去の上 カラー硬質塩化ビニルパイプφ100，掴み金物(亜鉛メッキ)新設

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

既設撤去 下地処理の上 EP-T

既設撤去 下地処理の上 EP-T

既設撤去 下地処理の上 EP-T

既設撤去 下地処理の上 EP-T

既設撤去 下地処理の上 塗床

人研作業台，画桟

画桟

3,750

3,750

3,750

3,750

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

　　あと施工アンカーφ6mm(2ヶ所)で止め、吊元金具により取付る

20. 天井LGS下地吊ボルトは、コンクリートスラブにC-75×45×15×2.3(長さ100mm程度)を

19. 館内案内板W900×H600(枠･表示板:アルミ製，案内図:UVE印刷)を新設とする

ホワイトボード，画桟

第1実験室
(南側:光学実験暗室,前室)

第1実験室
(北側)

第2実験室
(北:恒温実験暗室側)

第3実験室

第1共有実験室

第2実験室(南側)

第4実験室

第5実験室

第6実験室

第2共有実験室

第7実験室

第9実験室

第10実験室

第11実験室

第8実験室

既設防水下地処理の上塩ビシート(t=2.0)防水断熱接着工法(SI-F2)，断熱材:硬質ウレタンフォームt=30

立上り･天端：既設防水撤去の上塩ビシート(t=2.0)防水(SI-F2)

既設防水下地処理の上塩ビシート防水(t=2.0)断熱接着工法(SI-F2)，断熱材:硬質ウレタンフォームt=30

18. 各室既設室名札は全て撤去し、平付型(新協和:SK-PN-2F同等)を新設とする

21. 外壁面断熱材は、硬質ウレタンフォーム(現場発泡工法)とする。

知能機械システム
実験室

知能機械システム
実験室

機能加工学実験室

精密工学実験室

第10教員研究室

機械力学実験室

機械力学実験室

熱工学実験室

熱工学実験室

熱工学実験室

設計工学実験室

流体工学実験室

材料強度実験室

オートグラフ室

前室

暗室

材料力学実験室

暗室

固体力学実験室

精密工学実験室

機能加工学実験室

第11教員研究室

メカトロニクス実験室

熱工学実験準備室
暗室

屋　根 外　壁
改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

全面

パラペット

廊下

竪樋
改修前

建具

屋外階段
改修前

改修前
廊下・階段上裏

改修前

巾　木 全面
改修前 モルタル刷毛引き

その他

その他

改修前
枠付鉄骨ブレース

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材

モルタル刷毛引き目地切アクリルリシン吹付

EXP.J

ドレイン

改修前

改修前

改修前 外壁：CBt=120化粧積み，扉：スチールアングル枠ネットフェンス
LPG置場

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

1･2通り:有孔ボード張り VP

1･2通り:有孔ボード張り VP

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

1･2通り:有孔ボード張り VP

300×300有孔ボード張り　VP
プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

300×300有孔ボード張り　VP 3,100

3,100 木製

木製

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) 軽量骨材吹付 木製

Ｍ

Ｍ

Ｍ

プラスター塗

プラスター塗

プラスター塗

プラスター塗

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

100

100

100

100

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

塩ビ系タイル張り

塩ビ系タイル張り改修前

改修前

改修前

改修前

±0

±0

±0

±0

Ｍ

Ｍ

軽量骨材吹付 3,425 木製プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍプラスター塗ＭＭ100モルタル塗 VP

軽量骨材吹付 木製プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍプラスター塗ＭＭ100モルタル塗 VP

3,725

3,725±0

改修前

モルタル塗 VP プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)Ｍ100 プラスター塗 軽量骨材吹付Ｍ 木製3,725Ｍ

改修前

改修前 ±0

モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 軽量骨材吹付Ｍ 木製3,725

C モルタル塗

モルタル塗C

±0改修前 モルタル塗C

±0

モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 軽量骨材吹付Ｍ 木製3,725 ピット，ガス台，長押2段

モルタル塗C

Ｍ 塗床

±0

改修前

塩ビシート張りＭ±0

Ｍ 塗床

Ｍ 塗床

塩ビシート張りＭ

塩ビ系タイル張りＭ

±0

モルタル塗 VP Ｍ100

モルタル塗 VP Ｍ100

モルタル塗 VP Ｍ100

モルタル塗 VP Ｍ100

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

300×300有孔ボード張り　VPＳ 木製 長押2段3,100

木製

軽量骨材吹付Ｍ 木製3,725

軽量骨材吹付Ｍ 木製3,725

Ｓ 3,100 長押2段

長押2段

人研作業台，長押2段

±0 Ｍ

±0 モルタル塗C

改修前

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

Ｍ100

Ｍ100

Ｍ100

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

軽量骨材吹付Ｍ

300×300有孔ボード張り　VPＳ

300×300有孔ボード張り　VPＳ

3,725

3,100

3,100

木製

木製

±0 モルタル塗C

塩ビ系タイル張り 人研作業台，長押2段

長押2段

モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 軽量骨材吹付Ｍ 3,725 木製±0 モルタル塗C アコーディオンカーテン，長押2段

改修前

±0 モルタル塗C モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 軽量骨材吹付Ｍ 3,725 アコーディオンカーテン，長押2段木製

±0 モルタル塗C モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 軽量骨材吹付Ｍ 3,725 アコーディオンカーテン，長押2段木製

±0 モルタル塗C アコーディオンカーテン，長押2段

改修前

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り

モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗

300×300有孔ボード張り　VPＳ 3,100

木製

人研作業台，長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 人研作業台，長押2段

改修前

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

300×300有孔ボード張り　VPＳ 3,100 木製

3,100

長押2段

改修前

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り

モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗

軽量骨材吹付Ｍ 3,725

軽量骨材吹付Ｍ

木製 人研作業台，長押2段

長押2段

長押2段

長押2段

黒板，掲示板，長押2段　

黒板，掲示板，長押2段　

塩ビシート張り±0 Ｍ

改修前 モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

Ｍ プラスター塗

300×300有孔ボード張り　VPＳ

3,725 木製 人研作業台，長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り

Ｍ プラスター塗

3,100 木製 人研作業台，長押2段300×300有孔ボード張り　VPＳ

硬質塩化ビニルパイプφ100(OP)，掴み金物(亜鉛メッキ)

壁：アルミ製 撤去

ルーフドレイン：鋳鉄製φ100用 撤去

床：防水モルタル塗 目地切，内外手摺壁：モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上防水形複層塗材，手摺･支柱：角パイプ OP 撤去

300×300有孔ボード張り　VP　(スラブ下：吹付アスベスト撤去)

R階

PH階
加硫ゴム系シート防水t=1.2

加硫ゴム系シート防水t=1.2

立上り･天端：加硫ゴム系シート防水t=1.2

人研作業台，長押2段

アルミ製建具(カバー工法)

長押2段

蹴上げ・踏面・踊場：防水モルタル塗仕上，壁：モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材，手摺･支柱 角パイプ OP 撤去

１
階

※　内装仕上材・接着剤・塗材（基材含む）はＦ☆☆☆☆若しくは、規制対象外材を用いるものとする。

Ｃ(壁・天井)

Ｍ

Ｃ(床)

Ｓ

ＣＢ

Ｗ

コンクリート打放し

モルタル

軽量鉄骨下地

コンクリートブロック

木下地

コンクリート金コテ押え ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

強化石膏ボード 

石膏ボードt9.5

石膏ボードt12.5

硬質石膏ボードt9.5

化粧ＦＫ 化粧けい酸カルシウム板t6

ＳＯＰ

ＥＰ

ＡＥＰ

合成樹脂調合ペイント塗

合成樹脂エマルションペイント塗(酢酸ビニル系) ＣＬ クリヤーラッカー塗

ＶＨ

ＶＳ

ＴＫ

ビニル巾木

タイルカーペット

ＦＫ けい酸カルシウム板t6

ＤＲ ロックウール化粧吸音版t9

ＳＵＳ ステンレス

ＯＳＣＬ オイルステインクリヤーラッカー塗

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗

ＤＰ 耐候性塗料シージング石膏ボード 

ＧＢ－ＮＣ 不燃積層化粧石こうボードｔ9.5

ＧＢ－Ｒ－Ｈ

合成樹脂エマルションペイント塗(アクリル系)

織布積層ビニル床シートFSt2.0

エポキシ樹脂系塗床　薄膜流し展べ平滑仕上t1.0

艶有り合成樹脂エマルションペイント塗ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルション模様塗

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス

塗床

外部仕上表

名　称 仕　上場　所 区分 名　称 仕　上場　所 区分 名　称 仕　上場　所 区分

区分階 室　名

レベル 下地 高さ 下地 下地 天井高

ブラインド
又カーテン
ＢＯＸ下地

備　考

仕　上仕　上仕　上

壁 天　井幅　木

仕　上仕　上

床

特
記
事
項

凡
　
例

内部仕上表

梁　型
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内部仕上表(2) Ａ－０２

０８／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

 1. 改修にてウレタン防水を行う部分については樹脂モルタルにて下地処理のこと

 3. 軽量鉄骨間仕切(遮音壁)のボード張りは、梁下及びスラブ下までとする

 4. 塗装、吹付下地ボードはジョイント工法とし、その他は突付とする

 2. 壁撤去後はモルタル補修のこと

 5. 特記なき限り、天井廻縁は塩ビ製とする(コの字型)

 6. 特記なき限り、改修室内の木部・鉄部はSOP塗装とする

 8. 既設天井撤去部は、全て下地共撤去とする

 9. コンクリート面処理(A･B種)とある部分は下地調整材(C-2)全面塗とする

10. 床材張りに支障となる床クラック・欠損等はモルタル補修を行うこと

　　既設部に支障を与えないようにすること

11. モルタル・タイル等を撤去する場合、既設部との取合い部はカッター等により切断し、

12. 既設仕上が塗床の場合は目荒らし工法にて処理する

13. 既設仕上、岩綿吸音板・石膏ボードはアスベスト含有品とする

15. 既設壁を残す壁は、全て下地調整をすること

16. 既設木製カーテン・ブラインドボックスは、全て撤去とする

17. 既設人研石のクリーニング方法は、機械研磨の上石用WAX掛けとする

 7. 特記なき限り、ボード厚は、ロックウール化粧吸音板 t9･12、GB-S t12.5、GB-D t9.5とする

14. 水廻りに使用する石膏ボードは、シージング石膏ボードとする

Ｍ改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

Ｍ改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ 画桟

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ 画桟

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ 画桟

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ 画桟

 VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ 画桟改修後 ±0

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ ＧＢ－ＮＣ張りＳ 画桟

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ 既設下地処理の上 EPＭ Ｓ 2,900

改修後  VH 新設 60 Ｍ 既設下地処理の上 EPＭ ＧＢ－ＮＣ張りＳ

改修後 ±0  VH 新設 60 Ｍ Ｓ 2,900

既設撤去 下地処理の上 VS張りＭ±0  VH 新設

改修後

60 Ｍ 既設下地処理の上 EPＭ Ｓ

ＧＢ－ＮＣ張りＳ

2,900改修後

改修後

Ｍ±0 既設撤去 下地処理の上 塗床

Ｍ±0

 VH 新設 60 Ｍ

Ｍ100 既設下地処理の上 EPＭ Ｍ

2,580

2,580

2,580

2,580

2,580

2,580

2,580

2,580

2,580

2,580

2,580

2,580

流し台＋ガス台，画桟

ホワイトボード，スクリーンボックス，画桟2,580

既設撤去 下地処理の上 塗床

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

既設撤去 下地処理の上 VS(木目調)張り

手摺：既設下地処理の上 UC，手摺子：既設ケレンの上 SOP，既設ノンスリップ撤去の上アルミ製(ゴム付) 新設既設下地処理の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS(木目調)張り

Ｃ

Ｃ

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

RC・CB壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G
外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地GB-Rt12.5+GBーRーHt9.5の上 EP-G

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS(木目調)張り

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS(木目調)張り

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ 既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

Ｃ

Ｃ 既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

Ｃ 既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

Ｃ
既設下地共撤去 モルタル下地の上OAフロアー＋TK張り

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り±0

＋34

2,900

2,866

ＤＲ張り

ＤＲ張り

ＤＲ張り

既設下地処理の上 EP-T

流し台，画桟

流し台，画桟

流し台，画桟

流し台，画桟

流し台，画桟

スライド黒板，掲示板，画桟，ピクチャーレール

スライド黒板，掲示板，画桟，ピクチャーレール

白板，ホワイトボード＋掲示板，掲示板，画桟

スライド黒板，掲示板，画桟，ピクチャーレール

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

Ｍ
Ｃ

Ｃ

既設人研ぎ クリーニング及び補修
既設人造石研出 クリーニング及び補修(玄関)

既設撤去 炭素繊維シート大梁補強の上ラスモルタルt=30
(28通り天井内大梁）

既設下地処理の上 EP
既設撤去 炭素繊維シート大梁補強の上ﾗｽﾓﾙﾀﾙt=30 EP(20通り)

　　あと施工アンカーφ6mm(2ヶ所)で止め、吊元金具により取付る

20. 天井LGS下地吊ボルトは、コンクリートスラブにC-75×45×15×2.3(長さ100mm程度)を

18. 各室既設室名札は全て撤去し、平付型(新協和:SK-PN-2F同等)を新設とする

19. 館内案内板W900×H600(枠･表示板:アルミ製，案内図:UVE印刷)を新設とする

男子・女子便所

第8・9教員室

第10・11教員室

事務室

クラスルーム(1)

製図室

クラスルーム(2)

クラスルーム(3)

モノ創り工房

セミナー室・調査資料室

玄関・階段

第1・2・3教員室

第1･2･3多目的スペース

第4・5・6教員室

第4･5･6多目的スペース

第7多目的スペース

第7教員室

第8・9多目的スペース

第10･11多目的スペース

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

既設下地共撤去 モルタル下地の上VS(木目調)張り

21. 外壁面断熱材は、硬質ウレタンフォーム(現場発泡工法)とする。

創造工学演習室

創造工学演習室

多目的実験室

多目的実験室

資料調査室

多目的実験室

資料調査室

４Ｅクラスルーム

多目的実験室

４Ｅクラスルーム

製図室

製図室

製図室

第1教員研究室

５Ｍクラスルーム

機械工学科事務室

第1教員研究室

第2教員研究室

第3教員研究室

第4教員研究室

第5教員研究室

第6教員研究室

第7教員研究室

第8教員研究室

第9教員研究室

第9教員研究室

４Ｍクラスルーム

製図室

塩ビシート張り±0 Ｍ改修前 モルタル塗 VP Ｍ100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) 木製3,100

塩ビシート張り±0 Ｍ改修前

Ｓ せっこうボード張り　EP

モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り改修前 モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り改修前 モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100

改修前

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り

モルタル塗 VP 100 Ｍ

モルタル塗 VP 100 Ｍ

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)

Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100

Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100

改修前

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100改修前

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ プラスター塗

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100改修前 Ｍ プラスター塗

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100改修前 Ｍ プラスター塗

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100改修前 Ｍ プラスター塗

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100改修前 Ｍ プラスター塗 黒板，掲示板，教壇，長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り改修前 モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100

改修前

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

モルタル塗 VP 100 プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗 3,100 木製300×300有孔ボード張り　VPＳ 長押2段

改修前

改修前

Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100Ｍ±0 塩ビ系タイル張り モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗

Ｓ せっこうボード張り　EP 木製3,100Ｍ±0 塩ビ系タイル張り

改修前

改修前

Ｍ±0 塩ビ系タイル張り

Ｍ±0

モルタル塗 VP 100 Ｍ プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900) Ｍ プラスター塗

100 Ｍ Ｍ プラスター塗 Ｍ プラスター塗

黒板，掲示板，長押2段

プラスター塗(腰：モルタル塗 VP　H=1,900)
塗床

人造石研出 真鍮目地入@900(玄関)
手摺：白ラワン積層材，手摺子：角パイプ15×15 @130 SOP，ノンスリップ真鍮製人研ぎ

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

黒板，掲示板，長押2段

Ｍ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

Ｍ
Ｗ

黒板，掲示板，長押2段

２
階

共
通

※　内装仕上材・接着剤・塗材（基材含む）はＦ☆☆☆☆若しくは、規制対象外材を用いるものとする。

Ｃ(壁・天井)

Ｍ

Ｃ(床)

Ｓ

ＣＢ

Ｗ

コンクリート打放し

モルタル

軽量鉄骨下地

コンクリートブロック

木下地

コンクリート金コテ押え ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｒ－Ｈ

強化石膏ボード 

石膏ボードt9.5

石膏ボードt12.5

シージング石膏ボード 

硬質石膏ボードt9.5

化粧ＦＫ 化粧けい酸カルシウム板t6

ＳＯＰ

ＥＰ

ＡＥＰ

合成樹脂調合ペイント塗

合成樹脂エマルションペイント塗(酢酸ビニル系)

合成樹脂エマルションペイント塗(アクリル系)

艶有り合成樹脂エマルションペイント塗

ＣＬ

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗

クリヤーラッカー塗

ＶＨ

ＶＳ

ＴＫ

ビニル巾木

タイルカーペット

ＦＫ けい酸カルシウム板t6

ＤＲ ロックウール化粧吸音版t9

ＳＵＳ ステンレス

ＯＳＣＬ オイルステインクリヤーラッカー塗

ＤＰ 耐候性塗料

ＧＢ－ＮＣ 不燃積層化粧石こうボードｔ9.5

織布積層ビニル床シートFSt2.0

エポキシ樹脂系塗床　薄膜流し展べ平滑仕上t1.0

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルション模様塗

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス

塗床

特
記
事
項

凡
　
例

内部仕上表

床

仕　上 仕　上

幅　木

高さ 下地

壁

仕　上 下地

柱・梁型

仕　上 下地 仕　上

天　井

天井高

ブラインド
又カーテン
ＢＯＸ

備　考階 室　名 区分

レベル 下地
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改修前　1階平面図 Ａ－０３

０９／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

劣化項目

浮き

ひびわれ

略　図

爆裂･欠損

劣化損傷図(見上げ) 凡例

**
*

1
AD

AD
2

AD
3

AW
1A1

AW AW
1A 1

AW AW AW
1A 1B 1 1 1

AW AW AW
1
AW

1
AW

AW
1A

AW
1A

1
AW

1
AW

1 1 1 1 1
AWAWAWAWAW AW

7
AW AW
3 6

AW
1

AW
1A

AW
1A

1
AW

1
AW

消火栓BOX(設備工事) 消火栓BOX 移設(設備工事)

消火栓BOX(設備工事)

ＣＢ

Ｃ
Ｂ

ＣＢ ＣＢ

Ｃ
Ｂ

Ｃ
Ｂ

ＣＢ

Ｒ
Ｃ

ＣＢ

ＣＢ

Ｃ
Ｂ

Ｒ
Ｃ

ＲＣ

Ｃ
Ｂ

Ｃ
Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

ＣＢ

Ｃ
Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

ＲＣ

ＣＢ

AD
2

AD AD AD AD AD AD

AD AD AD
2

AD
2

AD AD AD

AW AW

AW

AD

AD AW
1

AD AW
1

AW

AW

WD
2

WD
2

WD
3

WD

WD

WD
4

WD
3

WD
2

WD
3

WD
3

WD
2

WD

WD

1
WD

AP
1

1
AK

1
WD

**
*

**
*

1
ASD

1A 1A 1A

1A 1A

2A

2A 4 3

2

5

6

7

2B 2B 2C 2B 2B 2B

2B 2B 2C 2B

蒸気ピット･換気口 撤去 蒸気ピット･換気口 撤去

蒸気ピット･換気口 撤去

排水溝(W=500ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋) 撤去

犬走り:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ,段鼻ﾀｲﾙ 撤去

犬走り:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ,段鼻ﾀｲﾙ 撤去

蒸気ピット･換気口 撤去蒸気ピット 撤去蒸気ピット 撤去

蒸気ピット 撤去蒸気ピット 撤去

４１０１ ４１０２ ４１０３ ４１０４ ４１０５ ４１０６

４１０８－１

４１０８

４１０８－２ ４１０９ ４１１０

４１１１

４１１２ ４１１３ ４１１４４１０７

±0 ±0 ±0 ±0 ±0

±0

±0

±0 ±0 ±0

±0

±0 ±0 ±0

±0

-200

-380

-150

-150

±0

-200

-200

±0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

A

B

14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30

A

B

29

116,350

17通りまで
4,000

116,350

15通りまで
4,000

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9,
00
0

4,000 4,000 4,000 4,000

7,825 4,175

4,0004,000

4,175 3,650

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

175 4,175 8,000

9,
00
0

175

4,0004,000 4,0254,1504,000

UP

UP

UP

改修前　1階平面図　　　1/100

床点検口
600角

ピット

ピット

凡 例

及び下地(木・CB)撤去

床仕上げ，壁・天井仕上げ(軽量骨材吹付を除く)

黒板，掲示板，作業台， 撤去

床仕上げ 撤去(階段室)

消火器BOX

撤去建具符号を示す

工事範囲外(女子・男子便所)

床仕上げ,土間コンクリート(t=120)共撤去

タラップ撤去

タラップ撤去

タラップ撤去

ガス台 撤去

人研作業台
撤去

黒板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

人研作業台
撤去

人研作業台
撤去

アコーディオンカーテン
撤去

パーティション 撤去
人研作業台 撤去

人研作業台 撤去

人研作業台
撤去

EXP.J(アルミ製) 撤去

EXP.J(アルミ製) 撤去

RC隔壁 撤去

人研作業台
下部：木製扉 撤去

人研作業台
下部：木製扉 撤去

ドラフトチャンバー部分 撤去
(RC･CB壁，木製建具)

既設クリーニング建具符号を示す

ガラス及びアルミパネル取替え建具符号を示す

CB壁撤去範囲を示す

コンクリート壁撤去範囲を示す

FLからのレベルを示す

第10教員研究室 機械力学実験室 熱工学実験室 熱工学実験準備室 設計工学実験室

便所
男子

女子
便所

材料強度実験室

前室

オートグラフ室

材料力学実験室 固体力学実験室 精密工学実験室

機能加工学実験室

知能機械システム実験室 第11教員研究室 ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実験室

PS

PS

暗室

暗室
暗室

LPG
置場

流体工学実験室

階段室



100

平成25年7月

改修後　1階平面図 Ａ－０４

１０／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ
ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＲＣ

ＬＷ

ＲＣ

**
*

**
*

AD AD AD
3

AD AD SS
1

LSD LSD

LSD
1

LSD

LSD

7 7

7

5

AD AD AD AD
3

7
AD

AD AD AD AD AD AD AD AD AD ADAD
2

AD
2

LSD

AD
5

4

AW

LSD
2

8

1A

3A 2A 2A 2C
AD
2B 3B 3A'3D

2B3C 3C 3B2C 2C 2A' 3B 4A

**
*

AW

AD
1

AD
2

AD
3

1A
AW AW AW AW AW

1
AW AW AW AW AW

AWAW
1

AW AW AWAWAWAW AW AWAW
37

AW
6

AW
1

AW AW

AW AW

1B

1A 1A 1A 1A 1A 1A 1A 1A

1B

1A

1A

1B

1A 1A 1A 1A 1A 1A

1B

1C
消火栓BOX(設備工事)

消火栓BOX(設備工事) 消火栓BOX 移設(設備工事)

枠付鉄骨ブレース補強

枠付鉄骨ブレース補強 枠付鉄骨ブレース補強

枠付鉄骨ブレース補強

犬走り:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ目地切@2,000 新設

犬走り:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ目地切@2,000 新設

±0
±0

±0 ±0 ±0 ±0

±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0

-380

±0

±0

-200

-100

-100

±0

-200

±0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A

B

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30

A

B

29

15通りまで
4,000

116,350

116,350

17通りまで
4,0004,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9,
00
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9,
00
0

175

4,0004,000

500

4,0254,1504,000

UP

UP

UP

改修後　1階平面図　　　1/100

消火器BOX

凡 例

　■改修内容：床仕上げ,壁・天井仕上げ及び下地新設

工事範囲外(女子・男子便所)

床・壁・天井仕上げ 新設(階段室)

タラップ
新設

S.S

新設建具符号を示す

床仕上げ,土間コンクリート共 新設

土間コンクリートt120 新設

土間コンクリートt120 新設

土間コンクリートt200 新設

ガラス及びアルミパネル取替え建具符号を示す

土間コンクリートt120 新設
スリーブ貫通φ50
(H=FL+1,800)

土間コンクリートt500 新設

土間コンクリートt120 新設

機械基礎1,000×1,000×D300 新設

機械基礎1,900×1,200×D500 新設

既設人研作業台
クリーニング及び
クラック等補修

既設人研作業台
クリーニング及び
クラック等補修

既設クリーニング建具符号を示す

新設軽量鉄骨(LGS W65)間仕切壁

RC壁　新設

FLからのレベルを示す

第２実験室(南側)

第１実験室
(北側)

第１実験室
(南側：光学実験暗室)

第１実験室
(南側：前室)

第２実験室
(北側:恒温実験暗室) 第５実験室

女子
便所

第１共有実験室 第３実験室

第２共有実験室第６実験室 第９実験室 第10実験室 第11実験室第８実験室第７実験室

PS

LPG
置場

階段室

第４実験室

男子
便所
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平成25年7月

改修前　2階平面図 Ａ－０５

１１／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

劣化項目

浮き

ひびわれ

略　図

爆裂･欠損

劣化損傷図(見上げ) 凡例

**
*

AW
2A

AW
2

ADAD
3 3

AW AW AW AW
22 2 2

AW AW AW
2 2 2A

AW AW AW AW AW
2 2 2A 2A 2A

AW
2A

AW AW
4 5

AW
2A

AWAW
2A 2A

AW
2A

AWAWAW
2A 2A 2A

AW
2A

AWAW
2 2

消火栓BOX(設備工事)

消火栓BOX(設備工事) 消火栓BOX(設備工事)

Ｃ
Ｂ

ＣＢ

Ｃ
Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
ＣＷ Ｗ Ｗ Ｗ

Ｗ Ｗ

ＲＣ

ＣＢ

Ｗ

AD AD AD AD AD AD

AD
2

AD
2

AD
2

AD
2

AD
2

AD
2

AD
2

AD
2

AD ADAD AD AD

AD ADAW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

WD

1
ASD

AD
2

AW AW
2

4 3

2

2A

**
*

**
*

2B 2C 2B 2C 2B 2B 2C 2B

2C 2B 2B

床仕上げ及び下地撤去部分を示す

床仕上げ及び下地撤去部分を示す

４２０１ ４２０２ ４２０２－１ ４２０３ ４２０４

４２０５ ４２０６ ４２０７ ４２０８ ４２０９ ４２１０ ４２１１ ４２１２ ４２１３ ４２１４ ４２１５ ４２１６

±0 ±0 ±0 ±0

±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0

±0

-150

-150

±0

±0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30

A

B

A

B

29

116,350

15通りまで
4,000

116,350

17通りまで
4,0004,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

4,175 3,650 1757,825 4,175

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

4,175 8,000

9,
00
0

9,
00
0

4,0004,000 4,0254,1504,000

UP

DN

DN

DN

DN

改修前　2階平面図　　　1/100

凡 例

及び下地(木・CB)撤去

床仕上げ，壁・天井仕上げ(軽量骨材吹付を除く)

黒板，掲示板，作業台， 撤去

工事範囲外(女子・男子便所)

床仕上げ 撤去(階段室)

消火器BOX

消火器BOX

掲示板 撤去

黒板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

黒板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

黒板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

掲示板 撤去

黒板 撤去

黒板 撤去

黒板 撤去

EXP.J(アルミ製) 撤去

EXP.J(アルミ製) 撤去

消火器BOX 移設

消火器BOX

撤去建具符号を示す

ガラス及びアルミパネル取替え建具符号を示す

コンクリート壁撤去範囲を示す

FLからのレベルを示す

CB壁撤去範囲を示す

木造壁撤去範囲を示す

既設クリーニング建具符号を示す

RC壁撤去下部等、床仕上げ及び下地撤去部分を示す

便所
男子

多目的実験室 資料調査室 ４Ｅクラスルーム 製図室創造工学演習室

女子
便所

５Ｍクラスルーム 第１教員研究室 第２教員研究室 機械工学科事務室 第３教員研究室 第４教員研究室 第５教員研究室 第６教員研究室 第７教員研究室 第８教員研究室 第９教員研究室 ４Ｍクラスルーム

PS

階段室

廊下

廊下
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改修後　2階平面図 Ａ－０６

１２／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ

ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＴＬＷ

AD AD AD AD AD AD AD

LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD LSD

ADADAD AD AD

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

7
AD

AD AD
2

AD ADAW AW AW AWAW AD AD

AD
AD

AW

AW

4

6
6

21 1 1 1

3
AW
3

9

AD
3A 3A2A 2A 2A3A 3A 3A 3A 2A 2C3A 3A

3C 1B 3C 3C

**
*

**
*

**
*

LSD
7

LSD
3

AW AW
22A

ADAD
3 3

AW AW AW AW AW AW
22 2 2 2 2

AW AW AW AW AW AWAW
2 2 2 2 2 22

AWAW AW AW
2 2 2 2

AWAW
2

AWAWAWAW
2 2 2

AW AW
4 52A 2A

消火栓BOX(設備工事)

消火栓BOX(設備工事) 消火栓BOX(設備工事)

床補修部分

床補修部分

-150

-150

±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0

±0

±0

±0

±0

±0 ±0 ±0

±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0

±0＋34

±0

±0

±0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A

B

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30

A

B

29

116,350

116,350

15通りまで
4,000

17通りまで
4,0004,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9,
00
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

4,175 3,650 1757,825 4,175

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9,
00
0

175

4,0004,000 4,0254,1504,000

UP

DN

DN

DN

DN

改修後　2階平面図　　　1/100

消火器BOX

消火器BOX

凡 例

　■改修内容：床仕上げ,壁・天井仕上げ及び下地新設

床・壁・天井仕上げ 新設(階段室)

消火器BOX 移設

上部ピクチャーレール

上部ピクチャーレール

上部ピクチャーレール

上部ピクチャーレール

上部ピクチャーレール

上部ピクチャーレール

消火器BOX

工事範囲外(女子・男子便所)

新設建具符号を示す

ガラス及びアルミパネル取替え建具符号を示す

新設軽量鉄骨(LGS W65)間仕切壁

既設クリーニング建具符号を示す

FLからのレベルを示す

新設準耐火＋遮音性能軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

RC壁撤去下部等、床コンクリート打による補修部分を示す

女子
便所

第１教員室 第２教員室 第３教員室 第４教員室 第５教員室 第６教員室 第７教員室 第８教員室 第９教員室 第10教員室 第11教員室

セミナー室

調査資料室

事務室

モノ創り工房

PS

製　図　室

階段室

廊下

廊下

第２多目的スペース第１多目的スペース 第３多目的スペース 第４多目的スペース 第５多目的スペース 第６多目的スペース 第７多目的スペース 第8多目的スペース 第９多目的スペース 第10多目的スペース 第11多目的スペース

男子
便所

クラスルーム(1) クラスルーム(2) クラスルーム(3)
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改修前　R階平面図 Ａ－０７

１３／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

**
*

**
*

1
AD

1
AW

AW
1

AW
1

**
*

既設防水及び下地撤去部分

既設防水及び下地撤去部分

既設防水及び下地撤去部分

既設防水及び下地撤去部分

加硫ゴム系シート防水t=1.2 範囲を示す

撤去建具符号を示す

A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 3015 16

B

15 16

B

14通りまで
4,000

116,350

116,350

17通りまで
4,000

9,
00
0

3,650 175

1,200

1,
20
0

175

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

6,
25
0

4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,1754,0004,000 4,000 4,000

3,650 175175

4,000

6,
25
0

3,650 175175

4,000

6,
25
0

DN

DN

RCパラッペト立上り 撤去

ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去

ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去 ルーフドレイン 撤去

凡 例

床仕上げ 撤去(階段室)

改修前　R階平面図　　　1/100改修前　PH階屋根平面図　　　1/100

既設防水及び下地撤去部分を示す

既設クリーニング建具符号を示す

既設クリーニング及び･錠取替え建具符号を示す

ルーフドレイン 撤去ルーフドレイン 撤去

PS 階段室
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改修後　R階平面図 Ａ－０８

１４／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

**
*

**
*

1
AD

1
AW

AW
1

AW
1

断熱材:硬質ウレタンフォームt=30 
塩ビシート防水断熱接着工法(SI-F2)

樹脂モルタル(既設防水及び下地撤去部分レベル調整)

塩ビシート防水断熱接着工法(SI-F2)
断熱材:硬質ウレタンフォームt=30 
樹脂モルタル(既設防水及び下地撤去部分レベル調整)
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ撤去下部、床コンクリート打による補修

炭素繊維シート大梁補強
モルタル金ごてt=30(耐火被覆)

断熱材:硬質ウレタンフォームt=30 
塩ビシート防水断熱接着工法(SI-F2)

炭素繊維シート大梁補強
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ撤去下部、床コンクリート打による補修

樹脂モルタル(既設防水及び下地撤去部分レベル調整)
モルタル金ごてt=30(耐火被覆)

パラペット：既設防水撤去の上塩ビシート防水(SI-F2)

パラペット：既設防水撤去の上塩ビシート防水(SI-F2)

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 3015 16

B

14通りまで
4,000

116,350

116,350

17通りまで
4,000

9,
00
0

3,650 175

1,200

1,
20
0

175

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

6,
25
0

3,650 175175

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,1754,000

6,
25
0

4,000 4,000 4,000

3,650 175175

4,000

6,
25
0

DN

DN

凡 例

改修後　R階平面図　　　1/100

ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設

ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設 ルーフドレイン 新設

床・壁・天井仕上げ 新設(階段室)

既設防水下地処理の上塩ビシート防水断熱接着工法(SI-F2)
断熱材:硬質ウレタンフォームt=30 新設範囲を示す

改修前　PH階屋根平面図　　　1/100

既設クリーニング建具符号を示す

ﾊﾟﾗｯﾍﾟﾄ撤去下部､床コンクリート打による補修及び
炭素繊維シート大梁補強部分を示す

ﾊﾟﾗｯﾍﾟﾄ撤去下部､床コンクリート打による補修部分を示す

既設クリーニング及び･錠取替え建具符号を示す

炭素繊維シート大梁補強部分を示す

ルーフドレイン 新設

PS 階段室
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改修前　南・東側立面図

平成25年7月

Ａ－０９

１５／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

劣化項目

浮き

ひびわれ

略　図

爆裂･欠損

劣化損傷図 凡例

一般部

m

m

m

m

単位 合計

幅0.20㎜以上1.00㎜未満

狭幅部

指定部

幅0.20㎜未満

ひびわれ

ﾓﾙﾀﾙ浮き

劣化項目　(参考数量)

3.90

7.10

0.47

111.30

37.2

上記より大

100*300*30

100*200*30

100*100*30

50*100*30

50*50*30

大

中

小

ﾐﾆ

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

m

ｴﾌﾛﾚｯｾﾝｽ

超特大

特大

爆裂･欠損

錆汁

29.5

幅1.00㎜以上

m

m

6.00

補修跡 8.00

87.9

1

1

11

0

0

0.19

㎡

㎡

㎡

※上記数値は床･壁･柱･梁･軒・手摺全ての数量を示す。
※施工時に本調査を行う事とする。

改修前　南側立面図　　1/100 改修前　東側立面図　　1/100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 3029

116,350

17通りまで
4,000

116,350

15通りまで
4,000

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,0004,000 4,0254,150

A AA DF B
A

B

凡例

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上防水形複層塗材

M

N

廊下・階段手摺：スチール製角パイプ OP

屋上手摺：スチール製パイプ OP

縦樋：硬質塩化ビニール管100Φ OP 掴み金物

アルミ建具全撤去範囲を示す

アルミ建具一部(枠以外障子のみ)撤去範囲を示す

RC壁撤去範囲を示す

巾木：モルタル塗刷毛引き

モルタル塗金ごて

A

E

A AA A

A AB B A

B

B

A

F

B

B

B

B

B

E

I

A

A A D

A

A AB B

B

B A

A

F

B

A CC

C

パラペット天端：アルミ製押え金物

I J

CBt=120化粧積み(H=1,800)

扉：アングル枠ネットフェンス

防水モルタル塗り

A

A

L

L

アルミEXP．J 撤去

A

防水モルタルこて押えリシン吹付の上防水形複層塗材

M

M



100
改修後　南・東側立面図

平成25年7月

Ａ－１０

１６／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

改修後　南側立面図　　1/100 改修後　東側立面図　　1/100

凡例

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

巾木：モルタル塗刷毛引き
高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

Ｍ

Ｎ

A A F ABD

A

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材
浮き部分調査及び補修 高圧洗浄の上 防水形複層塗材E
モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上防水形複層塗材
浮き部分調査及び補修 高圧洗浄の上 防水形複層塗材E

モルタル塗金ごて
高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

A

E

A AA A

A AB B A

B

B

B

E

I

A

A AA D

A

A AB B

B

B A

A

F

A

B

A

A

F

B

B

B

B

I J C

C

C

縦樋：既設撤去の上 硬質塩化ビニルパイプφ100 DP
　　　掴み金物(亜鉛メッキ)新設

廊下・階段手摺：既設撤去の上 スチール製角パイプDP 新設

パラペット天端：アルミ製押え金物 新設

屋上手摺：既設スチール製パイプ ケレンの上DP

CBt=120化粧積み(H=1,800) 高圧洗浄

モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
階段用防滑性塩ビシートt=2.5(蹴込一体タイプ) 張り

扉：アングル枠ネットフェンスケレンの上DP

L

L

既設下地処理の上ウレタン塗膜防水複合工法(X-2)

枠付鉄骨ブレース：溶融亜鉛メッキの上DP

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 3029

116,350

17通りまで
4,000

116,350

15通りまで
4,000

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000 4,0254,150

I J

腰壁新設部分を示す



100
改修前　北・西側立面図

平成25年7月

Ａ－１１

１７／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

劣化項目

浮き

ひびわれ

略　図

爆裂･欠損

劣化損傷図 凡例

一般部

m

m

m

m

単位 合計

幅0.20㎜以上1.00㎜未満

狭幅部

指定部

幅0.20㎜未満

ひびわれ

ﾓﾙﾀﾙ浮き

劣化項目　(参考数量)

3.90

7.10

0.47

111.30

37.2

上記より大

100*300*30

100*200*30

100*100*30

50*100*30

50*50*30

大

中

小

ﾐﾆ

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

m

ｴﾌﾛﾚｯｾﾝｽ

超特大

特大

爆裂･欠損

錆汁

29.5

幅1.00㎜以上

m

m

6.00

補修跡 8.00

87.9

1

1

11

0

0

0.19

㎡

㎡

㎡

※上記数値は床･壁･柱･梁･軒・手摺全ての数量を示す。
※施工時に本調査を行う事とする。

改修前　北側立面図　　1/100 改修前　西側立面図　　1/100

1516171819202130 222328 27 26 25 24

13456789101112131415 2

29

116,350

116,350

14通りまで
4,000

16通りまで
4,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,1754,000

4,025 4,150

A

B

凡例

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上防水形複層塗材

M

N

廊下・階段手摺：スチール製角パイプ OP

屋上手摺：スチール製パイプ OP

縦樋：硬質塩化ビニール管100Φ OP 掴み金物

アルミ建具全撤去範囲を示す

アルミ建具一部(枠以外障子のみ)撤去範囲を示す

RC壁撤去範囲を示す

巾木：モルタル塗刷毛引き

モルタル塗金ごて

E

AA DF

AA A

B

A

B

E

A

AAA

BA

C

B

B

B

A

F

B

B

B

E

A AA D B

A

F

A

B

A

Ｋ

E

A A B B A

A A

B B

H

B GG G G G GG

G G G G G G G

CH

H

パラペット天端：アルミ製押え金物

CBt=120化粧積み(H=1,800)

扉：アングル枠ネットフェンス

アルミEXP．J 撤去

AL

防水モルタルこて押えリシン吹付の上防水形複層塗材

防水モルタルこて押え

A K



100
改修後　北・西側立面図

平成25年7月

Ａ－１２

１８／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

改修後　北側立面図　　1/100 改修後　西側立面図　　1/100

凡例

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材
浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上 防水形複層塗材E
モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上防水形複層塗材
浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上 防水形複層塗材E
巾木：モルタル塗刷毛引き
高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

Ｍ

Ｎ

モルタル刷毛引き目地切アクリルリシン吹付
浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上 外装薄塗材E

E

A AA DF

AA A

B

A

B

E

A

A

B AA

C

B
B GG G G G GG

B

B

A

F

B

B

B

E

A A D BF

A

B

A

Ｋ

E

A A B B A

A A

B B
G G G G G G G

C

H

H

縦樋：既設撤去の上 硬質塩化ビニルパイプφ100 DP
　　　掴み金物(亜鉛メッキ)新設

廊下・階段手摺：既設撤去の上 スチール製角パイプDP 新設

パラペット天端：アルミ製押え金物 新設

屋上手摺：既設スチール製パイプ ケレンの上DP

扉：アングル枠ネットフェンスケレンの上DP

CBt=120化粧積み(H=1,800) 高圧洗浄

モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
階段用防滑性塩ビシートt=2.5(蹴込一体タイプ) 張り

A

AA

既設下地処理の上ウレタン塗膜防水複合工法(X-2)

L

M

枠付鉄骨ブレース：溶融亜鉛メッキの上DP

M

M M

A

1516171819202130 222328 27 26 25 24

15 13414 5678910111213 2

29

116,350

14通りまで
4,000

16通りまで
4,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

4,000 4,0004,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,1754,000

4,025 4,150

外壁新設部分を示す



平成25年7月

50 Ａ－１３改修前後　矩計図・屋外階段詳細図

１９／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

131415161718192021 12345678910111222

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

13141516171819202122 23456789101112 1

断熱材吹付
スラブ下端まで新設

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 下地処理の上 VS張り

パイプφ40 ケレンの上DP

支柱:パイプφ40@2,000 ケレンの上DP
手摺子:φ13@200 ケレンの上DP

　　　(下地共新設)
天井:ＧＢ－ＮＣ張り

床:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
外部用防滑性塩ビシートt=2.5 張り

(モルタルにて勾配調整の事)

柱・梁型：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

段鼻：SUSノンスリップ
　　　(W=35) 新設

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
外装薄塗材E

巾木:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
     　　　　ウレタン塗膜防水 複合工法(X-2)

段鼻：SUSノンスリップ
　　　(W=35) 新設

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
外装薄塗材E

梁型：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

柱：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

巾木:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去
浮き部分補修

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

鋳鉄製φ100用差込み式
ルーフドレイン 新設

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
外装薄塗材E

ビニールパイプ
φ39 @4,000下地処理の上 DP

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

手摺:パイプ50φ ケレンの上DP

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
外装薄塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

巾木:モルタル塗
高圧洗浄の上

膨れ部 脆弱部除去
浮き部分補修

巾木:モルタル塗高圧洗浄の上
膨れ部 脆弱部除去浮き部分補修

手摺:100×50×2.3 DP 新設

蹴上げ・踏面・踊場
ﾓﾙﾀﾙ塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
階段用防滑性塩ビシートt=2.5(蹴込一体タイプ) 張り

蹴上げ・踏面・踊場:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
　　　　　　　　　 階段用防滑性塩ビシートt=2.5(蹴込一体タイプ) 張り

巾木:VH H=60 新設

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地
GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-T

既設撤去 下地処理の上 VS張り

アルミ製押え金物 新設

既設防水下地処理の上
塩ビシート防水
断熱接着工法(SI-F2)

アルミ製押え金物 新設

天井:ＧＢ－ＮＣ張り
(下地共新設)

天井:ＧＢ－ＮＣ張り
(下地共新設)

断熱材:硬質ウレタンフォームt=30

グラウト圧入

地中梁打増し

保護コンクリート直均し
防水形複層塗材E 

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

大梁打増し防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

防水モルタル金ごての上
防水形複層塗材E

木製額縁 新設

手摺:100×50×2.3 DP 新設

手摺:100×50×2.3 DP 新設

木製額縁 新設

アルミ無目付け
ブラインドボックス 新設木製ブラインドボックス

新設

アルミ無目付け
ブラインドボックス 新設

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地
GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-T

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地
GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-T

支柱:32×32×1.6 DP @2,000 新設

支柱:32×32×1.6@2,000 DP 新設

アルミ無目付け
ブラインドボックス 新設

竪樋：カラーVPφ100 新設

既設下地撤去の上ウレタン塗膜防水
複合工法(X-2)

既設防水下地処理の上
塩ビシート(t=2.0)防水
断熱接着工法(SI-F2)

既設防水下地処理の上塩ビシート(t=2.0)防水断熱接着工法(SI-F2)

枠付鉄骨ブレース 新設
H-250x250x9x14(SS400)
溶融亜鉛メッキの上DP

Ｌ型排水溝250 新設：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて目地切@2,000 新設
：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて目地切@2,000 新設：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて目地切@2,000 新設
　　　　　　　　　　　　　　　　：別途工事

化粧玉砂利(砕石)t=40敷き 新設：別途工事

地先境界ブロック(150×170×200) 
新設：別途工事
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モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル塗VP塗

パイプφ50

パイプφ40@2000
φ13@200

パイプφ40

プラスター塗

100×36

100×36

モルタル塗 VP

100×36

モルタル塗 VP

100×36

プラスター塗

250×400

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

250×400
プラスター塗

プラスター塗

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

仕上モルタル塗目地切パテ充填
防水モルタル塗

ブラインドBOX
ラワン t=24 補強金物共

ビニールパイプ
φ39 @4,000

ブラインドBOX
ラワン t=24 補強金物共

ブラインドBOX
ラワン t=24 補強金物共

防水モルタル目地切
リシン吹付の上
防水形複層塗材

▽水上

△水下

▽2FL

▽GL

軽量骨材吹付

▽GL

DN UP

▽GL

DN UP

防水モルタル目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

防水モルタルリシン吹付の上
防水形複層塗材

防水モルタル目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

巾木:防水モルタル塗 H=100

巾木:防水モルタル塗 H=100

段鼻タイル 撤去段鼻タイル 撤去

床:特殊防水モルタル塗 目地切

天井:吸音板張リ

モルタル金ごてリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

巾木:モルタル
金ごて押え

床 モルタル塗 目地切

 … 床：モルタル塗高圧洗浄の上
　　　　膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
　　　　外部用防滑性塩ビシートt=2.5 張り

鋼板製 撤去

ビニールパイプφ100 撤去

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材　　

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

ドレインφ4吋 撤去

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

コンクリート製蒸気ピット

手摺子:角パイプ 32×32×1.2@2,000 OP 撤去

手摺:角パイプ 90×80×2.3 OP 撤去

手摺:90×80×2.3 撤去
支柱:32×32×1.2@2,000 撤去

手摺:角パイプ 80×80×2.3 OP 撤去

ゴムシート防水t=1.2

アルミ製押え金物 撤去

アルミ製押え金物 新設

アルミ製押え金物 撤去

アルミ製押え金物 撤去

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽RSL

▽2FL

▽RSL

▽1FL

▽GL

 ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｽ
芯

天端:モルタル金ごてt30 撤去

プレキャスト開渠W700×H700 撤去

段鼻:磁器廻リ止めタイル

巾木:モルタル金ごて押え
モルタル金ごて磨キ目地切

床:特殊防水モルタル塗 目地切

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材　　

屋上手摺根巻き(200×200×H150):ゴムシート防水

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120モルタル塗金ゴテ押え 撤去
　 　　　　　　　　　　　　　　　：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120モルタル塗金ゴテ押え 撤去
　 　　　　　　　　　　　　　　　：別途工事

実験室

実験室

改修前　矩計図　　　1/50

改修後　屋外階段詳細図　　　1/50

改修前　屋外階段詳細図　　　1/50

改修後　矩計図　　　1/50

第4実験室

第8多目的スペース 第8教員室

第5実験室

事務室
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50 Ａ－１４

２０／７７

改修前後　屋内階段詳細図

※A3版の場合は50％縮尺とする

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1

2

3

4
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8
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21

2
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1
14
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17
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19
20

21
22

1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

16

15
16

17
18

19
20

21

既設撤去下地処理の上
塗床 新設

既設撤去下地処理の上
塗床 新設

既設撤去下地処理の上
塗床 新設

段鼻:ノンスリップ金物(ゴム付)新設 段鼻:ノンスリップ金物(ゴム付)新設

手摺
既設下地処理の上UC

角タイプ:既設ケレンの上SOP

既設撤去下地処理の上
塗床 新設

既設撤去下地処理の上
塗床 新設

既設撤去下地処理の上
塗床 新設

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上
EP-G

既設下地処理の上
EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上
EP-T

既設下地処理の上
EP-T

既設下地処理の上
EP-T

既設下地処理の上 EP-T

手摺
既設下地処理の上
UC

ボーダー:人研ボーダー･ササラ
人研

ボーダー･ササラ
既設下地処理
塗床 新設

床:人造石研出
　 クリーニング及び補修

床:人造石研出
　 クリーニング及び補修

手摺:既設下地処理の上 UC

床見切：SUS t=2.0加工 30×20 新設

既設下地処理の上 EP-T

床見切：SUS t=2.0加工 30×20 新設 床見切：SUS t=2.0加工 30×20 新設

蹴上・踏面:既設撤去下地処理の上塗床 新設

蹴上・踏面:既設撤去下地処理の上塗床 新設

床:既設人造石研出 クリーニング及び補修

踏面:既設撤去
　　 下地処理の上
     塗床 新設

ボーダー
既設下地処理
塗床 新設

踏面:既設撤去
　　 下地処理の上
     塗床 新設

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて 新設：別途工事床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて目地切@2,000 新設
：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて目地切@2,000 新設：別途工事
床:既設高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

外部用防滑性塩ビシートt=2.5 張り
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踊場:塗床 踊場:塗床

床:人造石研出 真鍮目地入@900 床:塗床

段鼻:既設真鍮製撤去段鼻:既設真鍮製撤去

手摺
白ラワン積層材
120×55

プラスター塗り

プラスター塗り

プラスター塗り

プラスター塗り

モルタル塗り　VP

プラスター塗り

塗床

人造石研出 真鍮目地入@900

塗床
手摺:白ラワン積層材120×55

プラスター塗り

プラスター塗り 塗床

モルタル塗り　VP

プラスター塗り

プラスター塗り

塗床

モルタル塗り　VP

既設撤去下地処理の上
塗床 新設

既設下地処理の上 EP-T

既設下地処理の上
EP-G

既設下地処理の上
EP-G

プラスター塗り

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽PHRSL

▽RSL

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽RSL

▽PHRSL

プラスター塗り

スチール製ラインマット 撤去

床:人造石研出 撤去
段鼻タイル撤去

床:特殊防水モルタル塗 目地切

床:人造石研出 撤去

床:特殊防水モルタル塗 目地切

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

既設下地処理の上ウレタン塗膜防水複合工法(X-2)

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上外装薄塗材E

外壁：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上防水形複層塗材E

防水モルタルこて押え リシン吹付の上
防水形複層塗材

防水モルタルこて押え

既設下地処理の上
ウレタン塗膜防水複合工法(X-2)

角タイプ:15×15@130

蹴上・踏面:塗床

蹴上・踏面:塗床

手摺:白ラワン積層材
120×55

踏面:塗床
踏面:塗床

アルミ製押え金物 撤去

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

ゴムシート防水t=1.2

既設防水下地処理の上塩ビシート(t=2.0)
防水断熱接着工法(SI-F2)

既設下地処理の上ウレタン塗膜防水複合工法(X-2)

既設防水撤去の上塩ビシート(t=2.0)防水
(SI-F2)

モルタル金ごて磨キ目地切
土間コンクリート 撤去：別途工事

段鼻:磁器廻リ止めタイル 撤去：別途工事

モルタル金ごて磨キ目地切
土間コンクリート 撤去：別途工事

床:モルタル金ごて磨キ目地切 撤去：別途工事

改修前　断面詳細図　　　1/50
改修前　1階平面詳細図　　　1/50

玄　関

玄　関

改修後　1階平面詳細図　　　1/50

改修前　2階平面詳細図　　　1/50

改修後　断面詳細図　　　1/50
改修後　2階平面詳細図　　　1/50
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※A3版の場合は50％縮尺とする
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改修前後　1階平面詳細図(1) Ａ－１５

２１／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

ＬＷ65

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

Ｌ
Ｗ
65

ＬＷ65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
50

ＬＷ50

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
65

上部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
65

ＬＷ65

グラウト圧入

枠付鉄骨ブレース 新設：H-250x250x9x14(SS400)
　　　　　　　　　　　 溶融亜鉛メッキの上DP

RC腰壁t200 新設

改修前　1階平面詳細図(1)　1/50

改修後　1階平面詳細図(1)　1/50

ホワイトボード
(1,800×900) 新設

ホワイトボード(1,800×900) 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ホワイトボード
(1,800×900) 新設

ホワイトボード(1,800×900) 新設

ホワイトボード(1,800×900) 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

流し台(W=900) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=900) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

アルミ水切 新設

アルミ水切 撤去

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

A

2 3 4 5 6 7 81

A

6 7 82 3 41 5

B

B

9,
00
0

4,000 4,000 4,000

15
0

150 150

75 75

3551,48080485 1,600

4,0004,000

15
0

15
0

100

5050

100

5050

175

4,175

355 4851,545 70 1,545 70485 1,545 1,545 355 70355 1,545 1,545 485 70485 1,545 1,545 355

485355 1,480 80 1,600 355 1,4801,600 8070485 1,545 3551,545

355 1,545 70 1,545 485 485 1,545 70 1,545 355

355 1,545 70 1,545 485 485 1,545 70 1,545 355 355 1,600 80 1,480 485

70
0

700

75 75

9,
00
0

4,000 4,000 4,000

15
0

150

75

355485

4,0004,000

15
0

15
0

175

4,175

355 4851,545 70 1,545 70485 1,545 1,545 355 70355 1,545 1,545 485 70485 1,545 1,545 355

4,000

485355 1,480 80 1,600 70

485 1,545 70 1,545 355

70 70

355 1,545 70 1,545 485

65

430 1,600 3001,600

2
6
5

9
00

2
6
5

9
00

300 1,600 70 1,600 1,600801,480 1,600 430300 1,600 430 1,600 1,600 300275 2753,450

4,000

75 75
75
150

175310

175255

2,
70
0

6,
30
0

2,
60
0

1,200 200

30
0

90
0

4,000

4,000

1,
00
0

3,500

3,
50
0

3,500

3,
50
0

160

2
,
1
50

9
8
5

1,320 200

2
,
1
50

9
8
5

40
0

7
5

2
0
0

2
5
0

150 150

1,200 1,2001,600

70
0

150

70
0

3,000

3,
00
0

1,
00
0

1,
90
0

1,000 1,20015
0

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

床:塩ビ系タイル張り 撤去 床:塩ビ系タイル張り 撤去

黒板 撤去(下地共)

床:モルタル塗 撤去

人研作業台 撤去

CB間仕切壁(W=100) 撤去

RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 塗床

木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去

木製建具 撤去

CB間仕切壁(W=100) 撤去

 … 床:土間コンクリートt=120 撤去

RC(W=150)腰壁 撤去

 … 床:土間コンクリートt=120 撤去

CB間仕切壁(W=100) 撤去

 ﾌﾞﾚｰｽ芯

凡　例

 ＬＷ65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 ＬＷ50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

 … 床:土間コンクリート 新設

床:土間コンクリートt=500，砕石t=200 新設
　　　(配筋:D10＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾃ･ﾖｺ共)
　　　※地盤は十分に転圧をする事

土間コンクリートt=120 新設
　　　(配筋:D10＠200 ﾀﾃ･ﾖｺ共)

 … 機械基礎 新設

機械基礎t=300
(配筋:D10＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾃ･ﾖｺ共)

機械基礎t=500
(配筋:D13＠150ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾃ･ﾖｺ共)

床:塩ビ系タイル張り 撤去

第10教員研究室 熱工学実験室 熱工学実験準備室機械力学実験室

第１実験室
(南側：前室)

第１実験室
(南側：光学実験暗室) 第１実験室(北側)

第２実験室
(北側:恒温実験暗室)

第１共有実験室 第２実験室(南側) 第３実験室



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階平面詳細図(2) Ａ－１６

２２／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

上部(H=2,500)ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

上部(H=2,500)ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

枠付鉄骨ブレース 新設：H-250x250x9x14(SS400)
　　　　　　　　　　　 溶融亜鉛メッキの上DP

改修前　1階平面詳細図(2)　1/50

改修後　1階平面詳細図(2)　1/50

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

アルミ水切 新設

アルミ水切 撤去

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

A

11 12 13 14108 9

A

11 12 13 14108 9

B

B

9,
00
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1,
60
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4,000 4,000 4,000 4,000

70 70 70485 1,480 355 355 1,54580 1,600 1,545 485 485 1,545 1,545 355 355 1,545 1,545 485

150

15
0

15
0

70 70 70485 355 355 1,545 1,545 485 485 1,545 1,545 355 355 1,545 1,545 4851,545 70 1,545

4851,480801,6003553551,600801,480485

4,000 4,000

485 1,545 70 1,545 355 355 1,545 70 1,545 485

150

75 75

75 75

150

75 75

1,600 1,500

1,
60
0

1,000

80
0

1,000 1,200

80
0

1,
00
0

9,
00
0

150

75 75

4,000 4,000 4,000

15
0

355485

4,000

15
0

15
0

355 4851,545 70 1,545 70485 1,545 1,545 355 70355 1,545 1,545 485 70485 1,545 1,545 355

485 355 4851,4801,600 80

485 355

485 1,545 70 1,545 355

355 1,545 70 1,545 3551,545 70 1,545 1,545 70 1,545485 485

485 1,480 80 3551,600 1,600801,480

4,000

355 1,545 70 1,545 485

4,000

355 4851,4801,600 80

1,600 1,500

1,
60
0

1,000

80
0

1,000 1,200

1,
00
0

700

2,
20
0

6,
60
0

2,
20
0

6,
60
0

700

6,
49
0

6,
49
0

2,
09
0

2,
09
0

1,
00
0

1,
00
0

40
0

7
5

2
0
0

2
5
0

150
150

VB

床:塗床 撤去

ガス台 撤去

床:塩ビシート張り 撤去

水槽(A)
水深1,900

FL-1,500
FL+500

水勾配

水勾配

水槽(B)

水深900

FL-500
FL+500

FL-500

手摺：スチール製角パイプ OP 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

水槽(A)
水深1,900

FL-1,500
FL+500

水勾配

水勾配

水槽(B)

水深900

FL-500
FL+500

FL-500

木製建具 撤去

木製建具 撤去

人研作業台クリーニング

タラップ　19φ 5段 @300(撤去)

タラップ　19φ 5段 @300(撤去)

凡　例

 ＬＷ65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 ＬＷ50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

 ﾌﾞﾚｰｽ芯

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

内部廻り:既設モルタル下地調整の上
　　　　 ウレタン塗膜防水新設

人研作業台
(下部木製扉･床仕上げ撤去)

人研作業台
(下部木製扉･床仕上げ撤去)

タラップ　19φ 5段 @300(撤去)

人研作業台クリーニング

内部廻り:既設モルタル下地調整の上
　　　　 ウレタン塗膜防水新設

内部廻り:既設モルタル下地調整の上
　　　　 ウレタン塗膜防水新設

タラップ:SUS19φ5段 @300 新設

流体実験室設計工学実験室

第４実験室 第５実験室



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階平面詳細図(3) Ａ－１７

２３／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

上部(H=2,500)ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

上部(H=2,500)ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

上部(H=2,500)ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

枠付鉄骨ブレース 新設：H-250x250x9x14(SS400)
　　　　　　　　　　　 溶融亜鉛メッキの上DP

RC腰壁t200 新設

改修前　1階平面詳細図(3)　1/50

改修後　1階平面詳細図(3)　1/50

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

アルミ水切 新設

アルミ水切 撤去

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ
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00
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485355 1,480 80 1,600 355 48570 355 485 485 355 355 485

150
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4,000

1,545 1,54570 1,480 1,60080 1,480 1,60080 1,545 1,54570

355 355485 4851,545 70 1,545 1,545 70 1,545

430 1,600 3001,600

4,000175

175 4,000

35
0

48570355 1,545 1,545 70

1,
70
0

1,000

500

1,
00
0

1,
00
0

500

1,000

1,
00
0

1,
70
0

15
0

1,
18
0

300200

150 300

3007,000

5,
00
0

21
0

1,
02
0

1,
00
0

1,000

1,
00
0

1,000

3001,600430 1,600

40
0

7
5

2
0
0

2
5
0

1,
70
0

150 150 150

150

70
0

70
0 70
0

床:モルタル塗 撤去 床:塗床 撤去

床:塩ビシート張り 撤去床:塩ビシート張り 撤去

床:塩ビシート張り 撤去

床:塩ビ系タイル張り 撤去 床:モルタル塗 撤去

人研作業台 撤去

人研作業台 撤去

人研作業台 撤去

RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去

アルミパーティション 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 塗床 床:既設撤去 下地処理の上 塗床 床:既設撤去 下地処理の上 塗床 床:既設撤去 下地処理の上 塗床

CB間仕切壁(W=100) 撤去

木製建具 撤去

木製建具 撤去

木製建具 撤去

木製建具 撤去

木製建具
撤去

木製建具 撤去 木製建具
撤去

CB間仕切壁(W=100) 撤去

RC外壁(W=150) 撤去

RC壁(W=150) 撤去

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ 撤去

凡　例

 ＬＷ65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 ＬＷ50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

 … 床:土間コンクリートt=120 撤去

 … 床:土間コンクリートt=120 新設
　　　(配筋:D10＠200 ﾀﾃ･ﾖｺ共)

 ﾌﾞﾚｰｽ芯

排水ピット(W=150,H＝150) 新設

排水桝(300×300,H=150) 新設

排水桝(300×300,H=150) 新設

蓋:縞鋼板t=4.5(孔明け:5φ＠50)
溶融亜鉛メッキ

排水桝(450×450,H=300) 新設
蓋:縞鋼板t=4.5(孔明け:5φ＠50)

溶融亜鉛メッキ

排水ピット(W=150,H=150) 新設
蓋:縞鋼板t=4.5(孔明け:5φ＠50)

溶融亜鉛メッキ

排水桝(450×450,H=300) 新設
蓋:縞鋼板t=4.5(孔明け:5φ＠50)

溶融亜鉛メッキ

床:塗床 撤去

木製建具 撤去

床:モルタル塗 撤去

材料強度実験室 材料強度実験室

オートグラフ室 材料力学実験室

前 室

固体力学実験室

第６実験室 第２共有実験室 第７実験室 第８実験室

精密工学実験室

暗 室 暗 室



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階平面詳細図(4) Ａ－１８

２４／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ
65

枠付鉄骨ブレース 新設：H-250x250x9x14(SS400)
　　　　　　　　　　　 溶融亜鉛メッキの上DP

RC腰壁t200 新設 RC腰壁t200 新設

改修前　1階平面詳細図(4)　1/50

改修後　1階平面詳細図(4)　1/50

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設 ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

アルミ水切 新設

アルミ水切 撤去
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展開方向 Ｂ
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展開方向 Ｂ
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4851,480801,600355355485
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355 355

75 75
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00
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700

675 70 1,5251,525
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70 485 355
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0

70 70485 355 355 1,545 1,545 485 485 1,545 1,545 3551,545 70 1,545

4,000 4,000
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4,150 4,025

355 530801,580 1,480
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0

1,4801,600 80
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30
0

7,
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0

675 70 1,5251,525

300430 300 4301,600 70 1,600 430 3001,600551,615 300 1,600 1,600 430

1,650 2,020
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1,
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0
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0

700
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4,
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床:塩ビ系タイル張り 撤去床:モルタル塗 撤去 床:塩ビ系タイル張り 撤去 床:塩ビ系タイル張り 撤去

RC壁(W=150) 撤去 RC壁(W=150) 撤去

RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 塗床 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

木製建具 撤去

木製建具 撤去

 … 床:土間コンクリートt=120 撤去

CB間仕切壁(W=100) 撤去

CB間仕切壁(W=100) 撤去

人研作業台 撤去 人研作業台 撤去

凡　例

 ＬＷ65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 ＬＷ50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

洗面台W=600(設備工事)

アルミEXP.J 撤去

アルミEXP.J 撤去

 … 床:土間コンクリートt=200 新設
　　　(配筋:D10＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾃ･ﾖｺ共)

 ﾌﾞﾚｰｽ芯

RC壁t=150 新設

人研作業台 撤去

ドラフトチャンバー部分 撤去
(RC･CB壁，木製建具)

知能機械システム実験室機能加工学実験室 第11教員研究室 ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実験室

第８実験室 第９実験室 第11実験室第10実験室



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(1) Ａ－１９

２５／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

アルミパネル

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

画桟 新設

ホワイトボード 新設
1,800×900

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

画桟 新設 画桟 新設

巾木:VH 新設

巾木:VH 新設巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

ホワイトボード 新設
1,800×900

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

巾木:VH 新設

巾木:VH 新設

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

木製カーテンボックス 新設

12 ＢＡＢ Ａ1 2

12 Ｂ

1 2 12Ａ Ａ

1 2 Ｂ
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0
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2
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2
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床:塩ビ系タイル張り 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:有孔ボード VP 撤去(木下地共) 壁:有孔ボード VP 撤去(木下地共)

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：300×300有孔ボード張り　VP

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁：プラスター塗

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

ＣＢ改修前 第10教員研究室 ＤＡ

改修後　第１実験室
(南側：光学実験暗室)

Ｃ

第１実験室
(南側：前室) Ａ ＣＢ

Ａ

Ｄ

Ｂ Ｄ



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(2) Ａ－２０

２６／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

RC腰壁t200 新設
GB下地 EP-G

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

 巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

 巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

 巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

画桟 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

 巾木:VH 新設

画桟 新設

巾木:VH 新設

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

 巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

画桟 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

ホワイトボード 新設
1,800×900

RC腰壁(W=150) 撤去RC腰壁(W=150) 撤去

2 3 4 Ｂ Ａ 234 ＢＡ

2 3

Ｂ2 3
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梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

黒板 撤去掲示板 撤去 掲示板 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

天井：300×300有孔ボード張り　VP

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

床:塩ビ系タイル張り 撤去

梁型：プラスター塗

天井：300×300有孔ボード張り　VP

巾木:モルタル塗 VP H=100 巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ改修前 機械力学実験室

改修後　第１実験室(北側)

改修後　第１実験室(北側前室) Ａ

Ａ

Ａ改修後　第１共有実験室 Ｂ

ＣＢ Ｄ

Ｃ ＤＢ

Ｃ Ｄ



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(3) Ａ－２１

２７／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

木製カーテンボックス 新設

ホワイトボード 新設
1,800×900

ホワイトボード 新設
1,800×900

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

RC腰壁(W=150) 撤去 RC腰壁(W=150) 撤去
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7
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150

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

天井：軽量骨材吹付 天井：軽量骨材吹付梁型：プラスター塗

床:モルタル塗 撤去 床:モルタル塗 撤去 床:モルタル塗 撤去

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

天井：軽量骨材吹付

床:モルタル塗 撤去

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去
壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

天井：軽量骨材吹付 天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP

床:モルタル塗 撤去

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

人研作業台 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100巾木:モルタル塗 VP H=100

ＣＢ改修前 熱工学実験室 Ａ

Ａ ＣＢ Ｄ改修後　第２実験室
(北側:恒温実験暗室)

ＣＡ Ｂ改修後　第２実験室(南側)

Ｄ改修前 熱工学実験室

Ｄ

ＣＢ Ｄ改修前 暗室 Ａ



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(4) Ａ－２２

２８／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

梁型:既設下地処理の上 EP

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

梁型:既設下地処理の上 EP

画桟 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

画桟 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

梁型:既設下地処理の上 EP

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T 天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T 天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T

木製ブラインドボックス
新設

LGS壁新設:GB下地 EP-G

LGS壁新設:GB下地 EP-G

LGS壁新設:GB下地 EP-G

RC腰壁(W=150) 撤去
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巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗

床:モルタル塗 撤去

天井：軽量骨材吹付

人研作業台

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

天井：軽量骨材吹付

壁:プラスター塗

床:塩ビシート張り 撤去

人研作業台

床:塩ビシート張り 撤去

梁型：プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

地袋木製建具 撤去 地袋木製建具 撤去巾木:モルタル塗 VP H=100

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗壁:プラスター塗

人研作業台

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

人研作業台クリーニング 人研作業台クリーニング 人研作業台クリーニング

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

床:モルタル塗 撤去

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

天井：軽量骨材吹付

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

Ａ改修前 熱工学実験準備室

Ａ改修後　第３実験室 Ｂ

改修前 設計工学実験室 ＣＢ ＤＡ

改修後　第４実験室 Ｃ ＤＡ Ｂ

ＣＢ Ｄ

Ｃ Ｄ



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(5) Ａ－２３

２９／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

画桟 新設

巾木:VH 新設 巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP 梁型:既設下地処理の上 EP

画桟 新設

巾木:VH 新設 巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP梁型:既設下地処理の上 EP

木製ブラインドボックス
新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G壁:GB下地 EP-G

天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T 天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T

天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T 天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T

床:既設撤去 下地処理の上 塗床 床:既設撤去 下地処理の上 塗床

床:既設撤去 下地処理の上 塗床床:既設撤去 下地処理の上 塗床

木製ブラインドボックス
新設

LGS壁新設:GB下地 EP-G
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壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

床:塗床 撤去

床:塗床 撤去

ピット:モルタル塗 VP

ピット:モルタル塗 VP

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗

梁型：プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

ＢＡ

Ｃ Ｄ

改修前 流体実験室

改修前 流体実験室

Ａ Ｂ改修後　第５実験室

改修後　第５実験室 Ｃ Ｄ



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(6) Ａ－２４

３０／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

画桟 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

排水ピット(W=150) 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

排水ピット(W=150) 新設

ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

LGS壁新設:GB下地 EP-GLGS壁新設:GB下地 EP-G

RC腰壁(W=150) 撤去CB間仕切壁(W=100) 撤去

建具上部CB壁(W=100)
撤去

16 17 18 161718 ＢＡＢ Ａ

16 17 18 161718Ｂ Ａ ＢＡ

C
H
=
　
 

▽FL

▽FL

C
H
=
　
 

3
,
7
25

8,000 8,000 9,000

10
0

6
0
0

1
,
10
0
1
0
0

9,000

10
0

6
0
0

1
,
10
0
1
0
0

2
,
9
0
0

8,000 8,0009,000

2
,
0
00

9,000

2
,
0
00

1,
00
0

700

2,
50
0

150

床:モルタル塗 撤去 床:モルタル塗 撤去床:塗床 撤去 床:塗床 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

巾木:モルタル塗 VP H=100巾木:モルタル塗 VP H=100巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗梁型：プラスター塗

天井：軽量骨材吹付 天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP壁:モルタル塗 VP壁:モルタル塗 VP 壁:モルタル塗 VP 壁:モルタル塗 VP壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塗床 撤去

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗

床:モルタル塗 撤去

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

改修前 材料強度実験室 Ａ Ｃ ＤＢ

Ａ ＣＢ Ｄ改修後　第６実験室
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(7) Ａ－２５

３１／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設排水ピット(W=150) 新設

ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

LGS壁新設:GB下地 EP-G

LGS壁新設:GB下地 EP-G

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

LGS壁新設:GB下地 EP-G

CB間仕切壁(W=100) 撤去

RC腰壁(W=150) 撤去

建具上部CB壁(W=100)
撤去
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壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

床:塩ビシート張り 撤去 床:塩ビシート張り 撤去

壁：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

天井：軽量骨材吹付

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

天井：軽量骨材吹付

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

天井：軽量骨材吹付

巾木:モルタル塗 VP H=100

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP

床:塩ビシート張り 撤去

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

壁:プラスター塗

床:塩ビシート張り 撤去床:塩ビシート張り 撤去 床:塩ビシート張り 撤去

壁:プラスター塗カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

天井：軽量骨材吹付

床:塩ビ系タイル張り 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP
　　　(スラブ下吹付アスベスト撤去)

天井：300×300有孔ボード張り　VP
　　　(スラブ下吹付アスベスト撤去)

天井：軽量骨材吹付

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：軽量骨材吹付

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去 長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去長押：木製 OP 撤去
壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

床:モルタル塗 撤去

人研作業台 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

梁型：プラスター塗

天井：300×300有孔ボード張り　VP

梁型：プラスター塗

天井：300×300有孔ボード張り　VP

改修前 オートグラフ室 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

改修前 前室 ＣＢ ＤＡ

改修後　第２共有実験室 Ａ ＣＢ Ｄ

改修前 材料力学実験室 Ａ Ｃ ＤＡ

暗 室

Ｂ

暗 室

暗 室
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(8) Ａ－２６

３２／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

GB下地 EP-G
RC腰壁t200 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

木製ブラインドボックス
新設

画桟 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

画桟 新設

床:既設撤去 下地処理の上 塗床

巾木:VH 新設

LGS壁新設:GB下地 EP-G

ポリ合板棚板t=25
200×150 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T 天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T

LGS壁新設:GB下地 EP-G

RC腰壁(W=150) 撤去

Ｂ Ａ ＢＡ20 21 22 22 21 20

21 22 23 212223Ｂ Ａ ＢＡ

Ｂ Ａ ＢＡ22 23 24 24 23 22

2120 2120 2021 ＡＡＢ Ｂ
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150
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壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:モルタル塗り 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

梁型：プラスター塗 梁型：プラスター塗 天井：軽量骨材吹付

壁:プラスター塗カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

床:モルタル塗り 撤去

梁型：プラスター塗

天井：軽量骨材吹付

床:モルタル塗り 撤去

アコーディオンカーテン 撤去

梁型：プラスター塗

天井：軽量骨材吹付天井：軽量骨材吹付

壁:プラスター塗カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

壁:プラスター塗

人研作業台 撤去

床:塩ビ系タイル張り 撤去

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

天井：300×300有孔ボード張り　VP

人研作業台 撤去

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗 壁:プラスター塗

天井：300×300有孔ボード張り　VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

人研作業台 撤去

床:塩ビ系タイル張り 撤去 床:塩ビ系タイル張り 撤去

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP巾木:モルタル塗 VP H=100

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP天井：300×300有孔ボード張り　VP

壁:プラスター塗

長押：木製 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP
長押：木製 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP
長押：木製 OP 撤去

壁:プラスター塗

長押：木製 OP 撤去

床:塩ビ系タイル張り 撤去床:モルタル塗り 床:モルタル塗り 床:モルタル塗り

改修前 固体力学実験室

改修後　第７実験室 Ａ ＣＢ Ｄ

改修前 精密工学実験室 Ａ ＣＢ Ｄ

改修後　第８実験室 Ａ ＣＢ Ｄ

Ａ Ａ

暗 室

Ｃ ＤＢ

暗 室 暗 室
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(9) Ａ－２７

３３／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

GB下地 EP-G
RC腰壁t200 新設

GB下地 EP-G
RC腰壁t200 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

画桟 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T 天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T 天井：既設撤去 下地処理の上 EP-T

RC腰壁(W=150) 撤去 RC腰壁(W=150) 撤去

RC腰壁(W=150) 撤去RC腰壁(W=150) 撤去

23 24 25 Ｂ Ａ 232425 ＢＡ

Ｂ Ａ ＢＡ24 25 26 26 25 24

252627 ＢＡ25 26 27 Ｂ Ａ
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巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

床:モルタル塗り 撤去

アコーディオンカーテン 撤去

天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

床:モルタル塗り 撤去床:モルタル塗り 撤去

梁型：プラスター塗 天井：軽量骨材吹付

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

梁型：プラスター塗 天井：軽量骨材吹付

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

梁型：プラスター塗
壁:プラスター塗 壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

人研作業台 撤去

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

天井：300×300有孔ボード張り　VP

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

床:塩ビ系タイル張り 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

人研作業台 撤去

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

改修前 機能加工学実験室 ＢＡ Ｃ Ｄ

改修後　第９実験室 Ａ ＣＢ Ｄ

改修前 知能機械システム実験室 Ｃ ＤＡ Ｂ
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　1階展開図(10) Ａ－２８

３４／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

RC壁新設:GB下地 EP-G

27 28 2728Ｂ Ａ ＢＡ
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壁:モルタル塗 VP

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

壁:プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

壁:プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去

壁:モルタル塗 VP人研作業台 撤去 人研作業台 撤去 人研作業台 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：300×300有孔ボード張り　VP

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

天井：軽量骨材吹付

梁型：プラスター塗

天井：軽量骨材吹付

床:塩ビ系タイル張り 撤去 床:塩ビ系タイル張り 撤去 床:塩ビ系タイル張り 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

天井：軽量骨材吹付

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

天井：軽量骨材吹付

壁:プラスター塗

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24
200×250 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP
人研作業台 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

壁:プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去 ドラフトチャンバー部分 撤去
(RC･CB壁，木製建具)

改修前 第11教員研究室 Ａ ＣＢ Ｄ

ＣＢＡ改修前 第11実験室 Ｄ

改修後　第10実験室 Ａ ＣＢ Ｄ

改修後　第11実験室 Ｂ ＤＡ Ｃ
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階平面詳細図(1) Ａ－２９

３５／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行
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改修前　2階平面詳細図(1)　1/50

改修後　2階平面詳細図(1)　1/50

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設 ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設 ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設 ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設 ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 ＢＤ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

A

6 7 82 3 41 5

A

6 7 82 3 41 5

B

B

9,
00
0

4,000 4,000 4,000

15
0

150

75 75

3551,48080485 1,600

4,0004,000

15
0

15
0

175

4,175

355 4851,545 70 1,545 70485 1,545 1,545 355 70355 1,545 1,545 485 70485 1,545 1,545 355

4,000

485355 1,480 80 1,600 355 4851,4801,600 8070485 1,545 3551,545

485 1,545 70 1,545 355

355 1,545 70 1,545 485 485 1,545 70 1,545 355 355 1,600 80 1,480 485

355 1,545 70 1,545 485 355 1,545 70 1,545 485

9,
00
0

4,000 4,000 4,000

15
0

4,0004,000

15
0

15
0

175

4,175

355 4851,545 70 1,545 70485 1,545 1,545 355 70355 1,545 1,545 485 70485 1,545 1,545 355

4,000

485355 1,480 80 1,600 70

485 1,545 70 1,545 355

70

355 1,545 70 1,545 485 355 1,545 70 1,545 485

430 1,600 3001,600 1,600 430300 1,600

100

5050

100

5050

1,200300 1,200200 1,200200 1,200200 1,200300

150

7575

70430 1,600 1,600 300

1,200300

4,
50
0

4,
50
0

1,200200

150

75 75

150

75 75

175

175

65 65 65 65 65 65 65

65 65 65 65

1,
85
0

1,
80
0

355 4851,480801,600 485 3551,480 80 1,600 485355 1,480801,600

150150150 150150150150

75 75 75 75

床:塩ビシート張り 撤去

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

黒板 撤去(下地共)

RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去

黒板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

CB間仕切壁(W=100) 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

木製建具 撤去

手摺：スチール製角パイプ DP 新設

凡　例

　ＬＷ65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

　ＬＷ50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

ＴＬＷ65 … 耐火遮音軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り 床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS(木目調)張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS(木目調)張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS(木目調)張り

床：防水モルタル塗 目地切

床：モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
　　外部用防滑性塩ビシートt=2.5 張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS(木目調)張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS(木目調)張り床:既設撤去 下地処理の上 VS(木目調)張り床:既設撤去 下地処理の上 VS(木目調)張り

手摺：スチール製角パイプ OP 撤去

創造工学演習室 多目的実験室 資料調査室

第２教員室第１教員室

第2多目的スペース第1多目的スペース

第３教員室 第４教員室 第５教員室 第６教員室

第3多目的スペース 第4多目的スペース 第5多目的スペース 第6多目的スペース

第７教員室

第7多目的スペース

廊　下

廊　下



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階平面詳細図(2) Ａ－３０

３６／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

Ｌ
Ｗ
65

ＬＷ65 ＬＷ65 ＬＷ65

ＬＷ65
Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
65

ＬＷ65

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
65

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｔ
Ｌ
Ｗ
65

Ｔ
Ｌ
Ｗ
65

Ｔ
Ｌ
Ｗ
65

改修前　2階平面詳細図(2)　1/50

改修後　2階平面詳細図(2)　1/50

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設 ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000)＋コンロ台(W=600) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

流し台(W=1,000) 新設
天板:SUS304,その他:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
内部:ポリ合板(水栓金具:設備工事)

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

展開方向

A

11 12 13 14108 9

A

11 12 13 14108 9

B

B

9,
00
0

4,000 4,000 4,000 4,000

70 70 70485 1,480 355 355 1,54580 1,600 1,545 485 485 1,545 1,545 355 355 1,545 1,545 485

150

15
0

15
0

70 70 70485 355 355 1,545 1,545 485 485 1,545 1,545 355 355 1,545 1,545 4851,545 70 1,545

4851,480801,6003553551,600801,480485

4,000 4,000

485 1,545 70 1,545 355 355 1,545 70 1,545 485

150150

75 75 75 75

75 75

9,
00
0

4,000 4,000 4,000

15
0

355485

4,000

15
0

15
0

355 4851,545 70 1,545 70485 1,545 1,545 355 70355 1,545 1,545 485 70485 1,545 1,545 355

485 355 4851,4801,600 80

485 355

70

355 1,545 70 1,545 3551,545 70 1,545 1,545 70 1,545485 485

1,600801,480

4,000

70

4,000

355 4851,4801,600 80

4,
50
0

4,
50
0

65 65 65

1,2002001,200300 1,200300

150

75 75

1,200200

900

1,600 300430 1,6001,600 430300 1,600

65

3,
00
0

65 65 65 65

65

65 65 65

65

20
0

1,
02
0

485 3551,480 80 1,600

150

150

150150 150

75 75 75

200

RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

黒板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

黒板 撤去(下地共)

凡　例

 ＬＷ65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 ＬＷ50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS(木目調)張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS(木目調)張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS(木目調)張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS(木目調)張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り

床：防水モルタル塗 目地切

床：モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
　　外部用防滑性塩ビシートt=2.5 張り

手摺：スチール製角パイプ OP 撤去

手摺：スチール製角パイプ DP 新設

４Ｅクラスルーム 製図室

第８教員室 第９教員室 第10教員室 第11教員室

第8多目的スペース 第9多目的スペース 第10多目的スペース 第11多目的スペース

事務室

セミナー室

調査資料室

廊　下

廊　下



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階平面詳細図(3) Ａ－３１

３７／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｔ
Ｌ
Ｗ
65

RC腰壁t200 新設 RC腰壁t200 新設 RC腰壁t200 新設

RC腰壁t200 新設

改修前　2階平面詳細図(3)　1/50

改修後　2階平面詳細図(3)　1/50

白板(5,400×1,200) 新設

掲示板(1,200×1,200) 新設

掲示板(900×1,200) 新設

ホワイトボード(900×1,200) 新設

アルミ上り框:10×35

掲示板(1,800×1,200) 新設

スライド黒板(3,600×1,200) 新設

掲示板(1,800×1,200) 新設

掲示板(1,800×1,200) 新設

スライド黒板(3,600×1,200) 新設

掲示板(1,800×1,200) 新設

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

展開方向

A

17 18 19 20 21 22 23

A

17 18 19 20 21 22 23

16

16

B

B

9,
00
0

4,000 4,000 4,000

15
0

355485

4,0004,000

15
0

15
0

355 4851,545 70 1,545 70355 1,545 1,545 485

4,000

485355 1,480 80 1,600 355 485485 355 355 485 485 355 355 4851,480 1,60080 1,480 1,600801,600 80 1,480 1,6001,480 80 1,600801,480 1,480 1,60080

70485 1,545 1,545 355 70485 1,545 1,545 355 355 4851,545 70 1,545 355 355485 4851,545 70 1,545 1,545 70 1,545

150

75 75 5050

100

9,
00
0

4,000 4,000 4,000

15
0

150

75 75

4,0004,000

15
0

15
0

355 4851,545 70 1,545 70485 1,545 1,545 355 355 485

4,000

485355 1,480 80 1,600 70 485 355

4,000 4,000

1,480 1,60080 70

355 355485 4851,545 70 1,545 1,545 70 1,545

430 1,600 3001,600 70 4301,60070300 1,6003001,60070430 1,6004301,535300 1,665

701,610 1,480

175

175

4,000

4,000

300 1,600 4301,600

75

34

1,700

1,
20
0

RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

黒板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

CB間仕切壁(W=100) 撤去 木製仕切壁 撤去
柱：100×100@1,800
間柱：100×100/3@450

木製仕切壁 撤去
柱：100×100@1,800
間柱：100×100/3@450

凡　例

 ＬＷ65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 ＬＷ50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

RC壁(W=150) 撤去

床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り 床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り 床:既設下地共撤去 モルタル下地の上OAフロアー＋TK張り
(一部モルタル下地の上VS張り)

VS

TK
＋

OAフロアー

床：防水モルタル塗 目地切

床：モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
　　外部用防滑性塩ビシートt=2.5 張り

手摺：スチール製角パイプ OP 撤去

手摺：スチール製角パイプ DP 新設

５Ｍクラスルーム 第１教員研究室 第２教員研究室 機械工学科事務室 第３教員研究室 第４教員研究室

製　図　室

廊　下

廊　下

クラスルーム(1) クラスルーム(2)



50

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階平面詳細図(4) Ａ－３２

３８／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｌ
Ｗ
50

Ｔ
Ｌ
Ｗ
65

RC腰壁t200 新設 RC腰壁t200 新設 RC腰壁t200 新設 RC腰壁t200 新設

改修前　2階平面詳細図(4)　1/50

改修後　2階平面詳細図(4)　1/50

ライニング天端:SUS t=2.0 HL 新設

掲示板(1,800×1,200) 新設

スライド黒板(3,600×1,200) 新設

掲示板(1,800×1,200) 新設

ホワイトボード(3,600×1,200) 新設

床補修部分

アルミ上り框:10×35

床コンクリート打による補修部分

RC壁撤去下部、床コンクリート打による補修部分

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

展開方向

A

23 24 25 2726 28 29 30
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23 24 25 2726 28 29 30

B

B

4,000 4,000 4,000

485 1,480 355 35580 1,600 485 485 355

150

15
0

15
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70 70485 355 355 1,545 1,545 485 485 1,545 1,545 3551,545 70 1,545

485355355485

4,000 4,000

485 1,545 70 1,545 355 355 1,545 70 1,545 485

4,150 4,025

355 355 530801,580 1,480

701,535 1,535 530355 355

75 75

9,
00
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1,4801,600 801,480 1,60080 1,600801,480 1,480 1,60080 675 1,5601,480 80

675 70 1,5251,525

4,000 4,000 4,000

70 355

15
0

15
0

70485 355 355 1,545 1,545 485 485 3551,545 70 1,545

4,000 4,000

485 1,545 70 1,545 355 355 1,545 70 1,545 485

4,150 4,025

355 530801,580 1,480

701,535 1,535 530355 355

9,
00
0

70

675 70 1,5251,525

3001,600430 1,600 300 4301,600 70 1,600 300 1,600 1,600 430 620 300485 3551,480 80 1,600 430 1,535 1,61070

701,480 1,610

150

75
75

175

175

1,580 70 1,580

1,250

95070580

150

75

34

RC(W=150)腰壁 撤去 RC(W=150)腰壁 撤去

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

掲示板 撤去(下地共)

木製仕切壁 撤去
柱：100×100@1,800
間柱：100×100/3@450

木製仕切壁 撤去
柱：100×100@1,800
間柱：100×100/3@450

木製仕切壁 撤去
柱：100×100@1,800
間柱：100×100/3@450

木製仕切壁 撤去
柱：100×100@1,800
間柱：100×100/3@450

凡　例

 ＬＷ65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 ＬＷ50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

アルミEXP.J 撤去

床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去 床:塩ビ系タイル張り(モルタル下地共) 撤去

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り 床:既設下地共撤去 モルタル下地の上塗床床:既設下地共撤去 モルタル下地の上OAフロアー＋TK張り
(一部モルタル下地の上VS張り)

黒板 撤去(下地共)

RC壁(W=150) 撤去

アルミEXP.J 撤去

VS

TK
＋

OAフロアー

床：防水モルタル塗 目地切

床：モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修
　　外部用防滑性塩ビシートt=2.5 張り

床仕上げ及び下地撤去部分

RC壁撤去下部、床仕上げ及び下地撤去部分

手摺：スチール製角パイプ OP 撤去

手摺：スチール製角パイプ DP 新設

第５教員研究室 第６教員研究室 第７教員研究室 第８教員研究室 第９教員研究室 ４Ｍクラスルーム

製　図　室 モノ創り工房

廊　下

廊　下

クラスルーム(3)
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階展開図(1) Ａ－３３

３９／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

天井：GB-NC張り

天井：GB-NC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

RC腰壁(W=150) 撤去

1234 ＢＡ
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巾木:モルタル塗 VP H=100

黒板 撤去(下地共)

壁:プラスター塗

掲示板 撤去(下地共)掲示板 撤去(下地共)

巾木:モルタル塗 VP H=100

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

床:塩ビシート張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

床:塩ビシート張り 撤去

壁:モルタル塗 VP 壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

梁型：プラスター塗

壁：プラスター塗

壁：プラスター塗

天井：せっこうボード張り EP

天井：せっこうボード張り EP

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

Ｃ Ｄ

改修前 創造工学演習室 Ａ Ｂ

改修後　第１教員室 CＢ Ｄ

Ａ CＢ

Ａ

Ｄ改修後　第1多目的スペース

改修前 創造工学演習室
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階展開図(2) Ａ－３４

４０／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

巾木:VH 新設

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

RC腰壁(W=150) 撤去RC腰壁(W=150) 撤去
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黒板 撤去(下地共)掲示板 撤去(下地共)

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：せっこうボード張り　EP

壁：プラスター塗

掲示板 撤去(下地共)

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：せっこうボード張り EP

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁：プラスター塗

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

Ｃ Ｄ

改修前 多目的実験室 Ａ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

ＤC

CＡ

Ａ

改修前 多目的実験室

改修後　第４教員室

改修後　第４多目的スペース
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階展開図(3) Ａ－３５

４１／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設巾木:VH 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

巾木:VH 新設

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り
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壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

巾木:モルタル塗 VP H=100

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

掲示板 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：せっこうボード張り　EP

壁：プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：せっこうボード張り　EP

壁：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

天井：せっこうボード張り EP天井：せっこうボード張り EP

壁：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

掲示板 撤去(下地共) 掲示板 撤去(下地共)

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

黒板 撤去(下地共)

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

改修前 資料調査室 ＣＢ Ｄ

改修前 ４Ｅクラスルーム Ａ ＣＢ Ｄ

Ａ

改修後　第８教員室

改修後　第８多目的スペース

Ｂ

Ｂ

Ｄ

ＤC

CＡ

Ａ
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階展開図(4) Ａ－３６

４２／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

画桟 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

画桟 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

画桟 新設

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

巾木:VH 新設

壁:GB下地 EP-G

RC腰壁(W=150) 撤去RC腰壁(W=150) 撤去
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13 14
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壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：せっこうボード張り EP

掲示板 撤去(下地共) 掲示板 撤去(下地共)黒板 撤去(下地共)

壁：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

天井：せっこうボード張り EP

改修前 製図室 Ａ

ＢＡ

Ｂ

改修前 製図室

改修後　事務室 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

セミナー室 Ｂ Ｃ Ｄ 改修後　調査資料室 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

セミナー室 Ａ
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階展開図(5) Ａ－３７

４３／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

RC腰壁t200 新設
GB下地 EP-G

巾木:VH 新設 巾木:VH 新設 巾木:VH 新設

画桟 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

掲示板 新設
1,800×1,200

掲示板 新設
1,800×1,200

スライド黒板 新設
3,600×1,200

天井：ＤＲ張り 天井：ＤＲ張り 天井：ＤＲ張り

天井：ＤＲ張り

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上VS張り

Ｂ Ａ ＢＡ16 17 18 18 17 16

16 17 18 Ｂ Ａ 161718

ＢＡ
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梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：せっこうボード張り　EP

壁：プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：せっこうボード張り　EP

壁：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

掲示板 撤去(下地共) 掲示板 撤去(下地共)

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

黒板 撤去(下地共)

巾木:モルタル塗 VP H=100

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去掲示板 撤去

Ａ ＣＢ Ｄ改修前 ５Ｍクラスルーム

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

改修後　クラスルーム(1)

改修後　クラスルーム(1)
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階展開図(6) Ａ－３８

４４／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

GB下地 EP-G
RC腰壁t200 新設

GB下地 EP-G
RC腰壁t200 新設

RC腰壁t200 新設
GB下地 EP-G

画桟 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

白板 新設
5,400×1,200

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

梁型:既設下地処理の上 EP

梁型:既設下地処理の上 EP

掲示板 新設
1,200×1,200

掲示板 新設
900×1,200

白板 新設
900×1,200

天井：ＤＲ張り

壁:GB下地 EP-G
壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り 床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り床:既設下地共撤去
モルタル下地の上OAフロアー＋TK張り

床:既設下地共撤去
モルタル下地の上OAフロアー＋TK張り

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り 床:既設下地共撤去 モルタル下地の上VS張り 床:既設下地共撤去
モルタル下地の上OAフロアー＋TK張り

RC腰壁(W=150) 撤去
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壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り VP

壁：プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り VP

壁：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り VP

壁：プラスター塗

床:塩ビ系タイル張り 撤去

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：300×300有孔ボード張り VP

壁：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP

長押：木製 OP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁:モルタル塗 VP

長押：木製 OP

長押：木製 OP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

Ａ Ｃ ＤＢ

ＢＡ

Ｃ Ｄ

改修後　製　図　室

改修後　製　図　室

改修前　第３教員研究室

Ａ Ｃ ＤＢ改修前　第６教員研究室
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※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月

改修前後　2階展開図(7) Ａ－３９

４５／７７記

事

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

RC腰壁t200 新設

巾木:VH 新設

ホワイトボード 新設
3,600×1,200

木製スクリーンボックス 新設

巾木:VH 新設

画桟 新設

画桟 新設

天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り 天井：GB-NC張り

巾木:VH 新設

天井：GB-NC張り

ライニング天端:SUS t=2.0 HL
新設

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G

壁:GB下地 EP-G 壁:GB下地 EP-G

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上塗床 床:既設下地共撤去 モルタル下地の上塗床 床:既設下地共撤去 モルタル下地の上塗床

床:既設下地共撤去 モルタル下地の上塗床

282930Ｂ Ａ ＢＡ28 29 30

29 30 2930Ｂ Ａ28 28
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黒板 撤去(下地共)掲示板 撤去(下地共) 掲示板 撤去(下地共)

壁:モルタル塗 VP

梁型：プラスター塗

壁:プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

床:塩ビ系タイル張り 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁：プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：せっこうボード張り EP

床:塩ビ系タイル張り 撤去

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

壁：プラスター塗

カーテンBOXラワンt=24 200×250 OP 撤去

天井：せっこうボード張り EP

壁:プラスター塗

梁型：プラスター塗

壁:モルタル塗 VP

巾木:モルタル塗 VP H=100

長押：木製 OP 撤去

長押：木製 OP 撤去

掲示板 撤去

改修前 ４Ｍクラスルーム Ｂ ＡＡ

改修後　モノ創り工房 Ａ ＣＢ

Ｄ改修後　モノ創り工房
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平成25年7月

改修前後　1階天井伏図 Ａ－４０

４６／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

数量開口補強寸法

1階天井開口補強

600×600（天井点検口）

450×450（天井点検口） 21

ー

B

B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

B B B B B B B B B B B B BB B B B B B B B B B B B B B

B

B B B B B

B

B B BB B B B B B B B B B B B B

B

枠付鉄骨ブレース補強 枠付鉄骨ブレース補強 枠付鉄骨ブレース補強 枠付鉄骨ブレース補強

3

第10教員研究室

CH=3,100

熱工学実験室

熱工学実験準備室

設計工学実験室 流体工学実験室

階段室

6

材料強度実験室

4

4

4 4CH=3,725

CH=3,725 CH=3,725

CH=3,725 CH=3,725

CH=3,725

材料強度実験室

CH=3,725

暗室

材料力学実験室

精密工学実験室

CH=3,100

機能加工学実験室

機能加工学実験室

3 CH=3,100

第11教員研究室

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ実験室

暗室

4 CH=3,725

3 CH=3,100

機械力学実験室

4

4 3

オートグラフ室

CH=3,100 3 CH=3,100

前室

4 CH=3,725

固体力学実験室

3 CH=3,100

4 CH=3,725

4

4 CH=3,725

3 CH=3,100

知能機械ｼｽﾃﾑ実験室

4 CH=3,725

第１実験室
(南側:光学実験暗室)

CH=2,900

CH=2,900

第１実験室(北側)

CH=2,900

第１共有実験室

CH=2,900 CH=2,900

第２実験室(南側)

第２実験室
(北側:恒温実験暗室)

第３実験室

D

C

C C

C C

第４実験室

C CH=2,900

第５実験室

D

第６実験室

C CH=2,900 C CH=2,900

第２共有実験室 第11実験室

C CH=2,900

第８実験室

DC CH=2,900

第７実験室

C CH=2,900

第９実験室 第10実験室

D

第１実験室
(南側：前室)

CH=2,900 CH=2,900

第１実験室
(北側：前室)

E

A

B

C

D

F

階段室

D

CH=3,750 CH=3,750 CH=3,750 CH=3,750

CH=3,750

C C

4 CH=3,725

1
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5
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4

7

B

A

B

A

1 302 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1616 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

B

A

B

A

1 302 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1616 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

62,175

62,175

9,
00
0

7,825 4,175 4,175 3,650 175 4,175 8,000

9,
00
0

9,
00
0

7,825 4,175 4,175 3,650 175 4,175

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,0004,000 4,0254,150

8,000

116,350

9,
00
0

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,0004,000 4,0254,150

116,350

符号

※全て撤去カーテン(ブラインド)ボックス：木製

モルタル刷毛引き目地切アクリルリシン吹付

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材

凡 例

プラスター塗

せっこうボード張　EP

軽量骨材吹付

有孔ボード張　VP

凡 例

符号 仕　上

ブラインド(カーテン)ボックス：木製(W=150)

天井点検口：特記なき限りアルミ製450角

浮き部分調査及び補修,高圧洗浄の上 外装薄塗材E

浮き部分調査及び補修,高圧洗浄の上 防水形複層塗材E 

ＤＲ張り

ＧＢ－ＮＣ張り

既設撤去 下地処理の上 EP-T

2 1

2

2 1

2

2 1

2

2 1

2

2 1

2

77 77777 7 7 7 7 7 7 7 7 7 77

7 77 7

7777 7 7 7 7 7 7 7 7

7 7 7 7

7 77 7

7

F F F F F F F

F F FF FF

F

F F FF

F

F

AB

B

AB

B

AB

B

AB

B

改修前　1階天井伏図　1/100

改修後　1階天井伏図　1/100

梁型 プラスター塗

既設プラスター塗下地処理の上 EP

ドラフトチャンバー部撤去範囲を示す。

天井材(下地共)撤去範囲を示す

天井材(下地共)及びスラブ下吹付アスベスト撤去範囲を示す

7 77



100

平成25年7月

改修前後　2階天井伏図 Ａ－４１

４７／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

数量開口補強寸法

2階天井開口補強

450×450（天井点検口）

600×600（天井点検口）

46

6

B

B B B B B B B B B B B B B

B B B B B B B B B B B B BB B B B B B B B B B B

B B BB B

B

B B

BB

B B

B B B B B B B

B B

B B

B B

B B

PP

P
P

P
P

P
PP
P

P
P

P
P

B

SB

BBBBB

B B

B B B B B B

S
B

階段室

6

前室

4 CH=3,725

固体力学実験室

3 CH=3,100

3 CH=3,100

3 CH=3,100 3 CH=3,100

3 CH=3,100 3 CH=3,100 3 CH=3,100 3 CH=3,100

3 CH=3,100 3 CH=3,100

CH=3,100

創造工学演習室 多目的実験室

資料調査室

４Ｅクラスルーム 製図室 ５Ｍクラスルーム

第１教員研究室

第２教員研究室

機械工学科事務室

第３教員研究室

第４教員研究室

第５教員研究室

第６教員研究室

第７教員研究室

第８教員研究室

第９教員研究室

４Ｍクラスルーム

CH=3,100

CH=3,100

CH=3,100 CH=3,100

CH=3,100

CH=3,100 CH=3,1005 5

5

5 5

CH=3,425

5

3

5

第１教員室

第１多目的スペース

CH=2,580

CH=2,580

C

C

CH=2,580

CH=2,580

C

C

CH=2,580

CH=2,580

C

C

CH=2,580

CH=2,580

C

C

CH=2,580

CH=2,580

C

C

CH=2,580

CH=2,580

C

C

CH=2,580C

第２教員室

第３教員室

第４教員室

第５教員室

第６教員室

第７教員室

第８教員室

第９教員室

第10教員室

第11教員室

事務室

セミナー室

調査資料室

第２多目的スペース

第３多目的スペース

第４多目的スペース

第５多目的スペース

第６多目的スペース

第７多目的スペース

第８多目的スペース

第９多目的スペース

第10多目的スペース

第11多目的スペース

製　図　室 モノ創り工房

C CH=2,580

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C CCH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580

CH=2,580 CH=2,580

E CH=2,900 E CH=2,900CH=2,900

階段室

D CH=3,455

E

A

B

C

D

F

E CH=2,900

クラスルーム(1)

クラスルーム(2)

クラスルーム(3)

C

1

2

3

5

6

4

7

B

A

1 302 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1616 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

B

A

B

A

B

A

1 302 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1616 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

62,175

9,
00
0

9,
00
0

4,175 3,650 175 4,175

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,0004,000 4,0254,150

8,000

116,350

9,
00
0

9,
00
0

4,175 3,650 175 4,175

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,0004,000 4,0254,150

8,000

116,350

符号

※全て撤去カーテン(ブラインド)ボックス：木製

天井材(下地共)撤去範囲を示す

天井材以外の撤去範囲を示す

モルタル刷毛引き目地切アクリルリシン吹付

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材

凡 例

梁型 プラスター塗

プラスター塗

せっこうボード張　EP

軽量骨材吹付

有孔ボード張　VP

2 1

2

2 1

2

2 1

2

2 1

2

2 1

2

77 77777 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

77 7 7 7 7

77 7

77

F

F F

F F F FFFFF

AB

B

AB

B

AB

B

改修前　2階天井伏図　1/100

改修後　2階天井伏図　1/100

ピクチャーレール：アルミ製

FF

天井点検口：特記なき限りアルミ製450角

ブラインド(カーテン)ボックス：木製(W=150)

スクリーンボックス：木製(W=150)

凡 例

符号 仕　上

浮き部分調査及び補修,高圧洗浄の上 外装薄塗材E

浮き部分調査及び補修,高圧洗浄の上 防水形複層塗材E 

ＤＲ張り

ＧＢ－ＮＣ張り

既設撤去 下地処理の上 EP-T

既設プラスター塗下地処理の上 EP

既設プラスター塗撤去
炭素繊維シート大梁補強の上ラスモルタル EP
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Ａ－４２改修前 建具表

４８／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

【建具改修内容凡例】

：撤去建具符号を示す

：ガラス及びアルミパネル取替え建具符号を示す*

*

**

**

701,545 1,545

3,160

10
0

1,
20
0

1,
77
0

47
0

701,545 1,545

3,160

10
0

1,
20
0

1,
77
0

47
0

701,545 1,545

3,160

10
0

1,
20
0

1,
77
0

47
0

701,545 1,545

3,160

10
0

1,
20
0

1,
77
0

47
0

701,545 1,545

3,160

1,
77
0

10
0

1,
00
0

67
0

701,545 1,545

3,160

1,
77
0

10
0

1,
00
0

67
0

701,545 1,545

3,160

1,
77
0

10
0

1,
00
0

67
0

701,545 1,545

3,160

1,
77
0

10
0

1,
00
0

67
0

1,
90
0

900

1,
90
0

800

1,
90
0

900

2,
00
0

1,200

1,200

1,
90
0

2,
00
0

1,800

1,800

2,
00
0

701,545 1,545

3,160

10
0

1,
20
0

1,
77
0

47
0

701,525 1,525

10
0

1,
20
0

1,
77
0

47
0

3,120

701,525 1,525

1,
77
0

10
0

1,
00
0

67
0

3,120

701,535 1,535

1,
77
0

10
0

1,
00
0

67
0

3,140

1,650

10
0

1,
20
0

1,
77
0

47
0

701,545 1,545

3,160

1,
20
0

3,160

1,600801,480

2,
86
0

2,
00
0

10
0
76
0

1,
09
0

1,
77
0

1,
20
0

47
0

10
0

1,480

2,
86
0

2,
00
0

10
0
76
0

8,800

8,800

3,
00
0

3,
00
0

801,480

2,
86
0

2,
00
0

10
0
76
0

3,140

1,580

1,
09
0

1,
77
0

1,
20
0

47
0

10
0

47
0

1,
09
0

1,
77
0

1,
20
0

10
0

2,
86
0

2,
00
0

10
0
76
0

801,480

3,120

1,560

3,290

1,80070 70675 675

2,
58
0

2,
00
0

48
0

10
0

3,160

1,600801,480

2,
86
0

2,
00
0

10
0
76
0

1,
09
0

1,
77
0

1,
20
0

47
0

10
0

3,160

1,600801,480

2,
86
0

2,
00
0

10
0
76
0

1,
09
0

1,
77
0

1,
20
0

47
0

10
0

3,160

1,600801,480

2,
86
0

2,
00
0

10
0
76
0

1,
09
0

1,
77
0

1,
20
0

47
0

10
0

AW

AD アルミ製扉

アルミ製ガラリ

鋼製扉

鋼製シャッター

木製扉

建　具　符　号

SD

SS

WD

AG

アルミ製窓

材　質　記　号
A

ガ　ラ　ス　記　号

W

S 鋼製

(後の数字は厚さmm)

S

K

F

トーメイガラス

強化ガラス

板型ガラス

線入みがき板ガラス(縦線)

網入型板ガラス

熱線吸收ブルー磨ガラスステンレス製建具(ドア)STD

SSD

自動アルミドアー

耐水密サッシ

ガラリ付

仕様性能は：

EAD

T

G

AT

フロート板ガラス(透明)

木製

アルミニウム製

FL

PW

FW

HP

SUS ステンレス製

建　具　表　凡　例

ステンレス製扉

３

耐風　240㎏/㎡以上　2m h・㎡以下
水密性　50kgf/㎡以上とする.
アルミニウム性建具は、アルマイト処理とする.

A 1

A

A

ガラス及び
アルミパネル
全て撤去

F-4

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

換気扇取付又は配管貫通

AW
1B

F-4

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

AW
2

AW
1A

AW
2A

AW
3

ガラス及び
アルミパネル
全て撤去

ガラス及び
アルミパネル
全て撤去

1

1 1 ガラス全て撤去 F-4

AW
4

A F-4ガラス全て撤去1 1

AW
A F-4ガラス全て撤去1 1

5

A ガラス全て撤去
AW
6

1 1

F-4A ガラス全て撤去
1
AW AW

A ガラス全て撤去11

A 2A

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

A

換気扇取付又は配管貫通

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

5

1
AW

75

5

枠共全て撤去

枠共全て撤去

17

6

F-4ガラス全て撤去A 10 F-4

AW
1A

S-5

S-5

換気扇取付又は配管貫通

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

F-4

換気扇取付又は配管貫通

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

AW
2

A

WD
枠共全て撤去W

1

WD
2

枠共全て撤去W 5 1

WD
枠共全て撤去W

3

F-4

6

4 4

WD
4

F-4

WD
5

WD
6

WD
7

2

W 1 1 F-4

W 1 1

W 1 1 F-4

W 1 1

AW
2A

F-41 1A

7
17

6

10

13 13

11

A
AD

FIX

枠共全て撤去
2

S-5

A
AD

S-5
1

1 1

FIX

換気扇取付又は配管貫通

1 1A

パネル

パネル

1 1

AP
1

1
AK

S 枠共全て撤去

枠共全て撤去

パネル
ポリ合板

AD

FIX

A 21 1
3

S-5

FIX

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

AD
4

A 21 1 S-5

ASD
A S-5･PW6.8

1

扉：SUS製框 HL

FIXFIX

S-5 S-5 S-5 S-5

PW6.8 PW6.8

FIXFIX FIX

1 1 2

A
AD

枠共全て撤去
2A

FIX

S-5

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

A
AD

FIX

S-5

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

A
AD

4

FIX

S-5

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

2B

2C

枠共全て撤去

枠共全て撤去

枠共全て撤去

枠共全て撤去

123 9

2 2

8 7 15

2 6

枠以外撤去及び
開き部下枠撤去
(カバー工法用)

枠以外撤去及び
開き部下枠撤去
(カバー工法用)

枠以外撤去及び
開き部下枠撤去
(カバー工法用)

枠以外撤去及び
開き部下枠撤去
(カバー工法用)

枠以外撤去及び
開き部下枠撤去
(カバー工法用)

枠以外撤去
(カバー工法用)

枠以外撤去
(カバー工法用)

枠以外撤去
(カバー工法用)

符号 ガラス仕上及び備考型　式

数　量

計2F

符号 ガラス仕上及び備考材料

数　量

計1F 2F

ガラス仕上及び備考型　式 材料

数　量

計1F 2F

ガラス仕上及び備考材料

数　量

計1F 2F

型　式 型　式

1F

材料 符号 符号

PHFRF PHF PHF
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Ａ－４３新設･改修建具表(1)

４９／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す

…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す

…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す

…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す

…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

使用場所

改修内容

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

使用場所

改修内容

記号　数量

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

使用場所

改修内容

記号　数量

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

使用場所

改修内容

記号　数量

記号　数量

姿図　寸法

姿図　寸法

姿図　寸法

姿図　寸法

【建具改修内容凡例】

：新設建具符号を示す

ＡＤ：アルミ製戸

ＡＷ：アルミ製窓

ＡＧ：アルミガラリ

ＳＤ：スチール製戸

【建具符号】

ＬＳＤ：スチール製軽量戸

ＦＬ：フロート板ガラス

Ｆ　：型板ガラス

ＰＷ：網入り磨き板ガラス

ＦＷ：網入り型板ガラス

【ガラス符号】

ＴＬ：強化ガラス

：既設クリーニング建具符号を示す

：既設クリーニング及び錠取替え建具符号を示す

：ガラス及びアルミパネル取替え建具符号を示す

【一般事項】

10.ブラインドボックスはＭＤＦt=25 SOPとする

 1. 建具寸法は、現場にて再調整の上、決定とする

 2. 特記なき限り、建具金物はSUS製とする

 3. 既設クリーニング建具は全て、開閉調整・シーリング打替え

　  を行うこと（AD-2･3は除く）

 4. 両開き･親子開き建具は特記なき限り、

　  フランス落し･順位調整器付とする

 5. 既設改修建具の錠は全て取替とする(マスターキー対応)

 6．アルミ製建具の仕上は特記なき限り、

    陽極酸化塗装複合皮膜とする

 7. アルミパネル仕様はアルミ樹脂複合板

　  (発砲スチロールサンドイッチ)t=18とする

 8. アルミパネル穴加工は設備工事とする

 9.木製額縁米栂t=25 SOPとする
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可動ステンレス製網戸付

70

カバー工法

クラスルーム、モノ創り工房

アルミ　2段2連引違い窓

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

新設

70

モノ創り工房

アルミ　2段2連引違い窓

1

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

可動ステンレス製網戸付

新設

70

アルミ　2段2連引違い窓

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

4

クラスルーム、製図室

新設

70

アルミ　2段2連引違い窓

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

1

第２共有実験室

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

新設

70

アルミ　2段2連引違い窓

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

1

クラスルーム

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

付属金物一式

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

1

アルミ　ランマFIX片袖引違い 両開きフラッシュ戸

第8実験室

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

付属金物一式

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

1

FIX

FIX

製図室

シリンダー錠、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

新設

可動ステンレス製網戸付

新設

アルミ　ランマFIX片袖引違い＋FIX 両開きフラッシュ戸

シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

FIX

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付

FIXFIX

70

TLｧ5

戸当りゴム(指詰め防止)、SUS製沓摺り、付属金物一式

カバー工法

FIXFIX FIX

アルミ　ランマ･両袖FIX 引き分けハンガー戸

2

1･2階 階段室

飛散防止フィルム貼り

ｵｰﾄｸﾛｰｻﾞｰ、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ、衝突防止マーク：SUS丸型30φ
ｽﾃﾝﾚｽ引棒(L=600)、ﾛｯﾄﾞ式引戸錠、戸当り、無目(ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ仕様）

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

カバー工法

FIX

3

第4･7･10実験室

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

カバー工法

FIX

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

5

第6実験室、第1共有実験室、クラスルーム、製図室

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

カバー工法

FIX

1

第4実験室

70

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

カバー工法

1

第11実験室

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

FIX

70

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

可動ステンレス製網戸付

カバー工法

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

FIX

70

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

カバー工法

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

FIX

70

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

カバー工法

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

モノ創り工房

1

第11実験室

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

第11実験室

1

FIX FIX

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

新設

アルミ　ランマFIX 2連親子開きフラッシュ戸

クラスルーム、モノ創り工房

2

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

FIX

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

FIX

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

3

第9･10実験室、クラスルーム

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

FIX

6

新設

可動ステンレス製網戸付

新設

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

FIX

新設

第3･6実験室

2

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

FIX

第9実験室

1

新設

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

新設

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

第2実験室(南側)、第7実験室、第2第共有実験室、事務室

4

FIX

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

カバー工法

可動ステンレス製網戸付

2

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

カバー工法

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

FIX

9

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

第1実験室(南側)、第1･3･4･7･8･9･10多目的スペース、調査資料室第2実験室(南側)、第5実験室

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

FIX

第1実験室(北側)、第2･5･6･11多目的スペース、第1共有実験室

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

付属金物一式

無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付

付属金物一式

無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付 無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

カバー工法

FIX

1

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

第5実験室

無目付けアルミブラインドボックス、可動ステンレス製網戸付

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切、SUS製沓摺り

カバー工法

1

1階　階段室

アルミ　ランマFIX 親子開きフラッシュ戸

FLｧ5

FIX

1

スチール　軽量バランスシャッター

スラット:カラー鋼板 t0.4

中柱、付属金物一式

採光窓:ポリカーボネートt1.6(200×25)

新設

第３実験室

採光窓

ガイドレール、座板、シャッターケース、スライド式シャッター錠
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新設･改修建具表(2)

５０／７７

Ａ－４４

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す

…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す …ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す…ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを示す

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

使用場所

改修内容

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

使用場所

改修内容

記号　数量

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

使用場所

改修内容

記号　数量

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

使用場所

改修内容

記号　数量

記号　数量

姿図　寸法

姿図　寸法

姿図　寸法

姿図　寸法

【建具改修内容凡例】

：新設建具符号を示す

ＡＤ：アルミ製戸

ＡＷ：アルミ製窓

ＡＧ：アルミガラリ

ＳＤ：スチール製戸

【建具符号】

ＬＳＤ：スチール製軽量戸

ＦＬ：フロート板ガラス

Ｆ　：型板ガラス

ＰＷ：網入り磨き板ガラス

ＦＷ：網入り型板ガラス

【ガラス符号】

ＴＬ：強化ガラス

：既設クリーニング建具符号を示す

：既設クリーニング及び錠取替え建具符号を示す

：ガラス及びアルミパネル取替え建具符号を示す

【一般事項】

10.ブラインドボックスはＭＤＦt=25 SOPとする

 1. 建具寸法は、現場にて再調整の上、決定とする

 2. 特記なき限り、建具金物はSUS製とする

 3. 既設クリーニング建具は全て、開閉調整・シーリング打替え

　  を行うこと（AD-2･3は除く）

 4. 両開き･親子開き建具は特記なき限り、

　  フランス落し･順位調整器付とする

 5. 既設改修建具の錠は全て取替とする(マスターキー対応)

 6．アルミ製建具の仕上は特記なき限り、

    陽極酸化塗装複合皮膜とする

 7. アルミパネル仕様はアルミ樹脂複合板

　  (発砲スチロールサンドイッチ)t=18とする

 8. アルミパネル穴加工は設備工事とする

 9.木製額縁米栂t=25 SOPとする
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70

ガラス、アタッチメント、可動ステンレス製網戸取替

アルミ　2連引違い窓

第10実験室

1

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

1

70

ガラス、アタッチメント、可動ステンレス製網戸取替

アルミ　2段引違い窓

第11実験室

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

無目付けアルミブラインドボックス

アルミ　2段2連引違い窓

70

1

モノ創り工房

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

ガラス､アルミパネル､アタッチメント､可動ステンレス製網戸取替

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

無目付けアルミブラインドボックス

アルミ　2段2連引違い窓

70

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

3

第5･8実験室

アルミ　2段2連引違い窓

70

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

アルミ　2段2連引違い窓

70

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

4

第1～10実験室、第1･2共有実験室第1実験室(南側)、第5･6･10実験室

1

ガラス､アルミパネル､アタッチメント､可動ステンレス製網戸取替 ガラス､アルミパネル､アタッチメント､可動ステンレス製網戸取替

アルミ　2段2連引違い窓

70

第1～11教員室、事務室、セミナー、クラスルーム、製図室

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

ガラス､アルミパネル､アタッチメント､可動ステンレス製網戸取替

アルミ　2段2連引違い窓

70

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

ガラス､アルミパネル､アタッチメント､可動ステンレス製網戸取替

21 2

アルミ　2段2連引違い窓

70

1

第11実験室

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

製図室

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

アルミ　2段2連引違い窓

70

1

モノ創り工房

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

ガラス､アルミパネル､アタッチメント､可動ステンレス製網戸取替 ガラス､アルミパネル､アタッチメント､可動ステンレス製網戸取替

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

ガラス、アタッチメント、可動ステンレス製網戸取替

無目付けアルミブラインドボックス 無目付けアルミブラインドボックス 無目付けアルミブラインドボックス 無目付けアルミブラインドボックス 無目付けアルミブラインドボックス

アルミ　2段2連引違い窓

70

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

16

第1～9実験室、第1･2共有実験室

ガラス､アルミパネル､アタッチメント､可動ステンレス製網戸取替

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

無目付けアルミブラインドボックス

新設

軽量スチール　親子開き戸

レバーハンドル、丁番、ドアチェック、シリンダー本締り錠

焼付塗装 40(扉)

第１実験室(南側)

11

新設

軽量スチール　親子開き戸

レバーハンドル、丁番、ドアチェック、シリンダー本締り錠

焼付塗装 40(扉)

FLｧ5

各教員室(各多目的スペース)

新設

レバーハンドル、丁番、ドアチェック、シリンダー本締り錠

焼付塗装 40(扉)

FLｧ5

軽量スチール　片開き戸

フランス落し、戸当り、付属金物一式

第1実験室(北･南側)、第1共有実験室、セミナー室(調査資料室)

41

木製カーテンボックス

フランス落し、戸当り、付属金物一式 戸当り、付属金物一式

－

焼付塗装 40(扉)

新設

軽量スチール　引違い戸

第2実験室

1

引手、下車、埋込SUS製レール、引違い用鎌錠

新設

焼付塗装 40(扉)

TLｧ5

第1実験室(北側)

新設

焼付塗装 40(扉)

TLｧ5

事務室(セミナー室)

1

木製カーテンボックス

1

新設

焼付塗装 40(扉)

軽量スチール　片引き戸

第2共有実験室(第6実験室)

1

軽量スチール　片引き戸 軽量スチール　片引き戸

ﾛｯﾄﾞ式引戸錠、戸当りゴム、付属金物一式ﾛｯﾄﾞ式引戸錠、戸当りゴム、付属金物一式 ﾛｯﾄﾞ式引戸錠、戸当りゴム、付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ引棒(L=600)、戸当り、下車、埋込SUS製Vレール ｽﾃﾝﾚｽ引棒(L=600)、戸当り、下車、埋込SUS製Vレール ｽﾃﾝﾚｽ引棒(L=600)、下車、埋込SUS製Vレール

－

70

Fｧ4

PH階 階段室

アルミ　引違い窓

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

アルミ　2段2連引違い窓

70

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

1

1階　男子便所

アルミ　2段2連引違い窓

70

1

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

アルミ　2段2連引違い窓

70

1

複層ｶﾞﾗｽ（FLｧ3+空気層ｧ6+FLｧ3)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=18

クリーニング クリーニング クリーニング クリーニング

2階　階段室 2階　男子便所

換気扇 換気扇

無目付けアルミブラインドボックス、アルミ二重水切 撤去･新設

FIX

70

レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

アルミ　ランマFIX片袖引違い 親子開きフラッシュ戸

Fｧ4

シリンダー錠、フランス落し、アルミ二重水切
SUS製沓摺り、付属金物一式

クリーニング、シリンダー錠取替え

PH階 階段室

70

Fｧ4

FIX

アルミ　ランマFIX 親子開きフラッシュ戸

1

クリーニング

1階 男子便所

70

Fｧ4

クリーニング

3

1･2階 女子便所、2階 男子便所

アルミ　ランマFIX 片開きフラッシュ戸

付属金物一式

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切 レバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当りレバーハンドル、丁番、ドアチェック(ストッパー付)、戸当り

シリンダー錠、SUS製沓摺り、ガラリ、付属金物一式付属金物一式
シリンダー錠、フランス落し、SUS製沓摺り、ガラリ

FIX

1
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5
アルミ建具詳細図

５１／７７

Ａ－４５

※A3版の場合は50％縮尺とする

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図
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納まり詳細1　（カバー工法による改修）　　　　　　　　　　1/5 納まり詳細3　（撤去 新設）　　　　　　　　　　1/5納まり詳細2　（壁断熱改修に伴う、額縁・カーテンボックスの改修）　　　　　　　　　　1/5

北面　無目付けブラインドボックス詳細　　　　　　　　　　1/5

新設　アルミ建具

既存サッシ枠

新設　アルミ建具 腰窓部を示す

新設　アルミ水切

既存サッシ枠

下枠：ステンレス2.0t

下枠ハツリ取りの上新設

新設　アルミ建具

既存サッシ枠

既存サッシ枠

新設　アルミ建具

新設　アルミ建具

腰窓部を示す

新設　アルミ建具

下枠：ステンレス2.0t

下枠ハツリ取りの上新設

断熱パネル

ブラインドボックス：アルミ形材

外 部
外 部

内 部

内 

部

外 

部

内 

部

外 

部

内 

部

外 

部

外 部

内 部

内 部
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2･10
平面ホワイトボード　詳細図

５２／７７

Ａ－４６

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

アルミ枠

アルミ粉受ケ

取付金物

塩ビサイドキャップ

平面ホワイトボード

ﾗﾜﾝ合板 t=5.5

アルミ粉受ケ

FL

壁仕上ゲ面(別途)

アルミ枠平面ホワイトボード

(暗線入)

W1,800×H900・1,200

アルミ枠

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ t=0.55
(暗線入)

平
面
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

取付金物
＠900以内

＠900以内

壁仕上ゲ面

(別途)

Ｌ
Ｇ
Ｓ

アルミ粉受ケ

取付金物

平面ホワイトボード

　

　

　

Ｌ
Ｇ
Ｓ

ﾏｰｶｰﾎﾞｯｸｽ

アルミ粉受ケ

壁仕上ゲ面(別途)

ｽﾁｰﾙ製ﾌｯｸ付 ＠600以内

ｱﾙﾐ製ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾗﾜﾝ合板 t=5.5

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ t=0.55

　

　

　

　

　

ｱﾙﾐ製ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾏｰｶｰﾎﾞｯｸｽ

　

　

＠900以内

壁仕上ゲ面
(別途)

アルミ枠

塩ビサイドキャップ

取付金物
＠900以内

平
面
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド アルミ枠平面ホワイトボード

(暗線入・ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ付)

W3,600・5,400×H1,200

20

Ｗ=1,800

20

64
30

5.
5

94

20

6430

5.5

5

FL

Ｈ
＝
90
0・
1,
20
0

20

20

Ｗ=1,800

2020

20

Ｈ
＝
90
0・
1,
20
0

20

Ｗ=3,600・5,400

20

30
84

11
4

5.
5

Ｈ
＝
1,
20
0

20

FL

20

5.5

30 84

5

20

20

20

20

Ｗ=3,600・5,400FL

Ｈ
＝
1,
20
0

平面ホワイトボードW1,800×H900･1,200　詳細図　　　　　　　　　　1/2･10　（参考図）

平面ホワイトボードW3,600･5,400×H1,200　詳細図　　　　　　　　　　1/2･10　（参考図）

平面詳細図 S:1/2

断面詳細図 S:1/2

正面図 S:1/10

平面詳細図 S:1/2

正面図 S:1/10

断面詳細図 S:1/2
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2･10
平面ホワイトボード＋掲示板，掲示板　詳細図

５３／７７

Ａ－４７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

アルミ粉受ケ

塩ビサイドキャップ

平面ホワイトボード 掲　示　板

Ｔｼﾞｮｲﾝﾄ

Ｌ
Ｇ
Ｓ

アルミ粉受ケ

ﾗﾜﾝ合板 t=5.5

(暗線入)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ t=0.55

ＦＬ

壁仕上ゲ面(建築工事)

掲
　
示
　
板

Ｌ
Ｇ
Ｓ

壁仕上ゲ面(建築工事)

EP合板 t=5.5

掲示板ｼｰﾄ貼

(ﾋﾟﾝ・ﾏｸﾞﾈｯﾄ共用)
平
面
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

壁仕上ゲ面
(別途)

取付金物
L-30×55× 32× 2.7巾 厚

＠900以内

アルミ枠アルミ枠

アルミ枠

ＦＬ

L-30×55× 32× 2.7
＠900以内

取付金物
巾 厚L-30×55× 32× 2.7

＠900以内

巾 厚

取付金物

(暗線入)

アルミ枠掲示板
アルミ枠平面ホワイトボード

(ﾋﾟﾝ・ﾏｸﾞﾈｯﾄ共用)

W1,800×H1,200

Ｔｼﾞｮｲﾝﾄ

ＦＬ

アルミ枠

掲　示　板

掲
　
示
　
板

Ｌ
Ｇ
Ｓ

壁仕上ゲ面(建築工事)

EP合板 t=5.5

掲示板ｼｰﾄ貼

ＦＬ

アルミ枠掲示板

(ﾋﾟﾝ・ﾏｸﾞﾈｯﾄ共用)

W1,200・1,800×H1,200

アルミ枠

(ﾋﾟﾝ・ﾏｸﾞﾈｯﾄ共用)

L-30×55× 32× 2.7
＠900以内

巾 厚

取付金物

壁仕上ゲ面

(建築工事)

取付金物

L-30×55× 32× 2.7

＠900以内

巾 厚

94

64
30

5.
5 30

5.
5

5

20
20

5.5

30

5

5.5

30 64
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20

Ｈ
＝
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Ｈ
＝
1,
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0

20 20 20
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Ｗ＝1,800
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1,
20
0

2020

20
20

900

1,800

900

20
Ｗ＝1,200・1,800

20

30

5.
5

5

Ｈ
＝
1,
20
0

20
20

30

5.5

5

1,
20
0

20

20

20

20

Ｗ=1,200・1,800FL

平面ホワイトボード＋掲示板W1,800×H1,200　詳細図　　　　　　　　　　1/2･10　（参考図）

掲示板ドW1,200･1,800×H1,200　詳細図　　　　　　　　　　1/2･10　（参考図）

断面詳細図 S:1/2 断面詳細図 S:1/2

平面詳細図 S:1/2

正面図 S:1/10

正面図 S:1/10

平面詳細図 S:1/2
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スライド黒板　詳細図
4･6･20

５４／７７

Ａ－４８

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

　

▼FL

昇降パイプ 
 31.8×1.6t

Ｌ
Ｇ
Ｓ

スプリング

ＵＤメカ

ﾎﾞﾙﾄ W3/8

ﾎﾞﾙﾄ W3/8

ﾎﾞﾙﾄ W3/8

角座

角座

角座

平面黒板

板面：ﾎｰﾛｰｸﾞﾘｰﾝ平面黒板

　

　

　

　

　

　

　

アルミ粉受

ブレーキハンドル

粉落し穴φ25

昇降フレーム Ｗ六角ナット W3/8

Ｃ型 2.3t

取付平金具 3.2t

下地：ベニヤ 5.5t

アルミ粉受ケ

平面ホーローグリーン黒板

板面：ホーローグリーン平面黒板 t0.4(暗線入)

　
ボルト W3/8

昇降パイプ 

ＵＤメカ

ｱﾙﾐ製ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ｽﾁｰﾙ製ﾌｯｸ付 ＠600以内

UDﾒｶ：ｽﾁｰﾙ焼付塗装

チョークＢＯＸ

ｱﾙﾐ製ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ハンドル

ﾁｮｰｸﾎﾞｯｸｽ

ＬＧＳｽﾀｯﾄﾞ補強(別途)

スプリングワッシャー

ワッシャー

 31.8×1.6t

粉受サイドキャップ

アルミ枠
角ﾊﾟｰﾂ付

(暗線入)

SUS 1.0×16φ

スライドメカニック

FL

30
0

3,600

2,447

30
22
0

22
0

30
35
0

35
0

30
0

30
0

1,
20
0

FL

472,400

2,494

47
30
0

3,560

(取付ﾋﾟｯﾁ)

47

200

70

1,800

3,600

1,800

2,447（取付ピッチ）

（ＵＤメカ）

5.
5

30
84

11
4

20
20

114

3084

14

20

6

35
0

30
30

50
0

22
0

22
0

35
0

黒
板
Ｈ
＝
1.
20
0

スライド黒板W3,600×H1,200　詳細図　　　　　　　　　　1/4･6･20　（参考図）

　

　

　

全体図 S=1/20

平面詳細図 S=1/4

ＵＤスライド平面黒板　断面図 S=1/6
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部分詳細図(1)
10

５５／７７

Ａ－４９

※A3版の場合は50％縮尺とする

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

GB-R t12.5

外壁面：既設モルタル下地,断熱材t=35吹付

GB-F t12.5

既設RCスラブ･梁下端

スタッド：LGS65型

シーリング(ボード毎)

SUS t=2.0 HL

パッキン材(木)

シーリング

木製額縁

巾木:VH

巾木:VH

スタッド：LGS65型

GB-R-H t9.5

GB-R t12.5

GB-R t12.5

GB-R t=9.5 EP-G

GB-R-H t9.5の上 EP-G

断熱材t=35吹付

既設防水モルタル撤去・復旧

ＦＢ-3×30加工＠900 SOP
合板t=9

木：180×25 SOP

補強材:C-60x30x10x2.3

スチール 焼付塗装

モルタルt=30の上 塗床
土間コンクリートｔ＝200(ﾀﾃ･ﾖｺD10＠200W)

防湿シートt=0.1
砂敷きt=20
砕石t=150

ポリスチレンフォーム保温板t=30

既設鉄筋にフレアー溶接(L=400)

GB-R t=9.5 EP-G
GB-R t=12.5
LGS65型下地

LGS65型下地

GB-R-H t9.5

スタッド：LGS65型

補強材:C-60x30x10x2.3

LGS65型下地
GB-R t=12.5
GB-R t=9.5 EP-G

LGS65型下地
GB-R t=12.5
GB-R t=9.5 EP-G

スタッド：LGS50形

ﾀﾃ･ﾖｺ共D10＠200W

GB-R t=12.5
GB-R t=9.5 EP-G

GB-R t=12.5
GB-R t=9.5 EP-G

LGS65型下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上
防水型複層塗材E

補強材:C-60x30x10x2.3

SUS埋込み(V型)レール

GB-R t12.5

GB-R-H t9.5の上 EP-G

GB-R t12.5

既設モルタル塗り下地処理

GB-R-H t9.5の上 EP-G

ビス止め＠360

GB-R-H t9.5

補強金物
スタッド：LGS50型

GB-R t12.5

スタッド：LGS50型

既設モルタル塗り下地処理

断熱材t=35吹付

スタッド：LGS65型

画桟：米栂 70×30 SOP

GB-R-H t=9.5

耐火シーリング(ボード毎)

耐火シーリング(ボード毎)

GB-F t=12.5

GB-R-H t=9.5

グラスウールt50充填

外壁面：既設モルタル下地,断熱材t=35吹付

GB-F t=12.5

耐火シーリング(ボード毎)

グラスウールt=50充填

既設RCスラブ･梁下端

スタッド：LGS65形 スタッド：LGS65形

打継面目荒らし

耐水合板 t=12下地

スタッド：LGS75型

化粧ケイ酸カルシウム板t=6.0

補強材:C-60x30x10x2.3

D10@200

1-D10

1-D10 1-D10

耐火シーリング(ボード毎)

耐火シーリング(ボード毎)

見切 40x120米栂 SOP
壁見切 25x50米栂
　　　 SOP

2
,
0
00

7
0

ＦＬより

※吉野石膏：遮音システム S12･I同等
　耐火1時間：FP060NP-0200、遮音：SOI-0112

縞鋼板ｔ＝4.5(孔明け:5φ＠50)

手掛ステンレス

※鉄部は溶融亜鉛メッキとする

1-D13

ﾀﾃ・ﾖｺ共 D10-@200

モルタルの上防塵塗装

D10@200

1-D10

SUS304 t=5

Ｌ－30×30×6

アンカ－＠500
縞鋼板ｔ＝4.5(孔明け:5φ＠50)

力骨：FBー30×6

縞鋼板ｔ＝4.5(孔明け:5φ＠50)

力骨：FBー30×6

※鉄部は溶融亜鉛メッキとする

力骨：FBー30×6

1-D13

ﾀﾃ・ﾖｺ共 D10-@200

手掛ステンレス

モルタルの上防塵塗装

303 303
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15
0

12
0
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17 17300
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12
0
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0
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0

100

17
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17

50
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100 35
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12.5

65
12.5
9.5

75 75

119

9.5

12.5

75

12.5

9.5

1
1
9

9
.
5 1
2.
57
5 1
2
.
59
.
5

140 10

150

4.
5

1/10

新設 土間コンクリート(t=200)廻り詳細図新設RC(t=200)腰壁詳細図 1/10 1/10

1/10

1/10ライニング詳細図 スチール建具枠・カーテンボックス詳細図

断面図

断面図

平面図

平面図平面図

アルミ建具枠・間仕切壁詳細図

1/10

1/10

スチール建具枠(引き戸)詳細図

A

A

Ａ部  1/5

排水ピット・桝 詳細図

ＬＷ(LGS65型間仕切壁)詳細図

断面図

外壁面断面詳細図 1/10 1/10既設RC・CB壁断面詳細図1/10ＴＬＷ(耐火遮音)壁詳細図

1/10

1/10画桟詳細図

断面図

平面図

＠
60
0
以
内
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部分詳細図(2)
10

５６／７７

Ａ－５０

※A3版の場合は50％縮尺とする

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

塩ビ樹脂系シート(高反射シート t=2.0)
二トリルゴム系接着剤

塩ビ鋼板

ウレタン系シール
(塩ビ用変成ｼﾘｺｰﾝｼｰﾘﾝｸﾞ張り)

※ 床面金ゴテ押さえ要す

配線路の増設やコンセントを収納します。

主要構成マット。マットをナイフで切断し

入線部に使用します。 ナイフで切断して壁際部に使用します。

ベースマット，フィードインマット 断面詳細図

超高強度軽量コンクリート配線路７０ｍｍ×２５ｍｍ（１，７５０ｍｍ） 配線路１２６ｍｍ×２４．３ｍｍ（３０６１．８ｍｍ）

配線路カバー（無鉛カチオン塗装鋼板）
難燃樹脂（特殊ポリプロピレン）

深溝部ナイフカット可 リサイクル樹脂

アルミ製押え水切り　65×40
塩ビ用変成シリコーンシール材
防水端末用ブチルゴムテープ

二トリルゴム系接着剤
硬質ウレタンフォーム
変成シリコーンエポキシ樹脂系接着剤
(部分接着)

塩ビ樹脂系シート（高反射シート t=2.0）

既存防水層

ボーダーカバー

（間仕切り）

ボーダーシート

ボーダーマット

壁

ベースマット

壁・ボーダー部取合図

上り框取合部詳細図

タイルカ－ペット

ボーダーマット２９

アルミ上り框

ボ－ダ－部断面図

（端部取合詳細図）

二トリルゴム系接着剤

変成シリコーンエポキシ樹脂系接着剤
(部分接着)

塩ビ樹脂系シート（高反射シート t=2.0）

硬質ウレタンフォーム

樹脂モルタル(レベル調整)
接合部:既設防水及び下地撤去

立上り用ウレタン材
ガラスメッシュ
立上り用ウレタン材

立上り用ウレタン材

ウレタン系シーリング(防水施工後)

塩ビシート用アクリルウレタン系2液硬化型プライマー

ＯＴシール

アクリル粘着付きＰＥテープ

塩ビ樹脂系シート(高反射シートｔ＝2.0)

二トリルゴム系接着剤

塩ビ被覆鋼板（塩ビ用変成シリコーンシール貼り）
塩ビシート用アクリルウレタン系
2液硬化型プライマー（2回塗り）

アクリルウレタン系
保護塗料

タイルカーペット

ボーダーカバー ボーダーマット ベースマット

モルタル塗りの上
防水型複層塗材E

モルタル塗りの上
防水型複層塗材E

移動中柱

ボンデ鋼板t＝1.6加工 DP

シーリング

防水形複層塗材E
既設撤去の上シーリング 新設

立上り部:既設防水及び下地撤去

カプセル型接着系アンカー 2-M8(埋込み深さ100mm)

カプセル型接着系アンカー 2-M8(埋込み深さ100mm)

手摺:100×50×2.3溶融亜鉛メッキの上DP

支柱:32×32×1.6  @2,000溶融亜鉛メッキの上DP

B.PL-4.5 溶融亜鉛メッキの上DP
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平場･立上り部

パラペット天端

屋根防水 詳細図

OAフロア 詳細図

1/10

1/10新設 2階廊下手摺 詳細図

スラブ接合部

手摺基礎部

1/101/10 シャッター廻り 詳細図EXP.J撤去部 詳細図

1/10　（参考図）

29

ベースマット フィードインマット ボーダーマット

2 2



平成25年7月

20･30･50
部分詳細図(3)・撤去詳細図

５７／７７

Ａ－５１

※A3版の場合は50％縮尺とする

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

番号縮尺

総数日付工事名称

図面名称担当

業務名

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図事

記
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

1

ポンプ釜場
(500×500×5300)

砕石敷きt=120

土間コンクリートこて押えt=120
(配筋：ﾀﾃﾖｺ共D10-＠200)

 … ドラフトチャンバー撤去部分を示す。

タラップ:SUS19φ(W=300)3段 新設
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200

9φ-150@

モルタル塗金ゴテ

▽GL

人造石研出し

W=650

防水モルタル塗

40×180 OP

硬質石綿板 t=3 VP
40×120

モルタル塗VP

40×180 OP

板 t=24 OP

板 t=18 OP取外可能トスル

40×180 補強鉄筋9φ300@ 

▽GL

9φ-ヨコ150@ タテ300@

柱芯

40×180 OP

モルタル金コテ磨き

▽FL

20φ

桧 t=35

水槽(A)
水深1,900

水槽(A)
水深1,900
FL+500
FL-1,500

水槽(B)
水深900

FL-500
FL+500

水槽(B)

水深900

FL-500
FL+500

水勾配 20φ FL-400

FL-500

人研クリーニング 人研クリーニング

ピット(A)断面詳細図　1/30

RC隔壁 撤去

モルタル塗刷毛引リシン吹付仕上

ダクト:別途工事

ダクト:別途工事

ダクト:別途工事

ピット(B)断面詳細図　1/30

改修前　設計工学実験室

100×36

9φ-150@ 人造石研出し

▽GL

引違 耐水ベニヤフラッシュ

100×36

9φ-150@

▽GL

引違 耐水ベニヤフラッシュ

改修前　その他の室

人造石研出し

 … 撤去部分を示す。  … 撤去部分を示す。

床面撤去部分モルタルにて補修床面撤去部分モルタルにて補修

壁面撤去部分モルタルにて補修

床面撤去部分モルタルにて補修

内部廻り 既設モルタル下地調整の上ウレタン塗膜防水(X-2)新設

既設モルタル下地調整の上
ウレタン塗膜防水(X-2)新設

内部廻り 既設モルタル下地調整の上ウレタン塗膜防水(X-2)新設

既設下地調整の上
ウレタン塗膜防水(X-2)
新設

既設 作業台詳細図既設 作業台(下部扉付)詳細図 1/30 1/30

ピット

1/20既設ドラフトチャンバー詳細図

男子便所下部ピット詳細図 1/50

2
,
9
2
0

第5実験室ピット 詳細図 1/30

床：300角タイル張り
モルタル下地

幅木：VB床：300角タイル張り
モルタル下地

男子便所
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改修前後　外構配置図
200 Ａ－５２

５８／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

200 200 200 200 200 200

2
0
0

2
5
0

200200

200 200 200 200
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200
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150 150

200

150

150200

100100

300

±0

-380 -200

-100-100

-100
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-100

-150

-100

-150

-380

-300

-200 -150

-200

-150
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-200

-100

±0

-200

±0

A

B

AA

A A

B BB B B

A

C

D D

BBBB B

A

B

C

D

A

B

雨水桝 撤去：別途工事
雨水排水管 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事
雨水桝 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事
雨水桝 撤去：別途工事 雨水桝 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事
雨水桝 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事 雨水排水管 撤去：別途工事
雨水桝 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事

1FLからのレベルを示す

1FLからのレベルを示す

凡 例 内 容

改修建物

凡 例 内 容

改修建物

コンクリート舗装t=100＋アスファルト舗装 撤去（592㎡）
：別途工事

コンクリート舗装 撤去（7㎡）：別途工事

犬走りコンクリートt=120，段鼻:タイル 撤去（261㎡）
：別途工事

現場打ちL型(300)側溝，車歩道境界ブロック 撤去（134ｍ）
：別途工事

既製コンクリート側溝(W=500) 撤去（56ｍ）：別途工事

植樹4本 撤去(ｶｲｽﾞｶｲﾌﾞｷ:樹高=4.2m,枝張=2.5m)：別途工事

コンクリート雨水桝(450×450)鉄蓋 撤去：別途工事

既製コンクリート雨水桝(300×300,グレーチング蓋共) 撤去
：別途工事

U字溝(W=300,グレーチング蓋共) 撤去：別途工事

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120(Fc18-15-25,ﾀﾃﾖｺ共D10@200) 新設(309㎡)
：別途工事

既設コンクリート下地処理の上モルタル金ごて(3㎡):別途工事

排水管(数値は管径)：別途工事

雨水桝540×440(L型用) 新設：別途工事

雨水桝600×600 新設：別途工事

既設雨水桝 縞鋼板蓋(溶融亜鉛メッキ) 新設：別途工事

排水管(数値は管径)：別途工事

コンクリート蒸気ピット 撤去（25㎡）

既製コンクリートL型側溝W=250 新設（264ｍ）：別途工事

アスファルト舗装 新設（556㎡）：別途工事

化粧玉砂利(砕石)t=40敷き 新設（20㎡）：別途工事

地先境界ブロック150×150 新設（30ｍ）：別途工事

空調室外機ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎(t=200 Fc18-15-25,ﾀﾃﾖｺ共D10@200W)
新設(22㎡)

植樹6本 撤去(アオギリ:樹高=5.0m,枝張=3.0m)

1 302 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1616 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
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改修前　外構配置図　　　1/200

改修後　外構配置図　　　1/200

クリエーションセンター前キュービクルまで（L=31ｍ）：別途工事

クリエーションセンター前キュービクルまで（L=31ｍ）：別途工事



平成25年7月

外構詳細図
10 Ａ－５３

５９／７７

※A3版の場合は50％縮尺とする

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

ﾀﾃ･ﾖｺ共D10＠200W

コンクリート

空練ﾓﾙﾀﾙ

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

捨てコンクリート

車歩道境界ブロック(150×200×600)

化粧玉砂利(砕石)t=40敷き

地先境界ブロック(150×170×200) 新設

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

コンクリート18-8-25

（路床）

目地　深さ50＠2,000

タテヨコ共D10＠200

コンクリート18-15-25

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

（路盤）

（路床）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

再生密粒度アスファルト混合物

コンクリート18-15-25

再生クラッシャラン
切込砂利又は切込砕石

既製コンクリートL形側溝

Ｌ－50×50×6

コンクリート桝蓋250用

コンクリート角桝540×440×300

敷きモルタル

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

縞鋼板ｔ＝4.5(孔明け:5φ＠100)

Ｌ－50×50×6

力骨：FBー50×6

取手：●－9

力骨：FBー50×6

コンクリート桝蓋600用

敷きモルタル

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

コンクリート角桝600×600×300

底板コンクリート18-8-25

捨てコンクリート18-8-25

底板コンクリート18-8-25

捨てコンクリート18-8-25

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

敷きモルタル

U字溝(W=300)

Ｕ字溝用スチール製グレーチング
受けつばアングルＬ５０×５０×６

プレキャスト開渠W700×H700

天端:モルタル金ごてt=30

モルタル金ごてt=30

コンクリート製蒸気ピット

側面塞ぎ:CBt=120(C種)

底板コンクリート

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

捨てコンクリート

敷きモルタル

コンクリート角桝300×300×300

かさ上げスチール製グレーチング(W=500)

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

敷きモルタル

既製コンクリート側溝

かさ上げスチール製グレーチング(430×430)

不陸整正

化粧玉砂利(砕石)t=40敷き
：別途工事
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※鉄部は溶融亜鉛メッキとする

▽GL

1/10 1/10 1/10

1/10 1/10 1/10 1/10 1/10

1/10 1/10 1/10 1/10

1/10

土間コンクリートt=120：別途工事 アスファルト舗装（車道部）：別途工事 既製コンクリートL型側溝W=250：別途工事

雨水桝540×440(L型用)：別途工事 雨水桝600×600：別途工事 既設雨水桝450×450 蓋：別途工事

A　撤去　現場打ちL型(300)側溝，車歩道境界ブロック：別途工事 B　撤去　既製コンクリート側溝(W=500)：別途工事 撤去　既製コンクリート雨水桝(300×300)：別途工事

撤去　U字溝(W=300)：別途工事

コンクリート製蒸気ピット 側面塞ぎ

地先境界ブロック150×150：別途工事 空調室外機ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

取手：●－9



100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

改修前　基礎伏図

ピット

ピット

１５通りまで
４,０００

床点検口
６００角

１７通りまで
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Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１
１

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２
１

Ｆ
Ｇ
２
１

Ｆ
Ｇ
１
２

Ｆ
Ｇ
１
３

ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡＦＧＡ' ＦＧＡ ＦＧＡ

ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ'ＦＧＡ

ＦＧＡ２１ＦＧＡ２１ＦＧＡ２１

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢＦＧＢ' ＦＧＢ ＦＧＢ

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ'ＦＧＢ

ＦＧＢ２１ ＦＧＢ２１ ＦＧＢ２１

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

Ｆｇ４

Ｆｇ５

Ｆｇ５

１１１ ２

２２

１２

２１

３ １３

２３

４ １４

２４

５ １５

２５

６ １６

１６ ２６

７

１７ ２７

８

１８ ２８

９

１９ ２９

１０

２０ ３０

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

基 礎 伏 図 （ 改 修 前 ） 　 　 　 １ /１ ０ ０

ＦＧＢ１１ ＦＧＢ１２

ＦＧＢ１１' ＦＧＢ１２'

腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去

腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去

Ｗ
１
５
０
壁
撤
去

Ｗ
１
５
０
壁
撤
去

Ｗ
１
５
０
壁
撤
去

ＥＸＰ.Ｊ(アルミ製)撤去

既存開口閉塞済み

Ｃ
Ｂ
１
０
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｃ
Ｂ
１
０
０

Ｃ
Ｂ
１
０
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ１５０

Ｗ
１
５
０

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

腰壁撤去

１１６,３５０

１１６,３５０

壁・開口部新設

Ｓ－０１

土間コンクリ－ト撤去

土間コンクリ－ト撤去
t=１２０

土間コンクリ－ト撤去
t=１２０

土間コンクリ－ト撤去

t=１２０

t=１２０

土間コンクリ－ト撤去
t=１２０

土間コンクリ－ト撤去
t=１２０

腰壁撤去

ＥＸＰ.Ｊ(アルミ製)撤去 W150撤去

６０／７７

９
,０
０
０

９
,０
０
０

４,１７５ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５



100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

改修前　2階梁伏図

１５通りまで
４,０００

１７通りまで
４,０００

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１ Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ
１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１'Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１１

Ｃ１１

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２２Ｃ２２

Ｃ２'Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２１Ｃ２１

Ｃ１２

Ｃ１２'

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ１３

Ｃ１３

Ｃ２３

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４

Ｃ２４

Ｃ５ Ｃ５

Ｃ５

Ｃ６Ｃ６

Ｃ６

ＣＢ１００撤去

Ｃ
Ｂ
１
０
０
撤
去

Ｃ
Ｂ
１
０
０
撤
去

Ｃ
Ｂ
１
０
０
撤
去

Ｃ
Ｂ
１
０
０
撤
去

Ｃ
Ｂ
１
０
０
撤
去

Ｃ
Ｂ
１
０
０
撤
去

Ｃ
Ｂ
１
０
０
撤
去

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１
１

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２
１

Ｇ
２
１

Ｇ
１
２

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
１
３

Ｇ
２
３

Ｇ
２
３

Ｇ
２
３

Ｇ
１
４

Ｇ
１
４

Ｇ
１
５

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ'ＧＡ

ＧＡ２２ＧＡ２２ＧＡ２２

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢＧＢ' ＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ'ＧＢ

ＧＢ２２ＧＢ２２ＧＢ２２

ＤＮ

ＤＮ

ＤＮ

ＤＮ

ＵＰ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

１１１

２２

２

２１

１２３ １３

２３

４ １４

２４

５ １５

２５

６

１６

１６

２６

７

１７ ２７

８

１８ ２８

９

１９ ２９

１０

２０ ３０

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

２ 階 梁 伏 図 （ 改 修 前 ） 　 　 １ /１ ０ ０

ＧＢ１１' ＧＢ１２'

ＧＢ１１ ＧＢ１２

ＧＡ

腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去

腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去腰壁撤去

Ｗ
１
５
０
壁
撤
去

Ｗ
１
５
０
壁
撤
去

既存開口閉塞済み

ＥＸＰ.Ｊ(アルミ製)撤去

ＥＸＰ.Ｊ(アルミ製)撤去

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

註）特記なき限り、下記による。

腰壁撤去

１１６,３５０

１１６,３５０

Ｓ－０２

Ｇ
３

スラブ一体化（詳細図による。）

Ｇ
２

スラブ一体化（詳細図による。）

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

２. 印は壁撤去前に支保工を設置する箇所を示す。

支保工１本当たりの荷重は５０kNとする。

６１／７７

９
,０
０
０

９
,０
０
０

４,１７５ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５



100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

改修前　R階梁伏図

１５通りまで
４,０００

１７通りまで
４,０００

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１ Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ
１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１
１

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２
２

Ｇ
２
１

Ｇ
２
１

Ｇ
１
２

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
１
３

Ｇ
２
３

Ｇ
２
３

Ｇ
２
３

Ｇ
１
４

Ｇ
１
４

Ｇ
１
５

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ'ＧＡ

ＧＡ２２ＧＡ２２ＧＡ２２

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢＧＢ

ＧＢ２２ＧＢ２２ＧＢ２２

ＤＮ

ＤＮ

Ｒ
Ｃ
パ
ラ
ッ
ペ
ト
立
上
り
 撤
去

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

１１１

２２

２

２１

１２３ １３

２３

４ １４

２４

５ １５

１５

２５

６

１６

１６

１６

２６

７

１７ ２７

８

１８ ２８

９

１９ ２９

１０

２０ ３０

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｒ 階 梁 伏 図 （ 改 修 前 ） 　 　 １ /１ ０ ０

Ｐ Ｈ 階 梁 伏 図 （ 改 修 前 ） 　 　 １ /１ ０ ０

ＧＢ１１ ＧＢ１２

ＧＢ１１' ＧＢ１２'ＧＢ

ＧＡ

ＧＢ

ＥＸＰ.Ｊ(アルミ製)撤去

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

１１６,３５０

１１６,３５０

スラブ一体化（詳細図による。）

Ｓ－０３

Ｇ
３

スラブ一体化（詳細図による。）

ＥＸＰ.Ｊ(アルミ製)撤去

６２／７７

９
,０
０
０

４,１７５ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５

９
,０
０
０

１７５ ３,６５０ １７５

４,０００

６
,２
５
０



100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

１５通りまで
４,０００

床点検口
６００角

１１６,３５０

１１６,３５０

１７通りまで
４,０００

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１'Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１１

Ｃ１１

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２２Ｃ２２

Ｃ２'Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２１Ｃ２１

Ｃ１２

Ｃ１２'

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ１３

Ｃ１３

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４

Ｃ２４

Ｃ５ Ｃ５

Ｃ５

Ｃ６Ｃ６

Ｃ６

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１Ｆ１

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１１Ｆ１１Ｆ１'

Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２Ｆ２Ｆ２２Ｆ２２

Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２

Ｆ２１Ｆ２１

Ｆ１２ Ｆ１２

Ｆ３ Ｆ３ Ｆ３Ｆ３

Ｆ３ Ｆ３ Ｆ３

Ｆ２３

Ｆ４ Ｆ４Ｆ４

Ｆ４ Ｆ４ Ｆ４

Ｆ２４

Ｆ５

Ｆ６ Ｆ６

Ｆ６

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１
１

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２
１

Ｆ
Ｇ
２
１

Ｆ
Ｇ
１
２

Ｆ
Ｇ
１
３

ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡＦＧＡ' ＦＧＡ ＦＧＡ

ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ'ＦＧＡ

ＦＧＡ２１ＦＧＡ２１

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢＦＧＢ' ＦＧＢ ＦＧＢ

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ'ＦＧＢ

ＦＧＢ２１ ＦＧＢ２１ ＦＧＢ２１

ＥＸＰ.Ｊ(アルミ製)

ＥＸＰ.Ｊ(アルミ製)

Ｆｇ４

Ｆｇ５

Ｆｇ５

１１１ ２

２２

１２

２１

３ １３

２３

４ １４

２４

５ １５

２５

６ １６

１６ ２６

７

１７ ２７

８

１８ ２８

９

１９ ２９

１０

２０ ３０

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ
ＦＧＢ１１ ＦＧＢ１２

ＦＧＢ１１' ＦＧＢ１２'

ＵＰ

ＵＰ

腰壁新設 腰壁新設腰壁新設

ＵＰ

ピット

ピット

腰壁新設

ＦＧＡ

Ｃ１

ＦＧＡ

Ｃ１

ＦＧＡ

Ｃ１

Ｃ２３

ＦＧＡ２１

鉄骨ブレ－ス補強鉄骨ブレ－ス補強

鉄骨ブレ－ス補強 鉄骨ブレ－ス補強

Ｃ
Ｂ
１
０
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｃ
Ｂ
１
０
０

Ｃ
Ｂ
１
０
０

改修後　基礎伏図

基 礎 伏 図 （ 改 修 後 ） 　 　 　 １ /１ ０ ０

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

Ｓ－０４

t=１２０

t=２００
土間コンクリ－ト新設

土間コンクリ－ト新設
t=１２０

土間コンクリ－ト新設

t=５００
土間コンクリ－ト新設

土間コンクリ－ト新設
t=１２０

土間コンクリ－ト新設
t=１２０

ＲＣ壁閉塞

６３／７７

９
,０
０
０

９
,０
０
０

４,１７５ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５
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事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

１５通りまで
４,０００

１１６,３５０

１１６,３５０

１７通りまで
４,０００

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１ Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ
１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１'Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１１

Ｃ１１

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２２Ｃ２２

Ｃ２'Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２１Ｃ２１

Ｃ１２

Ｃ１２'

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ１３

Ｃ１３

Ｃ２３

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４

Ｃ２４

Ｃ５ Ｃ５

Ｃ５

Ｃ６Ｃ６

Ｃ６

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１
１

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２
１

Ｇ
２
１

Ｇ
１
２

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
１
３

Ｇ
２
３

Ｇ
２
３

Ｇ
２
３

Ｇ
１
４

Ｇ
１
４

Ｇ
１
５

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ'ＧＡ

ＧＡ２２ＧＡ２２ＧＡ２２

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢＧＢ' ＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ'ＧＢ

ＧＢ２２ＧＢ２２ＧＢ２２

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

１１１

２２

２

２１

１２３ １３

２３

４ １４

２４

５ １５

２５

６

１６

１６

２６

７

１７ ２７

８

１８ ２８

９

１９ ２９

１０

２０ ３０

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ＧＢ１１' ＧＢ１２'

ＧＢ１１ ＧＢ１２

ＧＡ

ＤＮ

ＤＮ

ＵＰ

ＤＮ

ＤＮ

腰壁新設腰壁新設腰壁新設

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

Ｗ
１
５
０

２ 階 梁 伏 図 （ 改 修 後 ） 　 　 １ /１ ０ ０

改修後　2階梁伏図

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

腰壁新設 腰壁新設 腰壁新設

Ｓ－０５

腰壁新設腰壁新設

コンクリート打設

コンクリート打設

６４／７７

９
,０
０
０

９
,０
０
０

４,１７５ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５
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事
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番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

１５通りまで
４,０００

１１６,３５０

１１６,３５０

１７通りまで
４,０００

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１ Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ
１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｂ２１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１
１

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２

Ｇ
２
２

Ｇ
２
１

Ｇ
２
１

Ｇ
１
２

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
３

Ｇ
１
３

Ｇ
２
３

Ｇ
２
３

Ｇ
２
３

Ｇ
１
４

Ｇ
１
４

Ｇ
１
５

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ'ＧＡ

ＧＡ２２ＧＡ２２ＧＡ２２

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢＧＢ

ＧＢ２２ＧＢ２２ＧＢ２２

ＤＮ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

１１１

２２

２

２１

１２３ １３

２３

４ １４

２４

５ １５

１５

２５

６

１６

１６

１６

２６

７

１７ ２７

８

１８ ２８

９

１９ ２９

１０

２０ ３０

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ＧＢ１１ ＧＢ１２

ＧＢ１１' ＧＢ１２'ＧＢ

ＧＡ

ＧＢ

ＤＮ

Ｐ Ｈ 階 梁 伏 図 （ 改 修 後 ） 　 　 １ /１ ０ ０

Ｒ 階 梁 伏 図 （ 改 修 後 ） 　 　 １ /１ ０ ０

改修後　R階梁伏図

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

Ｓ－０６

コンクリート打設

炭素繊維シート補強

炭素繊維シート補強

炭素繊維シート補強

炭素繊維シート補強

コンクリート打設

６５／７７

９
,０
０
０

４,１７５ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５

９
,０
０
０

１７５ ３,６５０ １７５

４,０００

６
,２
５
０
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事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

１５通りまで
４,０００

１７通りまで
４,０００

Ｆ２ Ｆ４ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２Ｆ４ Ｆ４Ｆ２Ｆ２Ｆ６

Ｆ２ Ｆ２Ｆ４ Ｆ６ Ｆ６Ｆ２ Ｆ２Ｆ２ Ｆ２ Ｆ４ Ｆ６Ｆ４Ｆ２

Ｆ２’

改修前　軸組図-１

通りＡ １/１００軸 組 図 -１

通りＡ １/１００軸 組 図 -２

Ｆ２４

１１６,３５０

１ １１２ １２３ １３４ １４５ ６ ７ ８ ９ １０ １５ １６

Ｆ２２ Ｆ２２

Ｆ１２Ｆ１２

２２２１ ２３ ２４ ２５１６ ２６１７ ２７

４,１７５

１８ ２８１９ ２９２０ ３０

４,０００ ４,０００

１１６,３５０

Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ１２' Ｃ１３Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ６

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ４ Ｃ４ Ｃ６Ｃ６Ｃ２２Ｃ２２ Ｃ４Ｃ２４

Ｃ２Ｃ２

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

２. 斜線部：既存腰壁撤去位置を示す。

３.ＲＣ部材撤去後は、防錆処理を施すこと。

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢＧＢＧＢ

ＧＢＧＢ

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ

ＧＢ

ＦＧＢ２１ ＦＧＢ２１ ＦＧＢ２１

ＧＢ２１ ＧＢ２１

ＧＢ２１ＧＢ２１ＧＢ２１

ＧＢ２１

ＦＧＢ１１’ ＦＧＢ１２’

ＧＢ１１’

ＧＢ１１’

ＧＢ１２’

ＧＢ１２’ ＧＢ１２’

ＧＢ

ＧＢ

Ｓ－０７

Ｃ２' Ｃ１１

パラペット撤去

６６／７７

７
,９
５
０

３
０
０

３
,９
０
０

３
,６
０
０

１
５
０

１
,６
０
０

７
,９
５
０

３
０
０

３
,９
０
０

３
,６
０
０

１
５
０

１
,６
０
０

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００



100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

１６通りまで
４,０００

１４通りまで
４,０００

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ３ Ｆ３ Ｆ３Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１Ｆ５ Ｆ１

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１Ｆ３ Ｆ３ Ｆ５Ｆ１Ｆ３Ｆ１ Ｆ１ Ｆ５Ｆ１Ｆ３Ｆ１３ Ｆ１１

Ｆ１ Ｆ１’

改修前　軸組図-２

通り １/１００軸 組 図 -１

通り １/１００

Ｂ

Ｂ 軸 組 図 -２

１ １１２ １２３ １３４ １４５ １５６ ７ ８ ９ １０

Ｆ１１ Ｆ１１

２２２１ ２３ ２４１５ ２５１６ ２６１７ ２７

４,１７５

１８ ２８１９ ２９２０ ３０

４,０００４,０００

Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ１２' Ｃ１３Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４Ｃ５ Ｃ５

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１Ｃ３ Ｃ３ Ｃ５Ｃ１Ｃ２１Ｃ２１ Ｃ３Ｃ２３

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

２. 斜線部：既存腰壁撤去位置を示す。

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ

ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ

ＧＡ

ＧＡＧＡＧＡ

ＧＡＧＡ

ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ

ＦＧＡＦＧＡ

ＧＡＧＡ

ＧＡＧＡ

ＦＧＢ１１ ＦＧＢ１２

ＧＢ１１

ＧＢ１１

ＧＢ１２

ＧＢ１２

Ｓ－０８

Ｃ１１Ｃ２'

パラペット撤去

３.ＲＣ部材撤去後は、防錆処理を施すこと。

斜線部：ＲＣ壁開口閉塞位置を示す。４.

６７／７７

１１６,３５０

７
,９
５
０

３
０
０

３
,９
０
０

３
,６
０
０

１
５
０

１
,６
０
０

７
,９
５
０

３
０
０

３
,９
０
０

３
,６
０
０

１
５
０

１
,６
０
０

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

１１６,３５０

４,０００４,０００

２
,６
５
０

１
０
０



100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

１５通りまで
４,０００

１７通りまで
４,０００

Ｆ２ Ｆ４ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２Ｆ４ Ｆ４Ｆ２Ｆ２Ｆ６

Ｆ２ Ｆ２Ｆ４ Ｆ６ Ｆ６Ｆ２ Ｆ２Ｆ２ Ｆ２ Ｆ４ Ｆ６Ｆ４Ｆ２

Ｆ２’

通りＡ １/１００軸 組 図 -１

通りＡ １/１００軸 組 図 -２

Ｆ２４

１１６,３５０

１ １１２ １２３ １３４ １４５ ６ ７ ８ ９ １０ １５ １６

Ｆ２２ Ｆ２２

Ｆ１２Ｆ１２

２２２１ ２３ ２４ ２５１６ ２６１７ ２７

４,１７５

１８ ２８１９ ２９２０ ３０

４,０００ ４,０００

１１６,３５０

Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ１２' Ｃ１３Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ６ Ｃ１１Ｃ２'

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ４ Ｃ４ Ｃ６Ｃ６Ｃ２２Ｃ２２ Ｃ４Ｃ２４

改修後　軸組図-１

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ

ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢ ＧＢＧＢＧＢ

ＧＢＧＢ

ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ ＦＧＢ

ＧＢ

ＦＧＢ２１ ＦＧＢ２１ ＦＧＢ２１

ＧＢ２１ ＧＢ２１

ＧＢ２１ＧＢ２１ＧＢ２１

ＧＢ２１

ＦＧＢ１１’ ＦＧＢ１２’

ＧＢ１１’

ＧＢ１１’

ＧＢ１２’

ＧＢ１２’ ＧＢ１２’

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

２. 斜線部：腰壁新設位置を示す。

Ｓ－０９

６８／７７

７
,９
５
０

３
０
０

３
,９
０
０

３
,６
０
０

１
５
０

１
,６
０
０

７
,９
５
０

３
０
０

３
,９
０
０

３
,６
０
０

１
５
０

１
,６
０
０

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００



100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

１６通りまで
４,０００

１４通りまで
４,０００

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ３ Ｆ３ Ｆ３Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１Ｆ５ Ｆ１

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１Ｆ３ Ｆ３ Ｆ５Ｆ１Ｆ３Ｆ１ Ｆ１ Ｆ５Ｆ１Ｆ３Ｆ１３ Ｆ１１

Ｆ１ Ｆ１’

通り １/１００軸 組 図 -１

通り １/１００

Ｂ

Ｂ 軸 組 図 -２

１ １１２ １２３ １３４ １４５ １５６ ７ ８ ９ １０

Ｆ１１ Ｆ１１

２２２１ ２３ ２４１５ ２５１６ ２６１７ ２７１８ ２８１９ ２９２０ ３０

４,０００４,０００

Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２ Ｃ１２' Ｃ１３Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４Ｃ５ Ｃ５

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１Ｃ３ Ｃ３ Ｃ５Ｃ１Ｃ２１Ｃ２１ Ｃ３Ｃ２３

Ｃ１１Ｃ２'

補強ブレ－ス新設
補強ブレ－ス新設

補強ブレ－ス新設
補強ブレ－ス新設

改修後　軸組図-２

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ

ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ

ＧＡ

ＧＡＧＡＧＡ

ＧＡＧＡ

ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ ＦＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ

ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ ＧＡ

ＦＧＡＦＧＡ

ＧＡＧＡ

ＧＡＧＡ

ＦＧＢ１１ ＦＧＢ１２

ＧＢ１１

ＧＢ１１

ＧＢ１２

ＧＢ１２

註）特記なき限り、下記による。

１.壁は、Ｗ１５０　とする。

２. 斜線部：腰壁新設位置を示す。

Ｓ－１０

６９／７７

１１６,３５０

７
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０

３
,６
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０

１
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０

１
,６
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０

７
,９
５
０

３
０
０

３
,９
０
０

３
,６
０
０

１
５
０

１
,６
０
０

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,１７５

４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

１１６,３５０

４,０００４,０００

２
,６
５
０

１
０
０

４,１７５



100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ ＢＡ

通り 軸 組 図 １/１００ 通り 軸 組 図 １/１００ 通り 軸 組 図 １/１００

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

軸 組 図 １/１００ 通り 軸 組 図 １/１００ 通り 軸 組 図 １/１００通り

改修前　軸組図-３

軸 組 図 １/１００通り２ ７ １８ １９

２０

Ａ Ｂ

軸 組 図 １/１００通り

通り同じ

２１

２５

２７ ２８

Ｗ１５０撤去

Ｗ１５０撤去Ｗ１５０撤去

Ｗ１５０撤去 ＣＢ１００撤去

ＣＢ１００撤去

ＣＢ１００撤去

ＣＢ１００撤去

ＣＢ１００撤去

ＣＢ１００撤去

Ｗ１５０

Ｗ１５０

ＣＢ１００

ＣＢ１００

ＣＢ１００

Ｗ１５０

Ｆ２２ Ｆ２１

Ｆ４ Ｆ３ Ｆ３Ｆ４ Ｆ２’ Ｆ１’

Ｆ２ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ１

Ｆ２ Ｆ１

Ｃ２１ Ｃ２２ Ｃ２ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ１

Ｃ４ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ３ Ｃ２ Ｃ１ Ｃ２’ Ｃ１’

ＣＢ１００撤去

ＣＢ１００撤去

註）特記なき限り、下記による。

１.

２.

３.

斜線部：既存ＣＢ１００の範囲を示す。

斜線部：既存ＣＢ１００撤去の範囲を示す。

斜線部：既存Ｗ１５０壁撤去の範囲を示す。

Ｇ２

Ｇ２

Ｇ１

Ｇ１

ＦＧ１

Ｇ１

Ｇ１

ＦＧ１

ＦＧ２

Ｇ２

Ｇ２

Ｇ２２

Ｇ２２

ＦＧ２

Ｇ２

Ｇ２

ＦＧ２１ ＦＧ１

ＦＧ１

Ｓ－１１

ＦＧ２

Ｇ２

Ｇ２

パラペット撤去

Ｇ１

Ｇ１

７０／７７
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100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ ＢＡ

通り 軸 組 図 １/１００ 通り 軸 組 図 １/１００ 通り 軸 組 図 １/１００

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

軸 組 図 １/１００ 通り 軸 組 図 １/１００ 通り 軸 組 図 １/１００通り

軸 組 図 １/１００通り２ ７ １８ １９

２０

Ａ Ｂ

軸 組 図 １/１００通り

通り同じ

２１

２５

２７ ２８

Ｗ１５０

Ｗ１５０

ＣＢ１００

ＣＢ１００

ＣＢ１００

Ｗ１５０

Ｆ２２ Ｆ２１

Ｆ４ Ｆ３ Ｆ３Ｆ４ Ｆ２’ Ｆ１’

Ｆ２ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ１

Ｆ２ Ｆ１

Ｃ２１ Ｃ２２ Ｃ２ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ１

Ｃ４ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ３ Ｃ２ Ｃ１ Ｃ２’ Ｃ１’

註）特記なき限り、下記による。

１. 斜線部：ＣＢ１００の範囲を示す。

改修後　軸組図-３

Ｇ２

Ｇ２

Ｇ１

Ｇ１

ＦＧ１

Ｇ１

Ｇ１

ＦＧ１

ＦＧ２

Ｇ２

Ｇ２

Ｇ２２

Ｇ２２

ＦＧ２

Ｇ２

Ｇ２

ＦＧ２１ ＦＧ１

ＦＧ１

Ｓ－１２

Ｇ２

Ｇ２

ＦＧ２

Ｇ１

Ｇ１

炭素繊維シート補強 炭素繊維シート補強

炭素繊維シート補強

炭素繊維シート補強 炭素繊維シート補強

炭素繊維シート補強

７１／７７
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H型鋼 A：H-250x250x9x14(SS400)

h'

Le

Ls

La

h
'

L
e

L
s

L
a

P
a

P
s

P
s

P
s

e
2

P
a

P
a

P
a

e
1

PsPsPsPs

PaPaPaPa

e2

e1

１２７６

８～１０ １１～１３ １４～１６

Ｓ １０

ｔ ７以下

両側に補強すみ肉溶接を付加

Ｇ＝０～２（裏はつり後溶接）

ｆ＝ｔ／４

ｔ：６＜ｔ≦１９㎜Ｒ≦２

ｆ

ｆ

（注）ｆ：余盛　　　Ｇ：ルート間隔　　　Ｓ：脚長　　　Ｒ：フェース　　　（単位　㎜）

隅肉溶接

ＳＧ＝０

１Ｓｔ Ｓ

２ｔ

・片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。

・ｔはｔ１、ｔ２の小なる方

以下（１＋０．１Ｓ）・余盛は

余盛

３５

ｒ１＝３５

ｒ２＝１０

両側に補強すみ肉溶接を付加

ｔ：６＜ｔ≦１９㎜

ｆ≧０．５㎜（ただしｔ≧１５㎜のとき４㎜とする。）

ｆ

Ｒ≦２

Ｇ＝０～２

（裏はつり後溶接）

スカラップ突合せ溶接

 アンカー筋（頭部ナット付、先端45\U+00B0カット）

頭付スタッドのピッチ Ps:アンカー筋のピッチと同間隔

頭付スタッドのはしあき e2:30mm以上,60mm以下

アンカー筋のピッチ Pa:7.5daかつ300mm以下

アンカー筋のはしあき e1:5da以上

アンカー筋と頭付スタッドのラップ長 L:80mm

鉄骨枠と既存躯体の表面とのクリアランス h':200mm

頭付スタッドの定着長さ Ls:140mm

アンカー筋の定着長さ  La:140mm

アンカー筋の埋込長さ  Le:8da以上

接合部詳細図

接着系アンカー及び頭付スタッド設置要領

H型鋼 B：H-250x250x9x14(SS400)

プレート(フランジ)：PL-16

プレート(ウェブ)：PL-12

H型鋼 B：H-250x250x9x14(SS400)

H型鋼 A：H-250x250x9x14(SS400)

プレート(フランジ)：PL-16

プレート(ウェブ)：PL-12

内
法
高
さ

階
　
高

h' h'L

スパン長さ

h
'

H

ウェブ

フランジ

フランジ

ウェブ

　内： 3-PL- 12x100x530

 スパイラル筋

 鉄骨枠

 接着系アンカー

 頭付スタッド

外 内

外 内

　外(上)： 1-PL-9x150x530
　外(下)： 1-PL-9x250x530

　     2-PL-9x140x290

　　　 4-HTB M20(F8T)

　　　8-HTB M20(F8T)

　     2-PL-9x140x290

　　　8-HTB M20(F8T)

　内： 4-PL-9x100x530

　外： 2-PL-9x250x530

大
梁
成

SL

h
'

 イ 

ハ

B

A

ロ

ニ 

　　　 4-HTB M20(F8T)

水抜き孔 25φ 半割り

30

30

5
0

 プレート（ウェブ）

 プレート（ウェブ）

 プレート（フランジ）

 プレート（フランジ）

 プレート（ウェブ）

AA

B

B

H型鋼  A H型鋼  B

H型鋼  B

H型鋼  B

H型鋼  B

 プレート（ウェブ）

 プレート（フランジ）

B-B断面図

A-A断面図

イ　　　1/15

 プレート(フランジ)

 プレート(ウェブ)

 プレート(フランジ)

 プレート(ウェブ)

D-D断面図

C-C断面図

H型鋼  B H型鋼  B

H型鋼  A

H型鋼  A
H型鋼  A

CC

 プレート(フランジ)

D

D

 プレート(ウェブ)
5
0

30

30

30

30

ロ　　　1/15 ハ　　　　1/10

ニ　　　　1/10

NS

溶接規準図 NS NS

50

θ＝４５°

θ＝４５°

SL

Ｗｅｂ芯

Ｗｅｂ芯

Ｗｅｂ芯 Ｗｅｂ芯

水抜き孔　４カ所

水抜き孔

4
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事

記

番号縮尺

総数日付工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

枠付鉄骨ブレース取付要領図

番号縮尺

総数日付

1

10,15,30

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修工事 平成25年7月

Ｓ-１３

７２／７７



鈴鹿工業高専機械工学科棟改修工事
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｗｅｂ芯

ブレ－ス芯ブレ－ス芯

Ｊ ＪＷｅｂ芯 Ｗｅｂ芯 Ｗｅｂ芯 Ｗｅｂ芯

ブレ－ス芯

２ＦＬ
２ＳＬ

２ＦＬ
２ＳＬ

Ｗｅｂ芯
１ＦＬ

ＧＬ＝ＦＧ天端

１ＦＬ

ＧＬ＝ＦＧ天端

打ち継ぎ目荒し

全長　Ｌ＝２９５　埋込み長さ＝１５５

保護コンクリ－ト

全長　Ｌ＝２９５　埋込み長さ＝１５５

グラウト圧入

全長　Ｌ＝２９５　埋込み長さ＝１５５

全長　Ｌ＝３３５　埋込み長さ＝１５５

全長　Ｌ＝９７０　埋込み長さ＝２１０　ナット無し

全長　Ｌ＝９７０　埋込み長さ＝２１０　ナット無し

全長　Ｌ＝９７０　埋込み長さ＝２１０　ナット無し

全長　Ｌ＝９７０　埋込み長さ＝２１０　ナット無し

全長　Ｌ＝９７０　埋込み長さ＝２１０　ナット無し

全長　Ｌ＝９７０　埋込み長さ＝２１０　ナット無し

全長　Ｌ＝３３５　埋込み長さ＝１５５

片刃落し

片刃落し

片刃落し

片刃落し

片刃落し

全長　Ｌ＝２９５　埋込み長さ＝１５５

全長　Ｌ＝２９５　埋込み長さ＝１５５

全長　Ｌ＝２９５　埋込み長さ＝１５５

全長　Ｌ＝２９５　埋込み長さ＝１５５

片刃落し

全長　Ｌ＝２９５　埋込み長さ＝１５５

片刃落し グラウト圧入

Ａ Ａ

鉄骨枠取付詳細図   Ｓ=１/１０

２ＳＬ

頭付きスタッドボルト：２-Ｄ１６-＠２００

頭付きスタッドボルト：２-Ｄ１６-＠２００

頭付きスタッドボルト：２-Ｄ１６-＠２００

スパイラル筋：６φ-＠５０　径１５０

ＰＬ-１６

ＰＬ-１６

Ｇ.ＰＬ-９　ＨＴＢ.２ｘ１-Ｍ１６

ＰＬ-１６ＰＬ-９

ＰＬ-９

スパイラル筋：６φ-＠５０　径１５０

スパイラル筋：６φ-＠５０　径１５０

３-Ｄ１９

２-Ｄ１９

２-Ｄ１９

１-Ｄ１９

１-Ｄ１９

２-Ｄ１９

２-Ｄ１９

３-Ｄ１９

３-Ｄ１９

頭付きスタッドボルト：２-Ｄ１６-＠２００

頭付きスタッドボルト：２-Ｄ１６-＠２００
スパイラル筋：６φ-＠５０　径１５０

頭付きスタッドボルト：２-Ｄ１６-＠２００
スパイラル筋：６φ-＠５０　径１５０

頭付きスタッドボルト：２-Ｄ１６-＠２００

頭付きスタッドボルト：２-Ｄ１６-＠２００

スパイラル筋：６φ-＠５０　径１５０

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４（ＳＳ４００）

Ｈ-２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９（ＳＳ４００）

Ｂ-Ｂ 断面図　 Ｓ=１/３０

Ｂ Ｂ

Ａ-Ａ 断面図　 Ｓ=１/３０
９

９ １０
１０

１０９

ＢＢ

接着系アンカ－：３-Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：３-Ｄ１９

接着系アンカ－：１-Ｄ１９

接着系アンカ－：３-Ｄ１９

接着系アンカ－：２-Ｄ１９

接着系アンカ－：２-Ｄ１９

接着系アンカ－：１-Ｄ１９

接着系アンカ－：３-Ｄ１９-＠２００

接着系アンカ－：３-Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：Ｄ１９-＠２００ナット付き

接着系アンカ－：３-Ｄ１９-＠２００ナット付き

ＳＴＰ.　　-Ｄ１０-＠２００

ＳＴＰ.　　-Ｄ１０-＠２００

ＳＴＰ.　　-Ｄ１０-＠２００

ＳＴＰ.　　-Ｄ１０-＠２００

コンクリ－ト設計強度１.

２.鉄　筋 Ｄ１０～Ｄ１６ ＳＤ２９５Ａ

Ｄ１９ ＳＤ３４５

３.鉄　骨

２

使 用 材 料

縦.横筋共Ｄ１０-＠２００

接着系アンカ－：Ｄ１０-＠２００

埋め込み長さ＝１１０

Ｆｃ＝２１Ｎ/ｍｍ

ＳＳ４００

使用鋼材には溶融亜鉛メッキを施すこと。(HDZ55)

４.ボルト ＨＴＢ　Ｆ８Ｔ

グラウト設計強度 ３０Ｎ/ｍｍ２５.

スパイラル筋：６φ-＠５０　径１５０

打継面目荒らし

打継面目荒らし

打継面目荒らし
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１
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７
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９
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２
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３
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７
０

２
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０

１
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８
５

１
,５
８
５

４,０００

２５０ ３,５００ ２５０

２００ ３,１００ ２００

７５０ １,６００ ７５０

４,０００

２５０ ３,５００ ２５０

２００ ３,１００ ２００

５００

２５０ ２５０ ２６０ １５５１５５ １５５ １５５

４
０
０

４
０
０

６
０
０

７
５

５
２
５

６
０
０

７
５

５
２
５

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

６００

２５０ ３５０

４００

７００

３５０ ３５０

２５０ ２００１５０

７５ ７５

５
０５
０

５
０

７５ ５０５０ ７５

８
０

１
４
０２
０
０ １
４
０

51
5

600

540 540
75
0

75
0

１
５
０

縮尺 番号事

記

総数日付工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

30
枠付鉄骨ブレース架構詳細図 1

平成25年7月

Ｓ-１４

７３／７７

全長　Ｌ＝４５５　埋込み長さ＝１５５

全長　Ｌ＝４５５　埋込み長さ＝１５５

３-Ｄ１９

50
60



３０２９

＠
２
０
０

（
１
１
d)

接着系アンカ-：Ｄ１３-＠２００ダブル

縦.横筋共Ｄ１３-＠２００ダブル

１ＦＬ

ＧＬ＝ＦＧ天端

腰壁（ＦＬ+９００）新設 １/３０

改修後

Ｄ１０-＠２００

Ｄ１０-＠２００

接着系アンカ-：Ｄ１３-＠２００ダブル

Ａ

Ｂ-Ｂ 断面図　 Ｓ=１/３０

改修前

Ｂ

Ｂ

ＦＧＢ

７ ８

既存腰壁

既存腰壁

２ＦＬ
２ＳＬ

２ＦＬ
２ＳＬ

２ＧＢ

Ｆ４Ｆ２

縦.横筋共Ｄ１３-＠２００ダブル

縦.横筋共Ｄ１３-＠２００ダブル

Ａ-Ａ 断面図　 Ｓ=１/３０

接着系アンカ-：埋込み長さ＝１４５

Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

Ｃ Ｃ

Ｃ-Ｃ 断面図　 Ｓ=１/３０

２０ ２１

縦.横筋共Ｄ１３-＠２００ダブル

註）１.

３.

２.

あと施工アンカ－のピッチは、７.５ｄ以上とする。

あと施工アンカ－のゲ－ジは、５.５ｄ以上とする。

あと施工アンカ－のへりあきは、２.５ｄ以上とする。

スラブ接合部詳細図 １/３０、１/２０

（
１
１
d)

打ち継ぎ目荒らし

打ち継ぎ目荒らし

打ち継ぎ目荒らし

＠
２
０
０

２ＧＢ

接着系アンカ-：Ｄ１３-＠２００ダブル

接着系アンカ-：Ｄ１３-＠２００ダブル

埋込み長さ＝１４５

埋込み長さ＝１４５

接着系アンカ-：Ｄ１３-＠２００ダブル

埋込み長さ＝１４５

埋込み長さ＝１４５

縦.横筋共Ｄ１３-＠２００ダブル

縦.横筋共Ｄ１３-＠２００ダブル

（１１ｄ）

（１１ｄ）

接着系アンカ-：Ｄ１３-＠２００ダブル

＠２００
縦.横筋共Ｄ１３-＠２００ダブル

（１１ｄ）

（１１ｄ）

（１１ｄ）

（
１
１
d)

埋込み長さ＝１４５

埋込み長さ＝１４５

目地処理(耐火・防水性能を保有すること。)

パラペット　撤去

増築部既存部

補強筋：Ｄ１３-＠２００

フレア溶接１０d（片面）
既存鉄筋：９φ-＠３００

増築部既存部

既存鉄筋：９φ-＠２００

ＧＢ１１

＊

＊

既存鉄筋：９φ-＠２００

フレア溶接１０d（片面）

フレア溶接１０d（片面）

フレア溶接１０d（片面）

フレア溶接１０d（片面）

ＣＬ

既存鉄筋：９φ-＠３００

補強筋：Ｄ１３-＠２００

補強筋：Ｄ１３-＠２００

２８

３
,６
０
０

３
,６
０
０

２ＦＬ
２ＳＬ

Ｗ１５０壁　撤去

２ＳＬ
既存鉄筋：９φ-＠２００

補強筋：Ｄ１３-＠２００

既存鉄筋：９φ-＠３００
フレア溶接１０d（片面）

ＡＡ

３
,９
０
０３
,９
０
０

１ＦＬ

ＧＬ＝ＦＧ天端

２８

通り　断面図　 Ｓ=１/３０２８通り　断面図　 Ｓ=１/３０２８ Ｂ-Ｂ 平面配筋図　 Ｓ=１/２０ 註） ：斜線部は、コンクリ－ト床のはつり範囲を示す。

ＧＢ１１

ＧＢ１２

７
,９
５
０

７
,９
５
０

２８

２８通りまで
４,０００

ＦＧＢ１２

Ｆ１２Ｆ１２

（はつり巾）

（はつり巾）

打ち継ぎ目荒らし

既存鉄筋：縦.横筋共９φ-＠３００シングル

端部補強筋：２-Ｄ１３

縦.横筋共Ｄ１０-＠３００シングル

斜線部：既存壁のはつり範囲を示す。（巾２００ｍｍ）

接着系アンカ－：Ｄ１３-＠３００　Ｌ＝２６０ナット付き　埋め込み長さ＝１００

開口一部閉塞要領図 １/３０

１ＦＬ

ＧＬ＝ＦＧ天端

１ＦＬ

ＧＬ＝ＦＧ天端

２ＦＬ

２ＦＬ

スパイラル筋：６φ-＠５０径７０

Ｗ１５０

接着系アンカ－（端部補強）：1-Ｄ１３　Ｌ＝２６０ナット付き　埋め込み長さ＝１４５

既存鉄筋：縦.横筋共９φ-＠３００シングル

既存鉄筋とフレア溶接（片面１０ｄ）

既存鉄筋とフレア溶接（片面１０ｄ）

４
,２
０
０

３
０
０

３
,２
７
０

６
０
０
３
０

１
,６
０
０

７
０
０

９
０
０

１
,５
０
０

９
０
０

９
０
０

１
４
５

３５０

２７５ ７５

２００

２００

６
０
０

５
２
５

７
５

６
０
０

５
２
５

７
５

４,０００

４,０００

２５

２
０
０

２
０
０

６
０
０

３
０

９
０
０

２５

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

５００

２５０ ２５０

１
４
５

１
４
５

１
０
０

１
０
０

１４５

１４５

１４５

１４５

１４５

１
５
０

８
５
０

３５０
２０

３００

１
５
０

８
５
０

３５０ ３００

２００ １７０

３５０ ３００

９
,０
０
０

５
０
０

１
,３
０
０

５
０
０

１
,３
０
０

５
０
０

３
５
０

１５０

８
５
０

３
０

３５０
２０

３００

８
５
０

３
０

３５０ ３００

１７０２００

１５０

３
０
０

３５０
２０

３００

３
０
０

３５０ ３００

90
0

90
0

４
,２
０
０

３
０
０

３
,９
０
０

９
０
０

４,１７５

２００

２００

２
６
０
１
４
５

１
４
５
２
６
０

１
０
０

１
０
０

事

記

番号縮尺

総数日付工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修工事 平成25年7月 ７４／７７
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事 番号図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

総務課長 課長補佐 施設係長

担当

事務部長

1

縮尺

記

工事名称 日付

担　　当

総数

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

検図

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
平成25年7月

３．標準施工要領

　　　本仕様書に記載が無い事項は、以下の資料に基づく。

（２）準備

４．品質管理

（１）品質管理

　　監理者との協議による。

　　もとで行う。

１）設計・監理者の指示により実施する。

２）施工は施工及び品質管理体制を定め、十分な施工管理及び品質管理体制の

３）作業工程に応じて品質管理項目を定め、それぞれの役割分担を明確にする。

４）品質管理項目に応じて、具体的な施工管理内容を定めて施工管理を行う。

５）施工開始前に使用材料の品質を確認する。

６）品質検査は、引張強度試験及び付着強度試験とするが、検査の要否は工事

（８）養生

（９）仕上げ

　　る。

２）気温が5℃以下になる場合は、加温養生を行う。

１）仕上げの仕様は設計図書又は、設計者の指示による。

１）含浸接着樹脂が初期硬化するまで、雨水、埃等が付着しないように養生す

（１）「FORCAトウシート工法施工指針」

（１）

施工のフロー

２．材料

単位 規　格　値

引張強度

ヤング係数

目付量 g/㎡ 表示値以上

２）引張強度は、材料試験の（破断強度の平均値-3×標準偏差）とする。

３）ヤング係数は、材料試験の平均値とする。

（１）炭素繊維シート

試験方法

JIS A 1191/JSCE-E

JIS R 7602に準拠

541-2000に準拠(2.30+0.39)～

１）資機材の準備、材料の受け入れ、付属設備の一時撤去、仮設工事等の準備を行う。

（３）下地処理

２）幅が0.3mm以上のひび割れは、エポキシ樹脂注入等により補修する。

３）必要に応じて、断面修復及び鉄筋防食の対策を施す。

１）躯体表面の仕上げを撤去する。

４）躯体表面をディスクサンダー等で研磨し、劣化したコンクリートを取り除く。

５）隅角部は半径20～30mmで円弧状滑らかに面取りする。

６）下地処理後の表面は、エアブロア等で粉塵を取り除く。

１）下地の乾燥状態を確認する。（コンクリート表面含水率10%以下）

２）所定の配合比でプライマーを混合する。このとき、均質になるように十分に配合する。

３）躯体表面にプライマーを均等に塗布する。

４）プライマーの標準塗布量は表１による。

５）気温5℃以下、湿度85%以上の場合、雨天及び結露の恐れがある場合は施工しない。

６）可使時間を過ぎたプライマーは、使用してはならない。

７）プライマーの指触硬化確認後、次工程に進むものとする。

　　　段差修正

（５）不陸修正 １）不陸修正材塗布面に埃が付着している場合は清掃する。

２）所定の配合比で不陸修正材を混合する。このとき、均質になるように十分に配合する。

３）不陸修正材を塗布して、躯体表面の段差及び欠損部を平坦化する。

４）気温5℃以下、湿度85%以上の場合、雨天及び結露の恐れがある場合は施工しない。

５）可使時間を過ぎた不陸修正材は、使用してはならない。

６）不陸修正材の指触硬化確認後、次工程に進むものとする。

（６）墨出し １）炭素繊維シートの接着位置を躯体表面に墨出しする。

２）繊維方向のラップ長さは200mm以上とする。

３）繊維直交方向のラップ長さは0～30mmとする。

４）炭素繊維シートを積層するときは、繊維方向及び繊維直交方向のラップ位

　　置を下層のラップ位置とずらす。

１）炭素繊維シートを裁断する。

２）躯体の含浸接着樹脂塗布面に埃が付着している場合は清掃する。

３）所定の配合比で含浸接着樹脂を混合する。このとき、均質になるように十分に配合する。

４）躯体に含浸接着樹脂を均等に塗布する（下塗り）。標準塗布量は表１による。

５）含浸接着樹脂塗布後、速やかに炭素繊維シートを貼り付ける。

６）脱泡ローラー又はゴムベラ等で炭素繊維シートを押える。

８）含浸接着樹脂を均等に塗布する（上塗り）。標準塗布量は表１による。

１０）炭素繊維シートを積層する場合は、１）～９）の工程を繰り返す。

１１）含浸接着樹脂の可使時間内で接着作業を行う。

７）下塗り含浸接着樹脂が炭素繊維シートに含浸するまで30分程度放置する。

９）含浸接着樹脂塗布後、速やかに脱泡ローラーで炭素繊維シートを押さえる。

１２）気温5℃以下、湿度85%以上の場合、雨天及び結露の恐れがある場合は施工しない。

１３）可使時間を過ぎた含浸接着樹脂は、使用してはならない。

（７）

炭素繊維シート

巻き付け及び

貼り付け

（４）

プライマー塗布

１．準拠

炭素繊維シート接着工法(FORCAトウシート工法)　標準仕様書

5(2.30-0.15)×10  N/mm2

仕上げ

ﾌﾟﾗｲﾏｰ

躯体表面下地処理

含浸接着樹脂下塗り

炭素繊維シート

含浸接着樹脂上塗り

含浸接着樹脂下塗り

炭素繊維シート

不陸修正

1層目

n層目

プライマー

含浸接着樹脂下塗り

含浸接着樹脂上塗り

表１　プライマー及び含浸接着樹脂の標準塗布量

図１　標準施工断面図

含浸接着樹脂上塗り

準　備

下地処理

プライマー塗布

不陸修正

墨出し

炭素繊維シート巻き付け

養　生

仕上げ

単位

接着強度

単位

引張強度

曲げ強度

引張せん断強度

１）エポキシ樹脂系のパテ材とする。(FE-Z)

１）エポキシ樹脂系のプライマーとする。(FP-NS)

１）エポキシ系の樹脂とする。(FR-E3P)

規　格　値 試験方法

JIS K 7161

JIS K 7171

JIS K 6850

（４）含浸接着樹脂

（３）不陸修正材

（２）プライマー

規　格　値 試験方法

JIS A 6909および

JSCE-E 545-2000

単位

接着強度

規　格　値 試験方法

JIS A 6909および

JSCE-E 545-2000

目付量300g/㎡シート

0.2～0.3kg/㎡ 0.2～0.3kg/㎡

目付量600g/㎡シート

0.4～0.6kg/㎡ 0.5～0.7kg/㎡

0.5～0.7kg/㎡0.3～0.4kg/㎡

N/mm2

N/mm2

3,400N/mm2以上

N/mm2 1.9N/mm2以上

1.9N/mm2以上N/mm2

30N/mm2以上N/mm2

N/mm2

N/mm2
40N/mm2以上

10N/mm2以上

一般の場合

炭素繊維シート接着工法標準仕様書

１）試験方法：JIS A 6909に準拠して行う。

２）接着強さの評価：ＣＦＲＰ板と共に下地コンクリートが引き剥がれる凝集

３）試験頻度：指定された頻度で実施する。

４）試験場所：原則として施工現場で行う。

※ＣＦＲＰ：炭素繊維強化プラスチック

（２）ＣＦＲＰ

　　付着強度試験

５）試験体数：3以上

　　破壊であること。または、接着強さが1.5N/mm2以上であること。

１）目付量は、300g/㎡，600g/㎡のものを使用する。

繊維目付量300g/㎡タイプ：FTS-C1-30

繊維目付量300g/㎡タイプ：FTS-C1-60

－ Ｓ－１６

７５／７７



事 番号図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

総務課長 課長補佐 施設係長

担当

事務部長

1

縮尺

記

工事名称 日付

担　　当

総数

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

検図

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校
平成25年7月

SR-CF工法 特記仕様書（2011年改訂版）
2.4 含浸接着樹脂 ・含浸接着樹脂は、下記の品質規格を満足することが確認されたものを使用する。

・含浸接着樹脂は炭素繊維シートへ確実に含浸し、炭素繊維シートの引張強度、ヤ

　ング係数、接着強度を確保できるもので、作業に適した粘度、可使時間を有する

　ものを使用する。

含浸接着樹脂の品質規格

JIS K7161

試 験 方 法規　格　値

29 N/mm2 以上

曲げ強度

引張せん断強度

引張強度

項　　　目

JIS K717139 N/mm2 以上

JIS K685010 N/mm2 以上

含浸接着樹脂の種類と性能

標準用

無溶剤系

2:1

11

27

5～15

冬用夏用

20～35

160

1613

55

10～25

春秋用

FR-E3P

主な用途

性　　状

主剤:硬化剤(重量比)

乾燥時間　時間　@20℃

可使時間　分　@20℃

適用温度 ℃

品　　番

*1)

*2)

2.5 CFアンカー 2.5.1 CFアンカー

・CFアンカー(フォルカトウアンカー)は、下記の性能を示す。

規　　　格 試験方法

引張強度 3,400N/mm2 以上

ヤング係数 230kN/mm2

項　　　目

JIS A1191に準拠3400MPa級

・CFアンカー作製に用いる炭素繊維ストランドの量は、設計施工指針(『SR-CF工法

　(2011年改訂版　既存建築物の耐震改修設計施施工指針)』)による。

2.5.2 CFアンカー用含浸接着樹脂

・CFアンカーの貼付けに用いる含浸接着樹脂は、下記の品質規格を満足することが

　確認されたものを使用する。

・含浸接着樹脂は、炭素繊維ストランドの束に十分含浸する粘度、作業性を有し、

　炭素繊維ストランドとの相性を実験により確認したものを用いる。

CFアンカー用含浸接着樹脂の品質規格

10 N/mm2 以上 JIS K6850

39 N/mm2 以上 JIS K7171

項　　　目

引張強度

引張せん断強度

曲げ強度

29 N/mm2 以上

規　格　値 試 験 方 法

JIS K7161

CFアンカー用含浸接着樹脂の種類と性能

品　　番

適用温度 ℃

可使時間　分　@20℃

乾燥時間　時間　@20℃

主剤:硬化剤(重量比)

性　　状

FR-E3P(H)

春秋用

10～25

55

13 16

160

20～35

夏用 冬用

5～15

27

11

2:1

無溶剤系

*1)

*2)

無溶剤系

2:1

11

27

5～15

冬用夏用

20～35

160

1613

55

FR-E3P(K)

春秋用

10～25

2.6 その他の材料 ・コンクリート剥落部分は、十分な接着力と母材コンクリートと同等以上の強度を

　有する断面修復材で平滑化する。

・ひび割れ注入材は、ひび割れの深部まで浸透し、コンクリートを一体化するため

　に十分な接着強度を有し、ひび割れから供給される水を遮断する性能を有するも

　のを使用する。

3. 施工手順
3.1 一般事項 ・施工は、材料メーカーが発行する『SR-CF工法　施工要領書』および、SR-CF工法

　研究会が発行する『CFアンカー　施工指導の手引き』により実施する。

3.3 準備 ・事前に施工対象部の記録写真を撮影する。

・施工に先立ち、資機材の準備、使用材料の受け入れ、付属設備の一時撤去、仮設

　工事等の準備を行う。

3.4 断面補修 ・下地コンクリートの不良部(剥落・空隙・豆板・腐食等)をはつり除去する。鉄筋

　の露出がある場合には防錆処理を行った上で、コンクリート同等以上の強度を有

　するポリマーセメントモルタル等で修復する。

・クラック(ひび割れ)部にエポキシ樹脂等を注入する。

3.5 下地処理 ・下地表面は、平滑で脆弱部や汚れの無い状態とする。

・コーナー部は研削等の方法で角を半径20mm～30mmの曲面に加工する。

・下地処理後の表面はエアブロア等により十分に粉塵を除去する。

3.6 CFアンカーの埋込孔 ・CFアンカー用の埋め込み、又は貫通孔は、炭素繊維シートの貼付け量およびCF

　アンカーの取り付けピッチを考慮し、穿孔位置を墨出しした後に行う。

・柱補強において、CFアンカーを貫通させるための壁部の穿孔は、柱際に行うこととする。

・梁補強においてCFアンカーを貫通または埋め込むためのスラブ穿孔は、梁際に行うこととする。

・壁補強において、CFアンカーを埋め込むための壁周辺の柱、梁、スラブへの穿孔

　は、壁際に行うこととする。

・穿孔直径は、『SR-CF工法　(改訂版　既存建築物の耐震改修設計施工指針)』3.3による。

　　又は貫通孔穿孔

　　　　　ひび割れ注入

3.7　CFアンカー作製 ・CFアンカーは、設計で計算された量以上の炭素繊維ストランドを束ねて作製する。

・CFアンカーの定着長さは200mm以上(目付300g/㎡の炭素繊維シート3層を200mm間

　隔のCFアンカーで定着する柱及び梁の補強においては250mm以上)となるように作

　製する。

・必要ストランド本数は、『SR-CF工法(改訂版　既存建築物の耐震改修設計施工指

　針)』3.3による。

3.8 プライマー塗布 ・表面が乾燥し、汚れが無いことを確認し、ローラー刷毛を用いてプライマーを均

　一に塗布する。

・施工は、5℃以上の環境で行う。

・塗布後は、雨や粉塵から養生する。

3.9 不陸修正 ・プライマーの指触乾燥を確認後、エポキシパテを用いて下地処理や断面補修の際

　に修正しきれなかった凹部、段差、穴等を修正する。

・CFアンカーを貫通あるいは埋め込むための孔の位置が補強する部材際から10mmを

　超えて離れている場合にはこの隙間をエポキシパテ等で修正する。

・施工は、5℃以上の環境で行う。

3.10 墨出し ・施工図に基づき、炭素繊維シートの巻き付けあるいは貼り付け位置をコンクリー

　ト表面に墨出しする。

3.11 炭素繊維シート

貼付け(材軸方向)

・貼付ける炭素繊維シートの幅は、200mm以上(目付300g/㎡の炭素繊維シート3層を

　200mm間隔のCFアンカーで定着する柱及び梁の補強においては250mm以上)、補強

　量はフープ方向の炭素繊維シート補強量の1/3以上とする。

・含浸接着樹脂を十分含浸させながら接着する。

3.12 炭素繊維シート

貼付け

(せん断補強方向)

・施工は、5℃以上の環境で行う。

・含浸接着樹脂の主剤と硬化剤をメーカーの表示の従い計量して混合する。

・可使時間の管理は時間を計ることを原則とする。

・含浸接着樹脂の下塗り後、直ちに炭素繊維シートを貼り付け、一方向から皺や膨

　膨れが残らないように下地に密着させていく。その後、脱泡ローラーでよく押さ

　えて含浸接着樹脂を十分に炭素繊維シートに含浸させる。

・炭素繊維シートの重ね継手は、100mm以上とする。

・炭素繊維シートの重ね継手位置は、分散するように留意する。

・含浸接着樹脂の標準使用量は、目付200gタイプで0.5～0.7㎏/㎡、目付300gタイ

　プで0.7～0.9㎏/㎡とする。

・塗布後は、雨や粉塵から養生する。

・施工は、5℃以上の環境で行う。

3.13 CFアンカー取付け ・CFアンカーは、取り付ける前に孔内に納まる部分及び貫通孔へ通す場合にはその

　両側20～30mm、埋込み孔へ固定する場合にはその片側20～30mmのみを含浸接着樹

　脂中に浸し、ゴムベラでたたいて炭素繊維ストランド内部まで含浸接着樹脂を浸

　透させる。

・CFアンカーの定着長さは、200mm以上(目付300g/㎡の炭素繊維シート3層を200mm

　間隔のCFアンカーで定着する柱及び梁の補強においては250mm以上)とし、扇状に

　広げ接着する。

・埋め込み型CFアンカーの埋め込み長さは、設計図書による。(壁の場合は150mm以

　上とする。)

・隣接するCFアンカーの扇の先端部分は、10mm以上重ね合わせる。

・CFアンカーを埋め込んだ穿孔部は、孔内全体にエポキシ樹脂が充填するように行

　う。

・貫通孔の場合には穿孔部の両端部表面から20mm以上までエポキシ樹脂パテ等で埋

　める。

・含浸接着樹脂の標準使用量は、埋込型24Kタイプで0.35～0.55㎏/(76本m)、閉鎖

　型24Kタイプで0.40～0.60㎏/(76本m)の範囲である。

・補強する部材際への穿孔が行なえず、かつ、部材際から孔までの間隔が10mmを超

　える場合には、補強する部材と孔との間をエポキシパテ等を用いて埋める。

・CFアンカー取り付け後は、雨や粉塵から養生する。

・施工は、5℃以上の環境で行う。

・必要に応じてモルタル塗り、ボード貼り、塗装等の仕上げを行う。3.14 仕上げ

4. 品質検査 ・施工開始前に各使用材料の品質を試験成績表で確認する。

・品質検査の要否は、工事管理者と協議し決定する。

・品質検査は、下表による。

・工事管理チェックシートに基づく検査を行う。

規格値以上であること

をミルシートで確認

判　定検査方法

引張試験(JIS A1191準拠)(フォルカトウアンカー)

材　　料

炭素繊維シート
引張試験(JIS A1191 準拠)

付着強度試験(JIS A6909 準拠)

規格値以上であること

をミルシートで確認

CFアンカー

5. 施工記録 ・下記の事項について施工記録を作成し、監督員に提出する。

6. 安全対策 1)資材・工具の使用方法および保管方法を確認する。

2)足場、路下等の作業環境を整備する。また、作業に応じて保護マスク・メガネ

　手袋、安全ベルト等の保護具の着用を義務づける。

3)有機溶剤の使用時には、吸引事故の防止を心掛ける。特に閉空間での作業では、

　送風機やダクトによる強制換気を行う。また、足場材や養生シートが思わぬ閉空

　間を作ることがあるので注意する。

4)プライマー・レジン・塗料等が皮膚に付着した場合には、石鹸水で洗い落とす。

　また、眼に入った場合には、直ちに大量の水で洗浄し、医師の診察を受ける。

5)緊急連絡体制を整備し、施工計画に明記するとともに作業員に徹底させ、事故発

　生時に迅速な対応がとれるようにする。また、応急手当て方法や最寄りの病院も

　確認しておく。

　　1)作業工程　　　 　2)施工方法　 　　　3)天候　 　　　4)気温　　 　　5)湿度

　　6)品質検査記録　 　7)工事記録写真

1. 一般事項
1.1 適用事項 　(財)日本建築防災協会　技術評価書第2762号に基づくSR-CF工法研究会発行『S

R-CF工法(2011年改訂版　既存建築物の耐震改修設計施工指針)』による。

1.2 施工計画 　工事の着手に先立ち、下記の事項について充分検討し施工計画を作成して、監督

員に提出する。

　・工程計画

　・資材・機材の搬入および保管

　・現場養生

　・関連する別契約の工事との取り合い納まり等

　・仮設計画

1.3 専門工事会社 　本工事に関する施工は、｢SR-CF工法研究会｣に所属し、同研究会が実施する技術

指導を受けた専門工事会社による。

2. 材料仕様
2.1 炭素繊維シート ・炭素繊維シートは、下記の品質規格を満足することが確認されたものを使用する。

・炭素繊維シートは、下記の品質規格を満足することが確認されたものを使用する。

・炭素繊維シートは含浸接着樹脂と組み合わせることによる複合材としての強度発

　現及び耐久性について試験により確認されたものを使用する。

炭素繊維シートの品質規格

3400MPa級
JIS A1191に準拠

項　　　目

JIS K7071又は
目付け量

(230+39)～(230-20)kN/mm2ヤング係数

3,400N/mm2 以上引張強度

試験方法規　　　格

JIS R7602に準拠
200g/㎡、300g/㎡

炭素繊維シートの種類と特徴
品　　　番

目付け量(g/㎡)

引張強度(N/mm2)

設計厚さ(mm)

ヤング係数(kN/mm2) 230

0.111

3,400

200

FTS-C1-20 FTS-C1-30

300

3,400

0.167

230

2.2 プライマー プライマーの品質規格

(試験用基板：モルタル板)

JIS K6909に準ずる

試験方法規　格　値

1.5N/mm2以上接着強度

項　　　目

プライマーの種類と特徴

品　　番

適用温度 ℃

可使時間　分　@20℃

乾燥時間　時間　@20℃

主剤:硬化剤(重量比)

性　　状

主な用途

FP-NS

春秋用

10～25

60

11 14

135

20～35

夏用 冬用

5～15

30

9

2:1

無溶剤系

標準用 湿潤面用

無溶剤系

2:1

9

25

5～15

冬用夏用

20～35

125

1411

55

FP-WE7

春秋用

10～25

通年用

5～35

120

3

FP-S

1:1

溶剤系

浸透性

*1)

*2)

*1)　発熱温度上昇法にて測定

*2)　ガードナー式ゲル化時間法にて測定(ゲル化終了時間)

2.3 不陸調整材 ・不陸調整材は、下記の品質規格を満足することが確認されたものを使用する。

不陸調整材の品質規格

項　　　目

接着強度 1.5N/mm2以上

規　格　値 試験方法

JIS A6909に準ずる

(試験用基板：モルタル板)

・不陸調整材は、プライマー、含浸接着樹脂と十分な接着が確保できるもの、さ

　らにコンクリート表面の段差やエアーホールを平滑化するのに適度な粘度、接

　着性を有し、すりつけ作業に適した性状を有するものを使用する。

不陸調整材の種類と性能

15～35

夏用

FE-B

60

14 8

30

5～20

冬用

2:12:1

冬用

5～20

30

1014

60

15～35

夏用

FE-Z

主剤:硬化剤(重量比)

指触乾燥時間 時間 @20℃

適用温度 ℃

品　　番

標準用

クリーム状

主な用途

性　　状 パテ状

厚付け用

*1)　発熱温度上昇法にて測定

SR-CF工法特記仕様書
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大梁補強詳細図

繊維目付

Lcf(mm)Wcf(mm)(層)tcf(mm)

※3

※2

※1

備考

1,500

1,000

1,000

定着長さ

200＋350＋200

700

700

補強幅

6

4

6

積層数

600

300

300

0.333

0.167

0.167

設計厚さ

炭素繊維補強リスト

炭素繊維シート(FTS-C1-60)

補強位置

炭素繊維シート(FTS-C1-30)

炭素繊維シート(FTS-C1-30)

梁中央

Ｂ通り端

Ａ通り端

補強材料

(g/m2)

梁上面

梁上面

梁下面

※3．炭素繊維ストランドシート貼り付け後、梁の側面・下面に炭素繊維シート(FTS-C1-30)を1層Ｕ字型に貼り付ける。

　　・炭素繊維シート2層ごとにCFアンカーを配置する。

　　・B通り端の柱側は定着長が確保できないため、CFアンカーて定着耐力を確保する。

※1．柱側への炭素繊維シートの定着は、跳ね出しスラブに必要定着長を確保する。

※2．CFアンカー：24Kストランド，96本＠200，埋込み穿孔径20φ，埋込深さ170mm(有効埋込深さ150mm)以上

その他共通事項

　　作用しないようにする。なお、強力サポートを設置する位置の下階の大梁・小梁応力は施工前に確認すること。

　・大梁下の耐震壁を撤去する際は、小梁位置に強力サポートなどを設置し、炭素繊維シートを貼る前に大梁に荷重が

　・大梁下の耐震壁を撤去した後、鉄筋の防錆処理，躯体の断面補修，下地処理を行ってから炭素繊維シートの施工を行うこと。

　・梁上面および梁下面の補強炭素繊維シートは、梁の材軸方向に貼り付ける。

　・B通り端位置のCFアンカー設置範囲は、CFアンカーの直交する方向に炭素繊維シート(FTS-C1-30)を2層貼り付ける。

　・梁中央部の梁側面・底面のＵ字型に貼り付ける炭素繊維シートは、小梁に干渉する部分をCFアンカーで定着すること。
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不陸がある場合は補修を行うこと
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CFアンカー：24Kストランド 96本@200
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コーナー部面取り

CFアンカーの直交する方向に炭素繊維シート

(FTS-C1-30)を2層貼り付ける。

炭素繊維シート：FTS-C1-30，4層

Ｂ通り端詳細図　S＝1/10

埋込み深さ170mm(有効埋込み深さ150mm)以上
　　　　　　埋込み穿孔径20φ

炭素繊維シート：FTS-C1-30，4層

CFアンカー：24Kストランド 96本@200

 　　炭素繊維シートを2層貼り付け後、CFアンカーを配置する。
　※ 炭素繊維シートを2層貼り付け後、CFアンカーを設置し、その後

(有効埋込み深さ150mm)以上

　　　　　　埋込み穿孔径20φ，埋込み深さ170mm
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